






Oracle Streams Advanced Queuingの新機能

この章では、Oracle Database 11gリリース1(11.1)の新機能について説明し、詳細情報の参照先を示します。Oracle Database 11gリリース2(11.2)の新機能はありません。

	
通知拡張機能


	
診断性および管理性の向上


	
ジョブ・キュー・プロセスからデータベース・スケジューラへの移行


	
メッセージ・ゲートウェイ拡張機能





通知拡張機能

次の通知拡張機能が導入されています。

	
ストリーム通知の拡張性


	
通知の時間別のグループ化





ストリーム通知の拡張性

AQイベント通知のインフラストラクチャにより、イベントのサプライヤまたはパブリッシャからコンシューマまたは登録者へのデータベース・イベントの非同期通知が可能になります。イベント・モニターが通知を送信します。増加する通知機能の使用の要求を満たすために、11gの通知サーバーは、コーディネータと下位プロセスのセットで構成されるパラレル通知サーバーに拡張されました。パラレル通知サーバーは、より大量な通知をより迅速に処理し、ステージング通知イベントで使用する共有メモリーを削減する機能を提供します。




	
関連項目:

「非同期通知」











通知の時間別のグループ化

非常に大量のイベントがデータベースで発生した場合、通知がアプリケーションの負担にならないようにすることが重要です。最適な方法は、通知のグループ化およびアプリケーション指定の間隔およびアプリケーション指定のフォーマットによる配信です。Oracle Streams AQが提供するインフラストラクチャを使用すると、AQおよびDBCHANGE名前空間で通知を時間別にグループ化できます。ユーザーには、グループ化の間隔および事前定義済のフォーマットを指定して、このグループ化の間隔の終了時に通知できるようにするオプションがあります。また、ユーザーはグループ化された通知の送信の開始時間およびグループ化された通知の送信回数を指定できます。




	
関連項目:

「非同期通知」













診断性および管理性の向上

次の項では、診断性について説明します。

	
新しいパフォーマンス・ビューおよびAWRサポート


	
サブスクリプション登録のディクショナリ・ビュー


	
キュー表レベルのエクスポートおよびインポート





新しいパフォーマンス・ビューおよびAWRサポート

このリリースでは、永続メッセージ統計および通知統計の新しいパフォーマンス・ビューが追加されました。また、Automatic Workload Repository(AWR)が拡張され、ほとんどの永続メッセージ操作でキューを表示することにより、AQパフォーマンスの問題を容易に診断できるようになりました。





サブスクリプション登録のディクショナリ・ビュー

新しいディクショナリ・ビューを使用すると、Oracle Streams Advanced Queuingのサブスクリプション管理が簡素化されます。DBA_SUBSCR_REGISTRATIONSおよびUSER_SUBSCR_REGISTRATIONSは、サブスクリプションの詳細情報の他に登録されたサブスクリプションを識別します。通知のランタイム統計は、V$SUBSCR_REGISTRATION_STATSビューで使用できます。





キュー表レベルのエクスポートおよびインポート

キューのエクスポートが、キュー表レベル単位で完全にサポートされています。ユーザーは、キュー表をエクスポートするだけです。キュー表内のすべてのキュー、プライマリ・オブジェクトの権限付与、ビュー、IOT、ルールなどの関連するオブジェクトが自動的にエクスポートされます。







ジョブ・キュー・プロセスからデータベース・スケジューラへの移行

EMON PL/SQL通知は、バックグラウンド・ジョブで実行されます。このリリースでは、このジョブはDBMS_JOBSではなくDBMS_SCHEDULERジョブです。

init.oraパラメータのjob_queue_processesをPL/SQL通知またはAQ伝播に設定する必要はありません。

同様に、AQ伝播はDBMS_JOBSではなくDBMS_SCHEDULERジョブで処理されます。また、伝播にはDBMS_SCHEDULERのイベント・ベースのスケジュール機能を向上させる利点があります。





メッセージ・ゲートウェイ拡張機能

次のメッセージ・ゲートウェイ拡張が導入されています。

	
Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)環境における拡張メッセージ・ゲートウェイ・エージェント


	
複数のメッセージ・ゲートウェイ・エージェント


	
簡素化されたメッセージ・ゲートウェイの伝播ジョブ構成





Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)環境における拡張メッセージ・ゲートウェイ・エージェント

Oracle Schedulerを使用して、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントを起動します。メッセージ・ゲートウェイがOracle Scheduler RACサービス機能を活用し、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントはデータベース・サービスと関連付けられます。メッセージ・ゲートウェイ・エージェントが実行されるインスタンスが失敗または停止した場合は、Oracle Schedulerがサービスをサポートしている別のインスタンス上のエージェントを自動的に再起動します。




	
関連項目:

	
「Oracle RAC環境におけるOracle Messaging Gatewayの構成」


	
「Oracle RAC上でのOracle Messaging Gatewayのエージェントの実行」
















複数のメッセージ・ゲートウェイ・エージェント

メッセージ・ゲートウェイが拡張されて、1つのインスタンスおよびデータベースに対して複数のエージェントが可能になりました。この拡張機能により、機能、編成または作業負荷に基づいて伝播ジョブを静的にパーティション化し、異なるコンピュータ上の異なるデータベース・インスタンスに存在する異なるMGWエージェントに割り当てることができるようになりました。これは、MGWを拡張するのみでなく、MGWが複雑なアプリケーション統合環境で使用される場合に重要となる、伝播ジョブのグループ化および分離を可能にします。




	
関連項目:

	
「Oracle Messaging Gatewayスタート・ガイド」


	
「Oracle Messaging Gatewayの操作」
















簡素化されたメッセージ・ゲートウェイの伝播ジョブ構成

強化されたPL/SQL APIにより、伝播サブスクライバと伝播スケジュールが新しい伝播ジョブに統合されます。メッセージ・ゲートウェイの伝播ジョブを作成し、スケジュールするのが容易になりました。




	
関連項目:

	
「Oracle Messaging Gatewayスタート・ガイド」


	
「Oracle Messaging Gatewayの操作」
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B JMSおよびAQ XMLサーブレットのエラー・メッセージ

問題のトラブルシューティングに役立つエラー・メッセージのリストを提供します。


JMSエラー・メッセージ



	JMS-101 無効な送達モードです: (文字列) 
	
原因: 送達モードがサポートされていません。


	
処置: 有効な送達モードはAQjmsConstants.PERSISTENTです。








	JMS-102 機能: (文字列)はサポートされません。 
	
原因: この機能はこのリリースでサポートされていません。


	
処置: 説明は省略します。








	JMS-104 メッセージ・ペイロードの指定が必要です。 
	
原因: メッセージ・ペイロードがNULLでした。


	
処置: メッセージにNULL以外のペイロードを指定してください。








	JMS-105 エージェントの指定が必要です 
	
原因: AQjmsAgentオブジェクトがNULLでした。


	
処置: リモート・サブスクライバを表す有効なAQjmsAgentを指定してください。








	JMS-106 1つのJMSConnectionで複数のオープン・セッションを保持することはできません。 
	
原因: コネクションにすでに1つのオープンしているJMSセッションがあります。1つのコネクションで複数のオープン・セッションを保持することはできません。


	
処置: オープン・セッションをクローズし、新しいセッションをオープンしてください。








	JMS-107 (文字列)での操作は許可されていません。 
	
原因: 指定された操作がこのオブジェクトで許可されていません。


	
処置: 説明は省略します。








	JMS-108 型: (文字列) のメッセージは、型: (文字列)のペイロードを含む宛先に対しては使用できません。 
	
原因: 使用されているメッセージ型と宛先に指定されたペイロード型が一致しませんでした。


	
処置: この宛先を含むキュー表に指定されたペイロードにマップするメッセージ型を使用してください。








	JMS-109 クラスが見つかりません: (文字列) 
	
原因: 指定されたクラスが見つかりませんでした。


	
処置: CLASSPATHにクラスが含まれていることを確認してください。








	JMS-110 プロパティ: (文字列)は書込み不可です。 
	
原因: 読取り専用メッセージのヘッダー・フィールドまたはプロパティを更新しようとしました。


	
処置: 説明は省略します。








	JMS-111 接続の指定が必要です。 
	
原因: 接続オブジェクトがNULLでした。


	
処置: NULL以外のJDBC接続を指定してください。








	JMS-112 接続が無効です。 
	
原因: JDBC接続が無効です。


	
処置: NULL以外のOracle JDBC接続を指定してください。








	JMS-113 接続が停止状態です。 
	
原因: 停止状態の接続のメッセージを受信しようとしました。


	
処置: 接続を開始してください。








	JMS-114 接続はクローズされています。 
	
原因: クローズしている接続を使用しようとしました。


	
処置: 新しい接続を作成してください。








	JMS-115 コンシューマはクローズされています。 
	
原因: クローズしているコンシューマを使用しようとしました。


	
処置: 新しいメッセージ・コンシューマを作成してください。








	JMS-116 サブスクライバ名の指定が必要です。 
	
原因: サブスクライバ名がNULLでした。


	
処置: NULL以外のサブスクリプション名を指定してください。








	JMS-117 変換に失敗しました - 無効なプロパティ型です 
	
原因: 要求された型へのプロパティの変換中にエラーが発生しました。


	
処置: プロパティのデータ型に対応するメソッドで取得してください。








	JMS-119 無効なプロパティ値です。 
	
原因: 指定されたプロパティの値が無効です。


	
処置: 設定されているプロパティの適切な型の値を使用してください。








	JMS-120 デキューに失敗しました。 
	
原因: メッセージの受信中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、JMSException内のメッセージとリンクしているSQLExceptionを参照してください。








	JMS-121 DestinationPropertyの指定が必要です。 
	
原因: キュー/トピックの作成中にNULLのAQjmsDestinationPropertyが指定されました。


	
処置: 宛先にNULL以外のAQjmsDestinationPropertyを指定してください。








	JMS-122 内部エラー(文字列) 
	
原因: 内部エラーが発生しました。


	
処置: サポートに連絡してください。








	JMS-123 間隔は(整数)秒以上で設定してください。 
	
原因: 無効な間隔が指定されました。


	
処置: 30秒より大きい間隔を指定してください。








	JMS-124 無効なデキュー・モードです 
	
原因: 無効なデキュー・モードが指定されました。


	
処置: 無効なデキュー・モードは、AQConstants.DEQUEUE_BROWSE、AQConstants.DEQUEUE_REMOVE、AQConstants.DEQUEUE_LOCKED、AQConstants.DEQUEUE_REMOVE_NODATAです。








	JMS-125 無効なキューが指定されました。 
	
原因: 無効なキュー・オブジェクトが指定されました。


	
処置: 有効なキュー・ハンドルを指定してください。








	JMS-126 無効な項目が指定されました。 
	
原因: 無効なトピック・オブジェクトが指定されました。


	
処置: 有効なトピック・ハンドルを指定してください。








	JMS-127 無効な接続先 
	
原因: 無効な宛先オブジェクトが指定されました。


	
処置: 有効な宛先(キュー/トピック)オブジェクトを指定してください。








	JMS-128 無効なナビゲーション・モードです 
	
原因: 無効なナビゲーション・モードが指定されました。


	
処置: 有効なナビゲーション・モードは、AQjmsConstants.NAVIGATION_FIRST_MESSAGE、AQjmsConstants.NAVIGATION_NEXT_MESSAGE、AQjmsConstants.NAVIGATION_NEXT_TRANSACTIONです。








	JMS-129 無効なペイロード型です。 
	
原因: 使用されているメッセージ型と宛先に指定されたペイロード型が一致しませんでした。


	
処置: この宛先を含むキュー表に指定されたペイロードにマップするメッセージ型を使用してください。ADTメッセージには、適切なCustomDatumファクトリを使用してメッセージ・コンシューマを作成してください。








	JMS-130 JMSキューはマルチ・コンシューマには使用できません。 
	
原因: JMSキューとしてAQマルチ・コンシューマ・キューを取得しようとしました。


	
処置: JMSキューにマルチ・コンシューマは使用できません。








	JMS-131 セッションはクローズされています。 
	
原因: クローズしているセッションを使用しようとしました。


	
処置: 新しいセッションをオープンしてください。








	JMS-132 プロパティの最大数(整数)を超えました 
	
原因: メッセージのユーザー定義プロパティの最大数を超えました


	
処置: 説明は省略します。








	JMS-133 メッセージの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたメッセージがNULLでした。


	
処置: NULL以外のメッセージを指定してください。








	JMS-134 名前の指定が必要です。 
	
原因: 指定されたキューまたはキュー表名がNULLでした。


	
処置: NULL以外の名前を指定してください。








	JMS-135 ドライバ(文字列)はサポートされません。 
	
原因: 指定されたドライバがサポートされていません。


	
処置: 有効なドライバは、OCI8およびThinです。kprbドライバを使用してgetDefaultConnection()によるkprb接続を取得するには、静的なcreateTopicConnectionおよびcreateQueueConnectionメソッドを使用してください。








	JMS-136 ペイロード・ファクトリは、ADTペイロードを持つ宛先にのみ指定できます。 
	
原因: ADTペイロードを含まない宛先のコンシューマにCustomDatumFactoryが指定されました。


	
処置: SYS.AQ$_JMS_TEXT_MESSAGE、SYS.AQ$_JMS_BYTES_MESSAGE、SYS.AQ$_JMS_MAP_MESSAGE、SYS.AQ$_JMS_OBJECT_MESSAGE、SYS.AQ$_JMS_STREAM_MESSAGE型のペイロードを含む宛先に対して、このフィールドをNULLに設定する必要があります。








	JMS-137 ペイロード・ファクトリは、ADTペイロードを持つ宛先に対して指定する必要があります。 
	
原因: ADTペイロードを含む宛先にCustomDatumFactoryが指定されませんでした。


	
処置: ADTメッセージを含む宛先には、宛先のSQL ADT型にマップされるJavaクラスのCustomDatumFactoryを指定する必要があります。








	JMS-138 プロシージャはクローズされています。 
	
原因: クローズしているプロデューサを使用しようとしました。


	
処置: 新しいメッセージ・プロデューサを作成してください。








	JMS-139 プロパティ名の指定が必要です。 
	
原因: プロパティ名がNULLでした。


	
処置: NULL以外のプロパティ名を指定してください。








	JMS-140 無効なSystemプロパティです。 
	
原因: 無効なシステム・プロパティ名が指定されました。


	
処置: 有効なJMSシステム・プロパティのいずれかを指定してください。








	JMS-142 JMS項目はマルチ・コンシューマ対応のキュー表で作成する必要があります。 
	
原因: シングル・コンシューマ・キュー表のJMSトピックを作成しようとしました。


	
処置: マルチ・コンシューマを使用できるキュー表にのみ、JMSトピックを作成できます。








	JMS-143 キューの指定が必要です。 
	
原因: NULLのキューが指定されました。


	
処置: NULL以外のキューを指定してください。








	JMS-144 JMSキューはマルチ・コンシューマ対応のキュー表では作成できません。 
	
原因: マルチ・コンシューマ・キュー表のJMSキューを作成しようとしました。


	
処置: マルチ・コンシューマを使用できないキュー表にのみ、JMSキューを作成できます。








	JMS-145 無効な受信者リストです。 
	
原因: 指定された受信者リストが空でした。


	
処置: 少なくとも1つの受信者を含む受信者リストを指定してください。








	JMS-146 登録に失敗しました。 
	
原因: TypeMapの型の登録中にエラーが発生しました。


	
処置: 説明は省略します。








	JMS-147 ReplyTo宛先タイプが無効です 
	
原因: ReplyTo宛先オブジェクト型が無効です。


	
処置: ReplyTo宛先にAQjmsAgent型を使用する必要があります。








	JMS-148 プロパティ名のサイズが制限を超えています 
	
原因: プロパティ名が最大サイズを超えています。


	
処置: 100文字未満のプロパティ名を指定してください。








	JMS-149 サブスクライバの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたサブスクライバがNULLでした。


	
処置: NULL以外のサブスクライバを指定してください。








	JMS-150 プロパティはサポートされません。 
	
原因: サポートされていないプロパティを使用しようとしました。


	
処置: 説明は省略します。








	JMS-151 項目の型はEXCEPTIONにできません。 
	
原因: トピックの型はAQjmsConstants.EXCEPTIONにできません。


	
処置: AQjmsConstants.NORMAL型のトピックを指定してください。








	JMS-153 Systemプロパティの型が無効です。 
	
原因: 指定された値の型が設定されているシステム・プロパティに定義された型と一致しません。


	
処置: システム・プロパティの設定に正しい型を使用してください。








	JMS-154 SEQUENCE DEVIATIONの値が無効です。 
	
原因: 順序逸脱が無効です。


	
処置: 有効な値は、AQEnqueueOption.DEVIATION_BEFORE、AQEnqueueOption.DEVIATION_TOPです。








	JMS-155 AQ例外(文字列) 
	
原因: AQ Javaレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、JMSException内のメッセージとリンクしている例外を参照してください。








	JMS-156 無効なクラス: (文字列) 
	
原因: 指定されたクラスが無効です。


	
処置: CLASSPATHに指定されたクラスが含まれていることを確認してください。








	JMS-157 I/O例外: (文字列) 
	
原因: I/O例外です。


	
処置: 詳細は、JMSExceptionのメッセージを参照してください。








	JMS-158 SQL例外: (文字列) 
	
原因: SQL例外です。


	
処置: 詳細は、リンクしているSQLException内のメッセージを参照してください。








	JMS-159 無効なセレクタ: (文字列) 
	
原因: 指定されたセレクタが無効か長すぎます。


	
処置: セレクタの構文を確認してください。








	JMS-160 EOF例外: (文字列) 
	
原因: バイト・ストリームの読込み中にEOF例外が発生しました。


	
処置: 説明は省略します。








	JMS-161 メッセージ形式例外: (文字列) 
	
原因: 指定された型へのストリーム・データの変換中にエラーが発生しました。


	
処置: ストリームで予期されるデータの型を確認し、適切な読込みメソッドを使用してください。








	JMS-162 メッセージは読取り不可です。 
	
原因: メッセージが書込み専用モードです。


	
処置: リセット・メソッドをコールして、メッセージを読取り可能にしてください。








	JMS-163 メッセージは書込み不可です。 
	
原因: メッセージが読取り専用モードです。


	
処置: clearBodyメソッドを使用して、メッセージを書込み可能にしてください。








	JMS-164 そのような要素はありません 
	
原因: 指定された名前の要素がマップ・メッセージで見つかりませんでした。


	
処置: 説明は省略します。








	JMS-165 プロパティ値が最大サイズを超えています 
	
原因: プロパティの値が使用できる最大長を超えました


	
処置: JMS定義プロパティの値は、最大100を設定できます。ユーザー定義プロパティの値は、最大2000を設定できます。








	JMS-166 項目の指定が必要です。 
	
原因: 指定されたトピックがNULLでした。


	
処置: NULL以外のトピックを指定してください。








	JMS-167 ペイロード・ファクトリまたはSql_data_classの指定が必要です。 
	
原因: ペイロード・ファクトリまたはSql_data_classがオブジェクト・ペイロードを含むキューに指定されていません。


	
処置: キューに定義されたADT型にマップされるJavaオブジェクトのCustomDatumFactoryまたはSQLDataクラスを指定してください。








	JMS-168 ペイロード・ファクトリとsql_data_classの両方は指定できません。 
	
原因: CustomDatumFactoryクラスおよびSQLDataクラスの両方がデキュー中に指定されました。


	
処置: キューに定義されたADT型にマップされるJavaオブジェクトのCustomDatumFactoryまたはSQLDataクラスを指定してください。








	JMS-169 Sql_data_classはNULLにできません。 
	
原因: 指定されたSQLDataクラスがNULLです。


	
処置: キューに定義されたADT型にマップされるSQLDataクラスを指定してください。








	JMS-171 (文字列)を含んだメッセージが定義されていません。 
	
原因: メッセージのペイロード型が無効です。


	
処置: キューが定義されてRAWまたはOBJECTペイロードが含まれているかどうかを確認し、メッセージの適切なペイロード型を使用してください。








	JMS-172 複数のキュー表が問合せに一致しています: (文字列) 
	
原因: 複数のキュー表が問合せと一致します。


	
処置: 所有者およびキュー表名を指定してください。








	JMS-173 キュー表: (文字列) が見つかりません。 
	
原因: 指定されたキュー表が見つかりませんでした。


	
処置: 有効なキュー表を指定してください。








	JMS-174 オブジェクト・ペイロードとともにキューのクラスを指定する必要があります。\ndequeue(deq_option, payload_fact) またはdequeue(deq_option, sql_data_cl)を使用してください。 
	
原因: このデキュー・メソッドを使用して、OBJECTペイロードとともにキューからデキューできません。


	
処置: dequeue(deq_option, payload_fact)またはdequeue(deq_option, sql_data_cl)のいずれかを使用してください。








	JMS-175 デキュー・オプションの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたDequeueOptionがNULLです。


	
処置: NULL以外のデキュー・オプションを指定してください。








	JMS-176 エンキュー・オプションの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたEnqueueOptionがNULLです。


	
処置: NULL以外のエンキュー・オプションを指定してください。








	JMS-177 無効なペイロード・タイプ: ロー・ペイロード・キューにはdequeue(deq_option)を使用してください。 
	
原因: このメソッドを使用して、RAWペイロードとともにキューからデキューできません。


	
処置: dequeue(deq_option)メソッドを使用してください。








	JMS-178 無効なキュー名です - (文字列) 
	
原因: 指定されたキュー名がNULLまたは無効です。


	
処置: NULLではないキュー名を指定してください。キュー名をスキーマ名で修飾しないでください。スキーマ名は、所有者パラメータの値として指定する必要があります。








	JMS-179 無効なキュー表名です - (文字列) 
	
原因: 指定されたキュー表名がNULLまたは無効です。


	
処置: NULLではないキュー表名を指定してください。キュー表名をスキーマ名で修飾しないでください。スキーマ名は、所有者パラメータの値として指定する必要があります。








	JMS-180 無効なキュー・タイプです。 
	
原因: キュー・タイプが無効です。


	
処置: 無効なタイプは、AQConstants.NORMALまたはAQConstants.EXCEPTIONです。








	JMS-181 wait_timeの値が無効です 
	
原因: wait型の値が無効です。


	
処置: 待機時間には、AQDequeueOption.WAIT_FOREVER、AQDequeueOption.WAIT_NONE、または0より大きい値を使用できます。








	JMS-182 問合せで複数のキューが一致しています。 
	
原因: 複数のキューが問合せと一致します。


	
処置: キューの所有者および名前の両方を指定してください。








	JMS-183 AQドライバが登録されていません。 
	
原因: AQDriverが登録されていません。


	
処置: AQ Javaドライバが登録されていることを確認してください。Class.forName("oracle.AQ.AQOracleDriver")を使用してください。








	JMS-184 キュー・オブジェクトが無効です。 
	
原因: キュー・オブジェクトが無効です。


	
処置: 基になるJDBC接続がクローズしている可能性があります。キュー・ハンドルを再取得してください。








	JMS-185 QueuePropertyの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたAQQueuePropertyがNULLです。


	
処置: NULL以外のAQQueuePropertyを指定してください。








	JMS-186 QueueTablePropertyの指定が必要です。 
	
原因: 指定されたQueueTablePropertyがNULLです。


	
処置: NULL以外のAQQueueTablePropertyを指定してください。








	JMS-187 キュー表の指定が必要です。 
	
原因: 指定されたキュー表がNULLです。


	
処置: NULL以外のキュー表を指定してください。








	JMS-188 QueueTableオブジェクトが無効です。 
	
原因: キュー表オブジェクトが無効です。


	
処置: 基になるJDBC接続がクローズしている可能性があります。キュー表ハンドルを再取得してください。








	JMS-189 バイト配列が小さすぎます。 
	
原因: 指定されたバイト配列が小さすぎて要求されたデータを格納できません。


	
処置: 要求されたデータの格納に十分なバイト配列を指定してください。または、要求された長さを短くしてください。








	JMS-190 キュー: (文字列) が見つかりません。 
	
原因: 指定されたキューが見つかりませんでした。


	
処置: 有効なキューを指定してください。








	JMS-191 sql_data_clはSQLDataインタフェースを実装しているクラスであることが必要です。 
	
原因: 指定されたクラスは、java.sql.SQLDataインタフェースをサポートしていません。


	
処置: 説明は省略します。








	JMS-192 無効な可視性値です 
	
原因: 指定された可視性値が無効です。


	
処置: 有効な値は、AQConstants.VISIBILITY_ONCOMMIT、AQConstants.VISIBILITY_IMMEDIATEです。








	JMS-193 JMSキューにRAW型のペイロードを含めることはできません。 
	
原因: RAWペイロードとともにJMSキューを作成しようとしました。


	
処置: JMSキュー/トピックにRAWペイロードを含めることはできません。








	JMS-194 セッション・オブジェクトが無効です。 
	
原因: セッション・オブジェクトが無効です。


	
処置: 基になるJDBC接続がクローズしている可能性があります。新しいセッションを作成してください。








	JMS-195 無効なオブジェクト型: オブジェクトはCustomDatumまたはSQLDataインタフェースを実装する必要があります 
	
原因: 指定されたオブジェクト型が無効です。


	
処置: CustomDatumまたはSQLDataインタフェースをオブジェクトに実装する必要があります。








	JMS-196 1つのJMSセッションで同じ宛先のオープンQueueBrowserを複数保持することはできません。 
	
原因: このセッションのこのキューにオープンしているQueueBrowserがすでに存在します。


	
処置: 特定のセッションの同じキューに複数のキュー・ブラウザを使用できません。既存のQueueBrowserをクローズして、新しいQueueBrowserをオープンしてください。








	JMS-197 リモート・サブスクライバに対するエージェント・アドレスの指定が必要です。 
	
原因: リモート・サブスクライバのアドレス・フィールドがNULLです。


	
処置: アドレス・フィールドにリモート・トピックの完全修飾名を含める必要があります。








	JMS-198 無効な操作: セッションに特権メッセージ・リスナーを設定しました。 
	
原因: セッションのメッセージ・リスナーが設定されていた場合に、クライアントがメッセージの受信にメッセージ・コンシューマを使用しようとしました。


	
処置: セッションのメッセージ・リスナーを使用して、メッセージを処理してください。メッセージを受信するためにコンシューマのメソッドは使用しないでください。








	JMS-199 登録の通知に失敗しました。 
	
原因: リスナー登録が失敗しました。


	
処置: 詳細は、リンクしている例外のエラー・メッセージを参照してください。








	JMS-200 宛先の指定が必要です。 
	
原因: 宛先がNULLです。


	
処置: NULL以外の宛先を指定してください。








	JMS-201 すべての受信者をrecipient_listに指定する必要があります。 
	
原因: 受信者リストの複数の要素がNULLです。


	
処置: 受信者リストのすべてのAQjmsAgentを指定する必要があります。








	JMS-202 メッセージの非同期受信の登録解除に失敗しました。 
	
原因: 非同期受信のデータベースのコンシューマの登録解除中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしている例外のエラー・メッセージを確認してください。








	JMS-203 ペイロード・ファクトリの指定が必要です。 
	
原因: NULLのペイロード・ファクトリが指定されました。


	
処置: NULL以外のペイロード・ファクトリを指定してください。








	JMS-204 AQ JNIレイヤーでエラーが発生しました 
	
原因: JNIエラーです。


	
処置: 詳細は、リンクしている例外のエラー・メッセージを確認してください。








	JMS-205 ネーミング例外 
	
原因: ネーミング例外です。


	
処置: 詳細は、リンクしている例外のエラー・メッセージを確認してください。








	JMS-206 XA例外XAError-{0} :: OracleError-{1} 
	
原因: XAレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているXAException内のメッセージを参照してください。








	JMS-207 JMS例外{0} 
	
原因: JMSレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているJMSException内のメッセージを参照してください。








	JMS-208 XML SQL例外 
	
原因: XML SQLレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているAQxmlException内のメッセージを参照してください。








	JMS-209 XML SAX例外 
	
原因: XML SAXレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているAQxmlException内のメッセージを参照してください。








	JMS-210 XML解析例外 
	
原因: XMLパーサー・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているAQxmlException内のメッセージを参照してください。








	JMS-220 接続できなくなりました 
	
原因: データベースに接続できなくなりました


	
処置: コメント: データベース/ネットワーク/マシンにアクセスできないと、このエラーが発生する場合があります。一時的な障害の可能性があります。








	JMS-221 接続プールに使用可能な物理データベース接続がありません 
	
原因: 指定された操作を実行するために、OCI接続プールに使用可能な物理データベース接続がありませんでした。


	
処置: 後で操作を実行してください。












AQ XMLサーブレットのエラー・メッセージ



	JMS-400 宛先名を指定する必要があります 
	
原因: 宛先名にNULLが指定されました。


	
処置: NULL以外の宛先名を指定してください。








	JMS-402 クラスが見つかりません: {0} 
	
原因: 指定されたクラスが見つかりませんでした。


	
処置: CLASSPATHにエラー・メッセージで指定されたクラスが含まれていることを確認してください。








	JMS-403 I/O例外: {0} 
	
原因: I/O例外です。


	
処置: 詳細は、リンクしているAQxmlException内のメッセージを参照してください。








	JMS-404 XML解析例外 
	
原因: XMLパーサー・レイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているAQxmlException内のメッセージを参照してください。








	JMS-405 XML SAX例外 
	
原因: XML SAXレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているAQxmlException内のメッセージを参照してください。








	JMS-406 JMS例外{0} 
	
原因: JMSレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているJMSException内のメッセージを参照してください。








	JMS-407 {0}では操作できません 
	
原因: 指定された操作がこのオブジェクトで許可されていません。


	
処置: 操作を実行するユーザーに必要な権限があることを確認してください。








	JMS-408 変換に失敗しました - 無効なプロパティ型です 
	
原因: 要求された型へのプロパティの変換中にエラーが発生しました。


	
処置: プロパティのデータ型に対応するメソッドで取得してください。








	JMS-409 そのような要素はありません 
	
原因: 指定された名前の要素がマップ・メッセージで見つかりませんでした。


	
処置: 有効な要素名を指定してください。








	JMS-410 XML SQL例外 
	
原因: JDBC SQLレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、リンクしているSQLException内のメッセージを参照してください。








	JMS-411 ペイロードの主要部はNULLにできません 
	
原因: 無効な主要部の文字列またはドキュメントが指定されました。


	
処置: ペイロードにNULL以外の主要部の文字列またはドキュメントを指定してください。








	JMS-412 バイト変換に失敗しました 
	
原因: 無効なユーザー名/パスワードが指定されました。


	
処置: NULL以外のユーザー名およびパスワードを指定してください。








	JMS-413 操作には自動コミットできません 
	
原因: この操作に自動コミット・フラグを設定できません。


	
処置: 自動コミット・フラグを設定しないでください。








	JMS-414 宛先の所有者を指定する必要があります 
	
原因: 宛先の所有者にNULLが指定されました。


	
処置: NULL以外の宛先名を指定してください。








	JMS-415 無効な可視性値です 
	
原因: 指定された可視性値が無効です。


	
処置: 有効な値は、AQxmlConstants.VISIBILITY_ONCOMMIT、AQxmlConstants.VISIBILITY_IMMEDIATEです。








	JMS-416 無効なデキュー・モードです 
	
原因: 無効なデキュー・モードが指定されました。


	
処置: 有効なデキュー・モードは、AQxmlConstants.DEQUEUE_BROWSE、AQxmlConstants.DEQUEUE_REMOVE、AQxmlConstants.DEQUEUE_LOCKED、AQxmlConstants.DEQUEUE_REMOVE_NODATAです。








	JMS-417 無効なナビゲーション・モードです 
	
原因: 無効なナビゲーション・モードが指定されました。


	
処置: 有効なナビゲーション・モードは、次のとおりです。
	
AQxmlConstants.NAVIGATION_FIRST_MESSAGE


	
AQxmlConstants.NAVIGATION_NEXT_MESSAGE


	
AQxmlConstants.NAVIGATION_NEXT_TRANSACTION













	JMS-418 wait_timeの値が無効です 
	
原因: wait型の値が無効です。


	
処置: 待機時間には、AQDequeueOption.WAIT_FOREVER、AQDequeueOption.WAIT_NONE、または0より大きい値を使用できます。








	JMS-419 ConnectionPoolDataSourceが無効です 
	
原因: NULLまたは無効なConnectionPoolDataSourceが指定されました。


	
処置: 正しいURLおよびユーザー/パスワードとともに、有効なOracleConnectionPoolDataSourceオブジェクトを指定してください。








	JMS-420 cache_sizeの値が無効です 
	
原因: 無効なcache_sizeが指定されました。


	
処置: キャッシュ・サイズに0より大きい値を指定する必要があります。








	JMS-421 cache_schemeの値が無効です 
	
原因: 無効なキャッシュ・スキームが指定されました。


	
処置: 有効なキャッシュ・スキームは、次のとおりです。
	
OracleConnectionCacheImpl.DYNAMIC_SCHEME


	
OracleConnectionCacheImpl.FIXED_WAIT_SCHEME













	JMS-422 無効なタグです - {0} 
	
原因: XMLドキュメントで無効なタグが検出されました。


	
処置: XMLドキュメントがAQスキーマに準拠していることを確認してください。








	JMS-423 値が無効です 
	
原因: 無効な値が指定されました。


	
処置: XMLドキュメントに指定された値がAQスキーマに指定された値に準拠していることを確認してください。








	JMS-424 無効なメッセージ・ヘッダーです 
	
原因: 指定されたメッセージ・ヘッダーがNULLまたは無効です。


	
処置: 有効なメッセージ・ヘッダーを指定してください。








	JMS-425 プロパティ名の指定が必要です。 
	
原因: プロパティ名がNULLでした。


	
処置: NULL以外のプロパティ名を指定してください。








	JMS-426 プロパティが存在しません 
	
原因: 無効なプロパティ名が指定されました。プロパティが存在しません。


	
処置: プロパティが存在しません。








	JMS-427 サブスクライバ名を指定する必要があります 
	
原因: サブスクライバ名がNULLでした。


	
処置: NULL以外のサブスクリプション名を指定してください。








	JMS-428 有効なメッセージを指定する必要があります 
	
原因: メッセージがNULLでした。


	
処置: NULL以外のメッセージを指定してください。








	JMS-429 登録オプションを指定する必要があります 
	
原因: 登録オプションがNULLです。


	
処置: NULL以外の登録オプションを指定してください。








	JMS-430 データベース・リンクを指定する必要があります 
	
原因: データベース・リンクがNULLです。


	
処置: NULL以外の登録オプションを指定してください。








	JMS-431 順序番号を指定する必要があります。 
	
原因: 登録オプションがNULLです。


	
処置: NULL以外の登録オプションを指定してください。








	JMS-432 ステータスを指定する必要があります 
	
原因: ステータス・オプションがNULLです。


	
処置: NULL以外の登録オプションを指定してください。








	JMS-433 ユーザーが認証されていません 
	
原因: ユーザーが認証されていません。


	
処置: サーブレットに接続する前にユーザーがWebサーバーで認証されていることを確認してください。








	JMS-434 無効なデータ・ソースです 
	
原因: データ・ソースがNULLまたは無効です。


	
処置: データベースに接続する有効なデータ・ソースを指定してください。








	JMS-435 スキーマの位置が無効です 
	
原因: スキーマの位置がNULLまたは無効です。


	
処置: スキーマの有効なURLを指定してください。








	JMS-436 AQ例外 
	
原因: AQ Javaレイヤーでエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は、AQxmlException内のメッセージとリンクしている例外を参照してください。








	JMS-437 無効な接続先 
	
原因: 無効な宛先オブジェクトが指定されました。


	
処置: 有効な宛先(キュー/トピック)オブジェクトを指定してください。








	JMS-438 AQエージェント{0}は有効なデータベース・ユーザーに対してマップされていません 
	
原因: 指定されたAQエージェントが要求された操作を実行する権限を持つデータベース・ユーザーにマップされていません。


	
処置: dbms_aqadm.enable_db_accessを使用して、必要なキューの権限を持つデータベース・ユーザーにエージェントをマップしてください。








	JMS-439 無効なスキーマ・ドキュメントです 
	
原因: 指定されたスキーマ・ドキュメントが有効ではありません。


	
処置: スキーマ・ドキュメントの有効なURLを指定してください。








	JMS-440 無効な操作: エージェント{0}は複数のデータベース・ユーザーに対してマップします 
	
原因: 同じセッションの複数のデータベース・ユーザーにAQエージェントがマップされました。


	
処置: AQエージェントを1つのデータベース・ユーザーにのみマップしてください。このエージェントにマップされるデータベース・ユーザーのaq$internet_usersビューを確認してください。



















14 Oracle JMSのパブリッシュ・サブスクライブ

この章では、Oracle Streams Advanced Queuing(AQ)のJava Message Service(JMS)操作インタフェースのうち、パブリッシュ・サブスクライブ操作固有のコンポーネントについて説明します。Point-to-Pointおよびパブリッシュ・サブスクライブで共有されるコンポーネントについては、第15章「Oracle JMSの共有インタフェース」を参照してください。

内容は次のとおりです。

	
コネクションの確立: ユーザー名/パスワードの使用


	
コネクションの確立: デフォルトのConnectionFactoryパラメータの使用


	
TopicConnectionの確立: ユーザー名/パスワードの使用


	
TopicConnectionの確立: オープンしているJDBCコネクションの使用


	
TopicConnectionの確立: オープンしているOracleOCIConnectionPoolの使用


	
セッションの作成


	
TopicSessionの作成


	
TopicPublisherの作成


	
メッセージのパブリッシュ: 最小限の指定


	
トピック指定によるメッセージのパブリッシュ


	
メッセージのパブリッシュ: 配信モード、優先順位およびTimeToLiveの指定


	
メッセージのパブリッシュ: 受信者リストの指定


	
JMSトピックに対するDurableSubscriberの作成: セレクタの指定なし


	
JMSトピックに対するDurableSubscriberの作成: セレクタの指定あり


	
Oracleオブジェクト型トピックに対するDurableSubscriberの作成: セレクタの指定なし


	
Oracleオブジェクト型トピックに対するDurableSubscriberの作成: セレクタの指定あり


	
トピック・サブスクライバ作成時の変換の指定


	
リモート・サブスクライバの作成: JMSメッセージ


	
リモート・サブスクライバの作成: Oracleオブジェクト型メッセージ


	
リモート・サブスクライバ作成時の変換の指定


	
永続サブスクリプションのサブスクライブの解除: ローカル・サブスクライバ


	
永続サブスクリプションのサブスクライブの解除: リモート・サブスクライバ


	
TopicReceiverの作成: 標準JMS型メッセージ・トピック


	
TopicReceiverの作成: Oracleオブジェクト型メッセージ・トピック


	
TopicBrowserの作成: 標準JMSメッセージ


	
TopicBrowserの作成: 標準JMSメッセージ、メッセージのロック


	
TopicBrowserの作成: Oracleオブジェクト型メッセージ


	
TopicBrowserの作成: Oracleオブジェクト型メッセージ、メッセージのロック


	
TopicBrowserを使用したメッセージのブラウズ






コネクションの確立: ユーザー名/パスワードの使用


public javax.jms.Connection createConnection(
             java.lang.String username,
             java.lang.String password)
      throws JMSException


このメソッドは、指定されたユーザー名とパスワードを使用して、Point-to-Point操作とパブリッシュ・サブスクライブ操作の両方をサポートするコネクションを作成します。これは新規メソッドで、JMSバージョン1.1仕様をサポートしています。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	username	キュー用にデータベースに接続するユーザー名
	password	サーバーへの接続を作成するためのパスワード










コネクションの確立: デフォルトのConnectionFactoryパラメータの使用


public javax.jms.Connection createConnection()
      throws JMSException


このメソッドは、デフォルトのConnectionFactoryパラメータを使用して、Point-to-Point操作とパブリッシュ・サブスクライブ操作の両方をサポートするコネクションを作成します。これは新規メソッドで、JMSバージョン1.1仕様をサポートしています。ConnectionFactoryプロパティにデフォルトのユーザー名およびパスワードを含めないと、JMSExceptionが発生します。






TopicConnectionの確立: ユーザー名/パスワードの使用


public javax.jms.TopicConnection createTopicConnection(
             java.lang.String username,
             java.lang.String password)
      throws JMSException


このメソッドは、指定されたユーザー名とパスワードを使用してTopicConnectionを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	username	キュー用にデータベースに接続するユーザー名
	password	サーバーへの接続を作成するためのパスワード







例14-1 TopicConnectionの確立: ユーザー名/パスワードの使用


TopicConnectionFactory tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory("sun123", "oratest", 5521, "thin");
/* Create a TopicConnection using a username/password */
TopicConnection tc_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmsuser", "jmsuser");








TopicConnectionの確立: オープンしているJDBCコネクションの使用


public static javax.jms.TopicConnection createTopicConnection(
              java.sql.Connection jdbc_connection)
       throws JMSException


このメソッドは、オープンしているJDBCコネクションを使用してTopicConnectionを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	jdbc_connection	データベースへの有効なオープン・コネクション







例14-2 TopicConnectionの確立: オープンしているJDBCコネクションの使用


Connection db_conn;   /*previously opened JDBC connection */
TopicConnection tc_conn = 
AQjmsTopicConnectionFactory createTopicConnection(db_conn);





例14-3 TopicConnectionの確立: 新規JDBCコネクションの使用


OracleDriver ora = new OracleDriver();
TopicConnection tc_conn = 
AQjmsTopicConnectionFactory.createTopicConnection(ora.defaultConnection());








TopicConnectionの確立: オープンしているOracleOCIConnectionPoolの使用


public static javax.jms.TopicConnection createTopicConnection(
              oracle.jdbc.pool.OracleOCIConnectionPool cpool)
       throws JMSException


このメソッドは、オープンしているOracleOCIConnectionPoolを使用してTopicConnectionを作成します。これは静的であり、次のパラメータを取ります。


	パラメータ	説明
	cpool	データベースに対してオープンなOCIコネクション・プール







例14-4 TopicConnectionの確立: オープンしているOracleOCIConnectionPoolの使用


OracleOCIConnectionPool cpool; /* previously created OracleOCIConnectionPool */
TopicConnection tc_conn = 
AQjmsTopicConnectionFactory.createTopicConnection(cpool);








セッションの作成


public javax.jms.Session createSession(boolean transacted,
                                                 int ack_mode)
                                          throws JMSException


このメソッドは、Point-to-Point操作とパブリッシュ・サブスクライブ操作の両方をサポートするSessionを作成します。これは新規で、JMSバージョン1.1仕様をサポートしています。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	transacted	TRUEに設定すると、セッションはトランザクションになります。
	ack_mode	コンシューマまたはクライアントが受信したメッセージを認識するかどうかを示します。トランザクション処理のセッションの場合は無視されます。有効な値はSession.AUTO_ACKNOWLEDGE、Session.CLIENT_ACKNOWLEDGEおよびSession.DUPS_OK_ACKNOWLEDGEです。










TopicSessionの作成


public javax.jms.TopicSession createTopicSession(boolean transacted,
                                                 int ack_mode)
                                          throws JMSException


このメソッドはTopicSessionを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	transacted	TRUEに設定すると、セッションはトランザクションになります。
	ack_mode	コンシューマまたはクライアントが受信したメッセージを認識するかどうかを示します。トランザクション処理のセッションの場合は無視されます。有効な値はSession.AUTO_ACKNOWLEDGE、Session.CLIENT_ACKNOWLEDGEおよびSession.DUPS_OK_ACKNOWLEDGEです。







例14-5 TopicSessionの作成


TopicConnection tc_conn;
TopicSession t_sess = tc_conn.createTopicSession(true,0);








TopicPublisherの作成


public javax.jms.TopicPublisher createPublisher(javax.jms.Topic topic)
                                         throws JMSException


このメソッドはTopicPublisherを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	パブリッシュ対象のトピック。識別されていないプロデューサの場合は、NULL。










メッセージのパブリッシュ: 最小限の指定


public void publish(javax.jms.Message message)
             throws JMSException


このメソッドは、最小限の指定でメッセージをパブリッシュします。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	message	送信するメッセージ






TopicPublisherでは、メッセージのpriority(1)とtimeToLive(infinite)のデフォルト値を使用します。


例14-6 トピック指定なしのパブリッシュ


/* Publish without specifying topic */
TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicPublisher            publisher1;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME",
          "MYSID", 
           myport, 
          "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
/* create TopicSession */
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
/* get shipped orders topic */
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", 
          "Shipped_Orders_Topic");
publisher1 = jms_sess.createPublisher(shipped_orders);
/* create TextMessage */
TextMessage     jms_sess.createTextMessage();
/* publish without specifying the topic */
publisher1.publish(text_message);





例14-7 相関と遅延の指定によるパブリッシュ


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicPublisher            publisher1;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME",
          "MYSID", 
           myport, 
          "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", 
          "Shipped_Orders_Topic");
publisher1 = jms_sess.createPublisher(shipped_orders);
/* Create TextMessage */
TextMessage     jms_sess.createTextMessage();
/* Set correlation and delay */
/* Set correlation */
jms_sess.setJMSCorrelationID("FOO");
/* Set delay of 30 seconds */
jms_sess.setLongProperty("JMS_OracleDelay", 30);
/* Publish  */
publisher1.publish(text_message);








トピック指定によるメッセージのパブリッシュ


public void publish(javax.jms.Topic topic, javax.jms.Message message)
             throws JMSException


このメソッドは、トピックを指定してメッセージをパブリッシュします。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	パブリッシュするトピック
	message	送信するメッセージ






TopicPublisherがデフォルトのトピックで作成されている場合、publish()コールにtopicパラメータを指定することはできません。トピックが指定されている場合、その値はTopicPublisherのデフォルトのトピックをオーバーライドします。TopicPublisherがデフォルトのトピックを使用しないで作成されている場合、publish()コールごとにトピックを指定する必要があります。


例14-8 トピック指定によるパブリッシュ


/* Publish specifying topic */
TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicPublisher            publisher1;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          'MYHOSTNAME', 'MYSID', myport, 'oci8');
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE); 
/* create TopicPublisher */
publisher1 = jms_sess.createPublisher(null);
/* get topic object */
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          'WS', 'Shipped_Orders_Topic');
/* create text message */
TextMessage     jms_sess.createTextMessage();
/* publish specifying the topic */
publisher1.publish(shipped_orders, text_message);








メッセージのパブリッシュ: 配信モード、優先順位およびTimeToLiveの指定


public void publish(javax.jms.Topic topic,
                    javax.jms.Message message,
                    oracle.jms.AQjmsAgent[] recipient_list,
                    int deliveryMode,
                    int priority,
                    long timeToLive)
             throws JMSException


このメソッドは、配信モード、優先順位およびTimeToLiveを指定してメッセージをパブリッシュします。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	メッセージのパブリッシュ先のトピック(MessageProducerのデフォルト・トピックをオーバーライドします)。
	message	パブリッシュするメッセージ。
	recipient_list	メッセージがパブリッシュされる受信者のリスト。受信者の型はAQjmsAgentです。
	deliveryMode	PERSISTENTまたはNON_PERSISTENT(このリリースでサポートされているのはPERSISTENTのみです)。
	priority	このメッセージの優先順位
	timeToLive	ミリ秒で指定されるメッセージの保存時間(ゼロは無制限)







例14-9 優先順位とTimeToLiveの指定によるパブリッシュ


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicPublisher            publisher1;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", "Shipped_Orders_Topic");
publisher1 = jms_sess.createPublisher(shipped_orders);
/* Create TextMessage */
TextMessage     jms_sess.createTextMessage();
/* Publish  message with priority 1 and time to live 200 seconds */
publisher1.publish(text_message, DeliveryMode.PERSISTENT, 1, 200000);








メッセージのパブリッシュ: 受信者リストの指定


public void publish(javax.jms.Message message,
                    oracle.jms.AQjmsAgent[] recipient_list)
             throws JMSException


このメソッドは、トピック・サブスクライバをオーバーライドする受信者リストを指定して、メッセージをパブリッシュします。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	message	パブリッシュするメッセージ。
	recipient_list	メッセージがパブリッシュされる受信者のリスト。受信者の型はAQjmsAgentです。







例14-10 トピック・サブスクライバをオーバーライドする受信者リストの指定によるパブリッシュ


/* Publish specifying priority and timeToLive */
TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicPublisher            publisher1;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
AQjmsAgent[]              recipList;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", "Shipped_Orders_Topic");
publisher1 = jms_sess.createPublisher(shipped_orders);
/* create TextMessage */
TextMessage     jms_sess.createTextMessage();
/* create two receivers */
recipList = new AQjmsAgent[2];
recipList[0] = new AQjmsAgent(
          "ES", "ES.shipped_orders_topic", AQAgent.DEFAULT_AGENT_PROTOCOL);
recipList[1] = new AQjmsAgent(
          "WS", "WS.shipped_orders_topic", AQAgent.DEFAULT_AGENT_PROTOCOL);
/* publish  message specifying a recipient list */
publisher1.publish(text_message, recipList);








JMSトピックに対するDurableSubscriberの作成: セレクタの指定なし


public javax.jms.TopicSubscriber createDurableSubscriber(
             javax.jms.Topic topic,
             java.lang.String subs_name)
      throws JMSException


このメソッドは、セレクタ指定なしのJMSトピックにDurableSubscriberを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	サブスクライブ先の非一時トピック
	subs_name	このサブスクリプションの識別に使用される名前







トピックへの排他アクセス

CreateDurableSubscriber()およびUnsubscribe()は、どちらもターゲット・トピックに排他的にアクセスする必要があります。これらのコールが適用されるときに同じトピックに対する保留中のJMS send()、publish()またはreceive()操作がある場合、例外ORA-4020が発生します。この問題を解決するには、次の2つの方法があります。

	
設定またはクリーン・アップのフェーズでのcreateDurableSubscriber()およびUnsubscribe()のコールを、トピックに対して保留中の他のJMS操作がない場合に制限します。これによって、必要なリソースが他のJMS操作のコールによって保持されないようにできます。


	
createDurableSubscriber()またはUnsubscribe()をコールする前に、TopicSession.commitをコールします。





例14-11 JMSトピックに対する永続サブスクライバの作成: セレクタの指定なし


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicSubscriber           subscriber1;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
AQjmsAgent[]              recipList;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME",
          "MYSID", 
           myport, 
          "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", 
          "Shipped_Orders_Topic");
/* create a durable subscriber on the shipped_orders topic*/
subscriber1 = jms_sess.createDurableSubscriber(
          shipped_orders, 
         'WesternShipping');








JMSトピックに対するDurableSubscriberの作成: セレクタの指定あり


public javax.jms.TopicSubscriber createDurableSubscriber(
             javax.jms.Topic topic,
             java.lang.String subs_name,
             java.lang.String messageSelector,
             boolean noLocal)
      throws JMSException


このメソッドは、セレクタを指定して、JMSトピックに対する永続サブスクライバを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	サブスクライブ先の非一時トピック
	subs_name	このサブスクリプションの識別に使用される名前
	messageSelector	messageSelector式と一致したプロパティを持つメッセージのみが配信されます。NULL値または空の文字列は、メッセージ・コンシューマに対するmessageSelectorがないことを表します。
	noLocal	TRUEに設定すると、独自のコネクションによってパブリッシュされたメッセージの配信が禁止されます。









	
関連項目:

「トピックへの排他アクセス」







クライアントは、同一の名前および異なるmessageSelectorで永続トピック・サブスクライバを作成することによって、既存の永続サブスクリプションを変更できます。トピックのサブスクリプションを終了するには、unsubscribeコールが必要です。




	
関連項目:

「MessageSelector」








例14-12 JMSトピックに対する永続サブスクライバの作成: セレクタの指定あり


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicSubscriber           subscriber1;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
AQjmsAgent[]              recipList;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", "Shipped_Orders_Topic");
/* create a subscriber */
/* with condition on JMSPriority and user property 'Region' */
subscriber1 = jms_sess.createDurableSubscriber(
          shipped_orders, 'WesternShipping', 
         "JMSPriority > 2 and Region like 'Western%'", false);








Oracleオブジェクト型トピックに対するDurableSubscriberの作成: セレクタの指定なし


public javax.jms.TopicSubscriber createDurableSubscriber(
             javax.jms.Topic topic,
             java.lang.String subs_name,
             java.lang.Object payload_factory)
      throws JMSException


このメソッドは、セレクタを指定せずに、Oracleオブジェクト型のトピックに対する永続サブスクライバを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	サブスクライブ先の非一時トピック
	subs_name	このサブスクリプションの識別に使用される名前
	payload_factory	Oracleのユーザー定義型にマップするJavaクラスのCustomDatumFactoryまたはORADataFactory









	
注意:

CustomDatumは今後のリリースではサポートされなくなります。かわりに、ORADataFactoryペイロード・ファクトリを使用してください。










	
関連項目:

「トピックへの排他アクセス」








例14-13 Oracleオブジェクト型トピックに対する永続サブスクライバの作成: セレクタの指定なし


/* Subscribe to an ADT queue */
TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              t_sess    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicSubscriber           subscriber1;
Topic                     shipped_orders;
int                       my[port = 5521;
AQjmsAgent[]              recipList;
/* the java mapping of the oracle object type created by J Publisher */
ADTMessage                message; 
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", "Shipped_Orders_Topic");
/* create a subscriber, specifying the correct CustomDatumFactory */
subscriber1 = jms_sess.createDurableSubscriber(
          shipped_orders, 'WesternShipping', AQjmsAgent.getFactory());








Oracleオブジェクト型トピックに対するDurableSubscriberの作成: セレクタの指定あり


public javax.jms.TopicSubscriber createDurableSubscriber(
             javax.jms.Topic topic,
             java.lang.String subs_name,
             java.lang.String messageSelector,
             boolean noLocal,
             java.lang.Object payload_factory)
      throws JMSException


このメソッドは、セレクタを指定して、Oracleオブジェクト型のトピックに対する永続サブスクライバを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	サブスクライブ先の非一時トピック
	subs_name	このサブスクリプションの識別に使用される名前
	messageSelector	messageSelector式と一致したプロパティを持つメッセージのみが配信されます。NULL値または空の文字列は、メッセージ・コンシューマに対するmessageSelectorがないことを表します。
	noLocal	TRUEに設定すると、独自のコネクションによってパブリッシュされたメッセージの配信が禁止されます。
	payload_factory	Oracleのユーザー定義型にマップするJavaクラスのCustomDatumFactoryまたはORADataFactory









	
注意:

CustomDatumは今後のリリースではサポートされなくなります。かわりに、ORADataFactoryペイロード・ファクトリを使用してください。










	
関連項目:

「トピックへの排他アクセス」








例14-14 Oracleオブジェクト型トピックに対する永続サブスクライバの作成: セレクタの指定あり


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicSubscriber           subscriber1;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
AQjmsAgent[]              recipList;
/* the java mapping of the oracle object type created by J Publisher */
ADTMessage                message; 
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", "Shipped_Orders_Topic");
/* create a subscriber, specifying correct CustomDatumFactory and selector */
subscriber1 = jms_sess.createDurableSubscriber(
          shipped_orders, "WesternShipping", 
         "priority > 1 and tab.user_data.region like 'WESTERN %'", false, 
          ADTMessage.getFactory());








トピック・サブスクライバ作成時の変換の指定

キュー/トピックにメッセージを送信/パブリッシュするときに変換を適用できます。メッセージを変換してからキュー/トピックに送信します。

変換は、AQjmsQueueSenderおよびAQjmsTopicPublisherのsetTransformationインタフェースを使用して指定できます。


例14-15 変換による宛先へのメッセージの送信

注文入力アプリケーションによって処理された注文情報をWS_bookedorders_topicにパブリッシュする必要があると仮定します。正しいフォーマットでトピックにメッセージを挿入するには、前の項で定義した変換OE2WSを使用します。


public void ship_bookedorders(
   TopicSession jms_session, 
        AQjmsADTMessage adt_message)                             
{
    TopicPublisher  publisher;
    Topic           topic;

    try
    {
      /* get a handle to the WS_bookedorders_topic */
              topic = ((AQjmsSession)jms_session).getTopic("WS", "WS_bookedorders_topic");
      publisher = jms_session.createPublisher(topic);

      /* set the transformation in the publisher */
      ((AQjmsTopicPublisher)publisher).setTransformation("OE2WS");
      publisher.publish(topic, adt_message);
            }
            catch (JMSException ex)
            {
               System.out.println("Exception :" ex);
    }
}




CreateDurableSubscriber()コールを使用してトピック・サブスクライバを作成する場合も、変換を指定できます。取り出されたメッセージを変換してから、サブスクライバに戻します。指定されたサブスクライバがすでにCreateDurableSubscriber()コールに存在する場合、その変換は指定した変換に設定されます。


例14-16 トピック・サブスクライバ作成時の変換の指定

西部地域向け出荷処理アプリケーションは、変換OE2WSとともにOE_bookedorders_topicにサブスクライブします。この変換はメッセージに適用され、Oracleオブジェクト型WS.WS_ordersのメッセージが戻されます。

WSOrder JavaクラスがJPublisherによって生成され、Oracleオブジェクト型WS.WS_orderにマップされると仮定します。


public AQjmsAdtMessage retrieve_bookedorders(TopicSession jms_session)
{
    TopicSubscriber     subscriber;
    Topic               topic;
    AQjmsAdtMessage     msg = null;

    try
    {
      /* get a handle to the OE_bookedorders_topic */
      topic = ((AQjmsSession)jms_session).getTopic("OE", "OE_bookedorders_topic");

      /* create a subscriber with the transformation OE2WS */
      subs = ((AQjmsSession)jms_session).createDurableSubscriber(
         topic, 'WShip', null, false, WSOrder.getFactory(), "OE2WS");
      msg = subscriber.receive(10);
    }
    catch (JMSException ex)
    {
        System.out.println("Exception :" ex);
    }
    return (AQjmsAdtMessage)msg;
}








リモート・サブスクライバの作成: JMSメッセージ


public void createRemoteSubscriber(javax.jms.Topic topic,
                                   oracle.jms.AQjmsAgent remote_subscriber,
                                   java.lang.String messageSelector)
                            throws JMSException


このメソッドは、JMSメッセージ・トピックに対するリモート・サブスクライバを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	サブスクライブ先のトピック。
	remote_subscriber	リモート・サブスクライバを表すAQjmsAgent。
	messageSelector	messageSelector式と一致したプロパティを持つメッセージのみが配信されます。NULL値または空の文字列は、メッセージ・コンシューマに対するmessageSelectorがないことを表します。









	
関連項目:

「MessageSelector」







Oracle Streams Advanced Queuingでは、トピックがリモート・サブスクライバ(同一または異なるデータベース内の他のトピックのサブスクライバ)を持つことができます。リモート・サブスクライバを使用するには、ローカル・トピックとリモート・トピック間の伝播を設定する必要があります。

リモート・サブスクライバは、リモート・トピックの特定のコンシューマまたはリモート・トピックのすべてのサブスクライバにできます。リモート・サブスクライバは、AQjmsAgent構造を使用して定義されます。AQjmsAgentは、名前およびアドレスで構成されます。名前は、リモート・トピックのconsumer_nameを参照します。アドレスはリモート・トピックを参照します。構文は、schema.topic_name[@dblink]です。

リモート・トピックで特定のコンシューマに対してメッセージをパブリッシュするには、リモート・トピックでの受信者のsubscription_nameをAQjmsAgentのnameフィールドに指定し、リモート・トピックをaddressフィールドに指定する必要があります。リモート・トピックのすべてのサブスクライバに対してメッセージをパブリッシュするには、AQjmsAgentのnameフィールドをNULLに設定する必要があります。


例14-17 リモート・サブスクライバの作成: JMS型メッセージ・トピック


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              t_sess    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicSubscriber           subscriber1;
Topic                     shipped_orders;
int                       my[port = 5521;
AQjmsAgent                remoteAgent;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", "Shipped_Orders_Topic");
remoteAgent = new AQjmsAgent("WesternRegion", "WS.shipped_orders_topic", null);
/* create a remote subscriber (selector is null )*/
subscriber1 = ((AQjmsSession)jms_sess).createRemoteSubscriber(
          shipped_orders, remoteAgent, null);








リモート・サブスクライバの作成: Oracleオブジェクト型メッセージ


public void createRemoteSubscriber(javax.jms.Topic topic,
                                   oracle.jms.AQjmsAgent remote_subscriber,
                                   java.lang.String messageSelector,
                                   java.lang.Object payload_factory)
                            throws JMSException


このメソッドは、Oracleオブジェクト型メッセージ・トピックに対するリモート・サブスクライバを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	サブスクライブ先のトピック。
	remote_subscriber	リモート・サブスクライバを表すAQjmsAgent。
	messageSelector	messageSelector式と一致したプロパティを持つメッセージのみが配信されます。NULL値または空の文字列は、メッセージ・コンシューマに対するmessageSelectorがないことを表します。
	payload_factory	Oracleのユーザー定義型にマップするJavaクラスのCustomDatumFactoryまたはORADataFactory









	
注意:

CustomDatumは今後のリリースではサポートされなくなります。かわりに、ORADataFactoryペイロード・ファクトリを使用してください。










	
関連項目:

「MessageSelector」







Oracle Streams Advanced Queuingでは、トピックがリモート・サブスクライバ(同一または異なるデータベース内の他のトピックのサブスクライバ)を持つことができます。リモート・サブスクライバを使用するには、ローカル・トピックとリモート・トピック間の伝播を設定する必要があります。

リモート・サブスクライバは、リモート・トピックの特定のコンシューマまたはリモート・トピックのすべてのサブスクライバにできます。リモート・サブスクライバは、AQjmsAgent構造を使用して定義されます。AQjmsAgentは、名前およびアドレスで構成されます。名前は、リモート・トピックのconsumer_nameを参照します。アドレスはリモート・トピックを参照します。構文は、schema.topic_name[@dblink]です。

リモート・トピックで特定のコンシューマに対してメッセージをパブリッシュするには、リモート・トピックでの受信者のsubscription_nameをAQjmsAgentのnameフィールドに指定し、リモート・トピックをaddressフィールドに指定する必要があります。リモート・トピックのすべてのサブスクライバに対してメッセージをパブリッシュするには、AQjmsAgentのnameフィールドをNULLに設定する必要があります。


例14-18 リモート・サブスクライバの作成: Oracleオブジェクト型メッセージ・トピック


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              t_sess    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicSubscriber           subscriber1;
Topic                     shipped_orders;
int                       my[port = 5521;
AQjmsAgent                remoteAgent;
ADTMessage                message;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
/* create TopicSession */
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
/* get the Shipped order topic */
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", "Shipped_Orders_Topic");
/* create a remote agent */
remoteAgent = new AQjmsAgent("WesternRegion", "WS.shipped_orders_topic", null);
/* create a remote subscriber  with null selector*/
subscriber1 = ((AQjmsSession)jms_sess).createRemoteSubscriber(
          shipped_orders, remoteAgent, null, message.getFactory);







	
注意:

AQは、宛先が同じである複数のdblinkの使用をサポートしていません。この問題を解決するには、各宛先に対し1つのデータベース・リンクを使用します。












リモート・サブスクライバ作成時の変換の指定

Oracle Streams Advanced Queuingによって、リモート・サブスクライバ(他のデータベースにあるサブスクライバ)をトピックにサブスクライブできます。

createRemoteSubscriber()コールを使用してリモート・サブスクライバを作成する場合、変換を指定できます。これによって、異なるフォーマットのトピック間でメッセージを伝播できます。トピックに対してパブリッシュされたメッセージがリモート・サブスクライバの基準を満たしている場合、Oracle Streams Advanced Queuingはリモート・サブスクライバに指定されているリモート・データベースにあるキュー/トピックにメッセージを自動的に伝播します。変換が指定される場合も、Oracle Streams Advanced Queuingはその変換をメッセージに適用してからリモート・データベース上のキュー/トピックに伝播します。


例14-19 リモート・サブスクライバ作成時の変換の指定

メッセージが自動的にWS.WS_bookedorders_topicに伝播されるようにリモート・サブスクライバをOE.OE_bookedorders_topicに作成します。変換OE2WSは、WS_bookedorders_topicに到達したメッセージが正しいフォーマットとなるように、リモート・サブスクライバを作成するときに指定します。

WSOrder JavaクラスがJPublisherによって生成され、Oracleオブジェクト型WS.WS_orderにマップされると仮定します。


public void create_remote_sub(TopicSession jms_session)
{
   AQjmsAgent          subscriber;
   Topic               topic;

   try
   {
     /* get a handle to the OE_bookedorders_topic */
     topic = ((AQjmsSession)jms_session).getTopic("OE", "OE_bookedorders_topic");
     subscriber = new AQjmsAgent("WShip", "WS.WS_bookedorders_topic");

     ((AQjmsSession )jms_session).createRemoteSubscriber(
        topic, subscriber, null, WSOrder.getFactory(),"OE2WS");
   }
   catch (JMSException ex)
   {
     System.out.println("Exception :" ex);
   }
}








永続サブスクリプションのサブスクライブの解除: ローカル・サブスクライバ


public void unsubscribe(javax.jms.Topic topic,
                        java.lang.String subs_name)
                 throws JMSException


このメソッドは、ローカル・サブスクライバについて永続サブスクリプションのサブスクライブを解除します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	サブスクライブ解除先の非一時トピック
	subs_name	このサブスクリプションの識別に使用される名前









	
関連項目:

「トピックへの排他アクセス」








例14-20 永続サブスクリプションのサブスクライブの解除: ローカル・サブスクライバ


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              jms_sess;
TopicSubscriber           subscriber1;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
AQjmsAgent[]              recipList;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", "Shipped_Orders_Topic");
/* unsusbcribe "WesternShipping" from shipped_orders */
jms_sess.unsubscribe(shipped_orders, "WesternShipping");








永続サブスクリプションのサブスクライブの解除: リモート・サブスクライバ


public void unsubscribe(javax.jms.Topic topic,
                        oracle.jms.AQjmsAgent remote_subscriber)
                 throws JMSException


このメソッドは、リモート・サブスクライバについて永続サブスクリプションのサブスクライブを解除します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	サブスクライブ解除先の非一時トピック
	remote_subscriber	リモート・サブスクライバを表すAQjmsAgent。AQjmsAgentのアドレス・フィールドはNULLにできません。









	
関連項目:

「トピックへの排他アクセス」








例14-21 永続サブスクリプションのサブスクライブの解除: リモート・サブスクライバ


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              t_sess    = null;
TopicSession              jms_sess;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
AQjmsAgent                remoteAgent;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "OE", "Shipped_Orders_Topic");
remoteAgent = new AQjmsAgent("WS", "WS.Shipped_Orders_Topic", null);
/* unsubscribe the remote agent from shipped_orders */
((AQjmsSession)jms_sess).unsubscribe(shipped_orders, remoteAgent);








TopicReceiverの作成: 標準JMS型メッセージ・トピック


public oracle.jms.AQjmsTopicReceiver createTopicReceiver(
              javax.jms.Topic topic,
              java.lang.String receiver_name,
              java.lang.String messageSelector)
       throws JMSException


このメソッドは、標準JMS型メッセージ・トピックに対するTopicReceiverを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	アクセスするトピック。
	receiver_name	メッセージ・レシーバの名前。
	messageSelector	messageSelector式と一致したプロパティを持つメッセージのみが配信されます。NULL値または空の文字列は、メッセージ・コンシューマに対するmessageSelectorがないことを表します。









	
関連項目:

「MessageSelector」







Oracle Streams Advanced Queuingでは、特定の受信者にメッセージを送信できます。これらの受信者は、トピックのサブスクライバである場合とそうでない場合があります。受信者がトピックに対するサブスクライバでない場合、明示的にアドレス指定されているメッセージのみを受信します。このメソッドは、永続サブスクライバ以外のコンシューマに対するTopicReceiverオブジェクトの作成に使用する必要があります。


例14-22 TopicReceiverの作成: 標準JMS型メッセージ


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              t_sess    = ull;
TopicSession              jms_sess;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
TopicReceiver             receiver;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "WS", "Shipped_Orders_Topic");
receiver = ((AQjmsSession)jms_sess).createTopicReceiver(
          shipped_orders, "WesternRegion", null); 








TopicReceiverの作成: Oracleオブジェクト型メッセージ・トピック


public oracle.jms.AQjmsTopicReceiver createTopicReceiver(
              javax.jms.Topic topic,
              java.lang.String receiver_name,
              java.lang.String messageSelector,
              java.lang.Object payload_factory)
       throws JMSException


このメソッドは、セレクタで、Oracleオブジェクト型メッセージ・トピックに対するTopicReceiverを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	アクセスするトピック。
	receiver_name	メッセージ・レシーバの名前。
	messageSelector	messageSelector式と一致したプロパティを持つメッセージのみが配信されます。NULL値または空の文字列は、メッセージ・コンシューマに対するmessageSelectorがないことを表します。
	payload_factory	Oracleのユーザー定義型にマップするJavaクラスのCustomDatumFactoryまたはORADataFactory









	
注意:

CustomDatumは今後のリリースではサポートされなくなります。かわりに、ORADataFactoryペイロード・ファクトリを使用してください。










	
関連項目:

「MessageSelector」







Oracle Streams Advanced Queuingでは、トピックのすべてのサブスクライバ、または特定の受信者にメッセージを送信できます。これらの受信者は、トピックのサブスクライバである場合とそうでない場合があります。受信者がトピックに対するサブスクライバでない場合、明示的にアドレス指定されているメッセージのみを受信します。このメソッドは、永続サブスクライバ以外のコンシューマに対するTopicReceiverオブジェクトの作成に使用する必要があります。


例14-23 TopicReceiverの作成: Oracleオブジェクト型メッセージ


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              t_sess    = null;
TopicSession              jms_sess;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
TopicReceiver             receiver;
/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
          "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
          "WS", "Shipped_Orders_Topic");
receiver = ((AQjmsSession)jms_sess).createTopicReceiver(
          shipped_orders, "WesternRegion", null);








TopicBrowserの作成: 標準JMSメッセージ


public oracle.jms.TopicBrowser createBrowser(javax.jms.Topic topic,
                                             java.lang.String cons_name,
                                             java.lang.String messageSelector)
                                      throws JMSException


このメソッドは、TextMessage、StreamMessage、ObjectMessage、BytesMessageまたはMapMessageメッセージ本体を使用するトピックに対するTopicBrowserを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	アクセスするトピック。
	cons_name	永続サブスクライバまたはコンシューマの名前。
	messageSelector	messageSelector式と一致したプロパティを持つメッセージのみが配信されます。NULL値または空の文字列は、メッセージ・コンシューマに対するmessageSelectorがないことを表します。
	payload_factory	Oracleのユーザー定義型にマップするJavaクラスのCustomDatumFactoryまたはORADataFactory









	
関連項目:

「MessageSelector」








例14-24 TopicBrowserの作成: セレクタの指定なし


/* Create a browser without a selector */
TopicSession    jms_session;
TopicBrowser    browser;
Topic           topic;
browser = ((AQjmsSession) jms_session).createBrowser(topic, "SUBS1");





例14-25 TopicBrowserの作成: セレクタの指定あり


/* Create a browser for topics with a specified selector */
TopicSession    jms_session;
TopicBrowser    browser;
Topic           topic;
/* create a Browser to look at messages with correlationID = RUSH  */
browser = ((AQjmsSession) jms_session).createBrowser(
          topic, "SUBS1", "JMSCorrelationID = 'RUSH'");








TopicBrowserの作成: 標準JMSメッセージ、メッセージのロック


public oracle.jms.TopicBrowser createBrowser(javax.jms.Topic topic,
                                             java.lang.String cons_name,
                                             java.lang.String messageSelector,
                                             boolean locked)
                                      throws JMSException


このメソッドは、Text、Stream、Objects、Bytesまたはマップ・メッセージを使用するトピックに対して、ブラウズ中にメッセージをロックするTopicBrowserを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	アクセスするトピック。
	cons_name	永続サブスクライバまたはコンシューマの名前。
	messageSelector	messageSelector式と一致したプロパティを持つメッセージのみが配信されます。NULL値または空の文字列は、メッセージ・コンシューマに対するmessageSelectorがないことを表します。
	locked	TRUEに設定すると、ブラウズ中のメッセージはロックされます(UPDATEのSELECTと同様)。







例14-26 TopicBrowserの作成: セレクタの指定なし、ブラウズ中にメッセージをロック


/* Create a browser without a selector */
TopicSession    jms_session;
TopicBrowser    browser;
Topic           topic;
browser = ((AQjmsSession) jms_session).createBrowser(
          topic, "SUBS1", true);





例14-27 TopicBrowserの作成: セレクタの指定あり、メッセージをロック


/* Create a browser for topics with a specified selector */
TopicSession    jms_session;
TopicBrowser    browser;
Topic           topic;
/* create a Browser to look at messages with correlationID = RUSH in
lock mode */
browser = ((AQjmsSession) jms_session).createBrowser(
          topic, "SUBS1", "JMSCorrelationID = 'RUSH'", true);








TopicBrowserの作成: Oracleオブジェクト型メッセージ


public oracle.jms.TopicBrowser createBrowser(javax.jms.Topic topic,
                                             java.lang.String cons_name,
                                             java.lang.String messageSelector,
                                             java.lang.Object payload_factory)
                                      throws JMSException


このメソッドは、Oracleオブジェクト型メッセージ・トピックに対するTopicBrowserを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	アクセスするトピック。
	cons_name	永続サブスクライバまたはコンシューマの名前。
	messageSelector	messageSelector式と一致したプロパティを持つメッセージのみが配信されます。NULL値または空の文字列は、メッセージ・コンシューマに対するmessageSelectorがないことを表します。
	payload_factory	Oracleのユーザー定義型にマップするJavaクラスのCustomDatumFactoryまたはORADataFactory









	
注意:

CustomDatumは今後のリリースではサポートされなくなります。かわりに、ORADataFactoryペイロード・ファクトリを使用してください。










	
関連項目:

「MessageSelector」







SQLオブジェクト型ペイロードにマップされる特定のJavaクラスに対するCustomDatumFactoryは、静的メソッドgetFactoryを使用して取得できます。トピックtest_topicは、SCOTT.EMPLOYEE型のペイロードを持ち、このOracleオブジェクト型に対してJPublisherによって生成されるJavaクラスがEmployeeであると仮定します。Employeeクラスは、CustomDatumインタフェースを実装します。このクラスに対するCustomDatumFactoryは、Employee.getFactory()メソッドを使用して取得できます。


例14-28 TopicBrowserの作成: AdtMessageメッセージ


/* Create a browser for a Topic with AdtMessage messages of type EMPLOYEE*/
TopicSession jms_session
TopicBrowser browser;
Topic        test_topic;
browser = ((AQjmsSession) jms_session).createBrowser(
          test_topic, "SUBS1", Employee.getFactory());








TopicBrowserの作成: Oracleオブジェクト型メッセージ、メッセージのロック


public oracle.jms.TopicBrowser createBrowser(javax.jms.Topic topic,
                                             java.lang.String cons_name,
                                             java.lang.String messageSelector,
                                             java.lang.Object payload_factory,
                                             boolean locked)
                                      throws JMSException


このメソッドは、Oracleオブジェクト型メッセージ・トピックに対して、ブラウズ中にメッセージをロックするTopicBrowserを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	topic	アクセスするトピック。
	cons_name	永続サブスクライバまたはコンシューマの名前。
	messageSelector	messageSelector式と一致したプロパティを持つメッセージのみが配信されます。NULL値または空の文字列は、メッセージ・コンシューマに対するmessageSelectorがないことを表します。
	payload_factory	Oracleのユーザー定義型にマップするJavaクラスのCustomDatumFactoryまたはORADataFactory
	locked	TRUEに設定すると、ブラウズ中のメッセージはロックされます(UPDATEのSELECTと同様)。









	
注意:

CustomDatumは今後のリリースではサポートされなくなります。かわりに、ORADataFactoryペイロード・ファクトリを使用してください。










	
関連項目:

「MessageSelector」








例14-29 TopicBrowserの作成: AdtMessageメッセージ、メッセージのロック


/* Create a browser for a Topic with AdtMessage messages of type EMPLOYEE* in
lock mode/
TopicSession jms_session
TopicBrowser browser;
Topic        test_topic;
browser = ((AQjmsSession) jms_session).createBrowser(
          test_topic, "SUBS1", Employee.getFactory(), true);








TopicBrowserを使用したメッセージのブラウズ


public void purgeSeen()
               throws JMSException


このメソッドは、TopicBrowserを使用してメッセージをブラウズします。java.util.Enumeration内のメソッドを使用して、メッセージのリストを参照してください。現行のブラウズ中に参照したメッセージを削除するには、TopicBrowser内のpurgeSeenメソッドを使用してください。


例14-30 TopicBrowserの作成: セレクタの指定あり


/* Create a browser for topics with a specified selector */
public void browse_rush_orders(TopicSession jms_session)
TopicBrowser    browser;
Topic           topic;
ObjectMessage   obj_message
BolOrder        new_order;
Enumeration     messages;
/* get a handle to the new_orders topic */
topic = ((AQjmsSession) jms_session).getTopic("OE", "OE_bookedorders_topic");
/* create a Browser to look at RUSH orders */
browser = ((AQjmsSession) jms_session).createBrowser(
          topic, "SUBS1", "JMSCorrelationID = 'RUSH'");
/* Browse through the messages */
for (messages = browser.elements() ; message.hasMoreElements() ;)
{obj_message = (ObjectMessage)message.nextElement();}
/* Purge messages seen during this browse */
browser.purgeSeen() 
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12 Oracle JMSの基本操作

この章では、Oracle Streams Advanced Queuing(AQ)に対するJava Message Service(JMS)管理インタフェースの基本操作を説明します。

内容は次のとおりです。

	
DBMS_AQINに対するEXECUTE権限


	
ConnectionFactoryの登録


	
キュー/トピックConnectionFactoryの登録解除


	
QueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryの取得


	
LDAP内のキューまたはトピックの取得


	
キュー表の作成


	
キュー表の取得


	
キューの作成


	
権限の付与および取消し


	
宛先の管理


	
伝播スケジュール






DBMS_AQINに対するEXECUTE権限

ユーザーがDBMS_AQINパッケージ内のメソッドを直接コールすることはありませんが、DBMS_AQINに対するEXECUTE権限が必要です。次の構文を使用して実行します。


GRANT EXECUTE ON DBMS_AQIN to user; 






ConnectionFactoryの登録

ConnectionFactoryは、次の4つの方法で登録できます。

	
データベースを介した登録: JDBCコネクション・パラメータの使用


	
データベースを介した登録: JDBC URLの使用


	
LDAPを介した登録: JDBCコネクション・パラメータの使用


	
LDAPを介した登録: JDBC URLの使用






データベースを介した登録: JDBCコネクション・パラメータの使用


public static int registerConnectionFactory(java.sql.Connection connection,
                                            java.lang.String conn_name,
                                            java.lang.String hostname,
                                            java.lang.String oracle_sid,
                                            int portno,
                                            java.lang.String driver,
                                            java.lang.String type)
                                     throws JMSException


このメソッドは、JDBCコネクション・パラメータを使用し、データベースを介してQueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryをLightweight Directory Access Protocol(LDAP)サーバーに登録します。このメソッドは静的であり、次のパラメータを取ります。


	パラメータ	説明
	connection	登録に使用されるJDBCコネクション
	conn_name	登録されるコネクションの名前
	hostname	Oracle Streams Advanced Queuingを実行するホストの名前
	oracle_sid	Oracleシステム識別子
	portno	ポート番号
	driver	JDBCドライバの型
	type	コネクション・ファクトリのタイプ(QUEUEまたはTOPIC)






registerConnectionFactoryに渡されるデータベース接続には、AQ_ADMINISTRATOR_ROLEを付与する必要があります。登録後は、Java Naming and Directory Interface(JNDI)を使用してコネクション・ファクトリを検索できます。


例12-1 データベースを介した登録: JDBCコネクション・パラメータの使用


String               url;
java.sql.connection  db_conn;

url = "jdbc:oracle:thin:@sun-123:1521:db1";
db_conn = DriverManager.getConnection(url, "scott", "tiger");
AQjmsFactory.registerConnectionFactory(
   db_conn, "queue_conn1", "sun-123", "db1", 1521, "thin", "queue");








データベースを介した登録: JDBC URLの使用


public static int registerConnectionFactory(java.sql.Connection connection,
                                            java.lang.String conn_name,
                                            java.lang.String jdbc_url,
                                            java.util.Properties info,
                                            java.lang.String type)
                                     throws JMSException


このメソッドは、JDBC URLを使用し、データベースを介してQueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryをLDAPに登録します。これは静的であり、次のパラメータを取ります。


	パラメータ	説明
	connection	登録に使用されるJDBCコネクション
	conn_name	登録されるコネクションの名前
	jdbc_url	接続先のURL
	info	プロパティの情報
	portno	ポート番号
	type	コネクション・ファクトリのタイプ(QUEUEまたはTOPIC)






registerConnectionFactoryに渡されるデータベース接続には、AQ_ADMINISTRATOR_ROLEを付与する必要があります。登録後、JNDIを使用してコネクション・ファクトリを検索できます。


例12-2 データベースを介した登録: JDBC URLの使用


String                        url;
java.sql.connection           db_conn;

url = "jdbc:oracle:thin:@sun-123:1521:db1";
db_conn = DriverManager.getConnection(url, "scott", "tiger");
AQjmsFactory.registerConnectionFactory(
   db_conn, "topic_conn1", url, null, "topic");








LDAPを介した登録: JDBCコネクション・パラメータの使用 


public static int registerConnectionFactory(java.util.Hashtable env,
                                            java.lang.String conn_name,
                                            java.lang.String hostname,
                                            java.lang.String oracle_sid,
                                            int portno,
                                            java.lang.String driver,
                                            java.lang.String type)
                                     throws JMSException


このメソッドは、JDBCコネクション・パラメータを使用し、LDAPを介してQueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryをLDAPに登録します。これは静的であり、次のパラメータを取ります。


	パラメータ	説明
	env	LDAPコネクションの環境
	conn_name	登録されるコネクションの名前
	hostname	Oracle Streams Advanced Queuingを実行するホストの名前
	oracle_sid	Oracleシステム識別子
	portno	ポート番号
	driver	JDBCドライバの型
	type	コネクション・ファクトリのタイプ(QUEUEまたはTOPIC)






registerConnectionFactory()に渡されるハッシュ表に、LDAPサーバーと使用可能なコネクションを確立するための情報が含まれている必要があります。さらに、このコネクションには、LDAPサーバー内のコネクション・ファクトリのエントリに対する書込み権限が必要です(LDAPユーザーがデータベースそのものであるか、またはLDAPユーザーにGLOBAL_AQ_USER_ROLEが付与されている必要があります)。登録後、JNDIを使用してコネクション・ファクトリを検索します。


例12-3 LDAPを介した登録: JDBCコネクション・パラメータの使用


Hashtable            env = new Hashtable(5, 0.75f);
/* the following statements set in hashtable env:
   * service provider package
   * the URL of the ldap server
   * the distinguished name of the database server
   * the authentication method (simple)
   * the LDAP username
   * the LDAP user password
*/
env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY, "com.sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory");
env.put(Context.PROVIDER_URL, "ldap://sun-456:389");
env.put("searchbase", "cn=db1,cn=Oraclecontext,cn=acme,cn=com");
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, "simple");
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "cn=db1aqadmin,cn=acme,cn=com");
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "welcome");

AQjmsFactory.registerConnectionFactory(env, 
                                       "queue_conn1", 
                                       "sun-123",
                                       "db1", 
                                       1521, 
                                       "thin", 
                                       "queue");








LDAPを介した登録: JDBC URLの使用


public static int registerConnectionFactory(java.util.Hashtable env,
                                            java.lang.String conn_name,
                                            java.lang.String jdbc_url,
                                            java.util.Properties info,
                                            java.lang.String type)
                                     throws JMSException


このメソッドは、JDBCコネクション・パラメータを使用し、LDAPを介してQueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryをLDAPに登録します。これは静的であり、次のパラメータを取ります。


	パラメータ	説明
	env	LDAPコネクションの環境
	conn_name	登録されるコネクションの名前
	jdbc_url	接続先のURL
	info	プロパティの情報
	type	コネクション・ファクトリのタイプ(QUEUEまたはTOPIC)






registerConnectionFactory()に渡されるハッシュ表に、LDAPサーバーと使用可能なコネクションを確立するための情報が含まれている必要があります。さらに、このコネクションには、LDAPサーバー内のコネクション・ファクトリのエントリに対する書込み権限が必要です(LDAPユーザーがデータベースそのものであるか、またはLDAPユーザーにGLOBAL_AQ_USER_ROLEが付与されている必要があります)。登録後、JNDIを使用してコネクション・ファクトリを検索します。


例12-4 LDAPを介した登録: JDBC URLの使用


String               url;
Hashtable            env = new Hashtable(5, 0.75f);

/* the following statements set in hashtable env:
   * service provider package
   * the URL of the ldap server
   * the distinguished name of the database server
   * the authentication method (simple)
   * the LDAP username
   * the LDAP user password
*/
env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY, "com.sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory");
env.put(Context.PROVIDER_URL, "ldap://sun-456:389");
env.put("searchbase", "cn=db1,cn=Oraclecontext,cn=acme,cn=com");
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, "simple");
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "cn=db1aqadmin,cn=acme,cn=com");
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "welcome");
url = "jdbc:oracle:thin:@sun-123:1521:db1";
AQjmsFactory.registerConnectionFactory(env, "topic_conn1", url, null, "topic");










キュー/トピックConnectionFactoryの登録解除

LDAPのキュー/トピックConnectionFactoryを登録解除するには、2つの方法があります。

	
データベースを介した登録解除


	
LDAPを介した登録解除






データベースを介した登録解除


public static int unregisterConnectionFactory(java.sql.Connection connection,
                                              java.lang.String conn_name)
                                       throws JMSException


このメソッドは、LDAP内のQueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryの登録を解除します。これは静的であり、次のパラメータを取ります。


	パラメータ	説明
	connection	登録に使用されるJDBCコネクション
	conn_name	登録されるコネクションの名前






registerConnectionFactory()に渡されるデータベース接続には、AQ_ADMINISTRATOR_ROLEを付与する必要があります。


例12-5 データベースを介した登録解除


String               url;
java.sql.connection  db_conn;

url = "jdbc:oracle:thin:@sun-123:1521:db1";
db_conn = DriverManager.getConnection(url, "scott", "tiger");
AQjmsFactory.unregisterConnectionFactory(db_conn, "topic_conn1");








LDAPを介した登録解除


public static int unregisterConnectionFactory(java.util.Hashtable env,
                                              java.lang.String conn_name)
                                       throws JMSException


このメソッドは、LDAP内のQueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryの登録を解除します。これは静的であり、次のパラメータを取ります。


	パラメータ	説明
	env	LDAPコネクションの環境
	conn_name	登録されるコネクションの名前






unregisterConnectionFactory()に渡されるハッシュ表に、LDAPサーバーと使用可能なコネクションを確立するための情報が含まれている必要があります。さらに、このコネクションには、LDAPサーバー内のコネクション・ファクトリのエントリに対する書込み権限が必要です(LDAPユーザーがデータベースそのものであるか、またはLDAPユーザーにGLOBAL_AQ_USER_ROLEが付与されている必要があります)。


例12-6 LDAPを介した登録解除


Hashtable            env = new Hashtable(5, 0.75f);

/* the following statements set in hashtable env:
   * service provider package
   * the distinguished name of the database server
   * the authentication method (simple)
   * the LDAP username
   * the LDAP user password
*/
env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY, "com.sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory");
env.put(Context.PROVIDER_URL, "ldap://sun-456:389");
env.put("searchbase", "cn=db1,cn=Oraclecontext,cn=acme,cn=com");
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, "simple");
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "cn=db1aqadmin,cn=acme,cn=com");
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "welcome");
url = "jdbc:oracle:thin:@sun-123:1521:db1";
AQjmsFactory.unregisterConnectionFactory(env, "queue_conn1");










QueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryの取得

この項の内容は次のとおりです。

	
QueueConnectionFactoryの取得: JDBC URLの使用


	
QueueConnectionFactoryの取得: JDBCコネクション・パラメータの使用


	
TopicConnectionFactoryの取得: JDBC URLの使用


	
TopicConnectionFactoryの取得: JDBCコネクション・パラメータの使用


	
LDAP内のQueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryの取得






QueueConnectionFactoryの取得: JDBC URLの使用


public static javax.jms.QueueConnectionFactory getQueueConnectionFactory(
              java.lang.String jdbc_url,
              java.util.Properties info)
       throws JMSException


このメソッドは、JDBC URLを使用してQueueConnectionFactoryを取得します。これは静的であり、次のパラメータを取ります。


	パラメータ	説明
	jdbc_url	接続先のURL
	info	プロパティの情報







例12-7 QueueConnectionFactoryの取得: JDBC URLの使用


 String      url          = "jdbc:oracle:oci10:internal/oracle"
 Properties  info         = new Properties();
 QueueConnectionFactory   qc_fact;

 info.put("internal_logon", "sysdba");
 qc_fact = AQjmsFactory.getQueueConnectionFactory(url, info);








QueueConnectionFactoryの取得: JDBCコネクション・パラメータの使用


public static javax.jms.QueueConnectionFactory getQueueConnectionFactory(
              java.lang.String hostname,
              java.lang.String oracle_sid,
              int portno,
              java.lang.String driver)
       throws JMSException


このメソッドは、JDBC接続パラメータを使用してQueueConnectionFactoryを取得します。これは静的であり、次のパラメータを取ります。


	パラメータ	説明
	hostname	Oracle Streams Advanced Queuingを実行するホストの名前
	oracle_sid	Oracleシステム識別子
	portno	ポート番号
	driver	JDBCドライバの型







例12-8 QueueConnectionFactoryの取得: JDBCコネクション・パラメータの使用


 String      host         = "dlsun";
 String      ora_sid      = "rdbms10i"
 String      driver       = "thin";
 int         port         = 5521;
 QueueConnectionFactory   qc_fact;

 qc_fact = AQjmsFactory.getQueueConnectionFactory(host, ora_sid, port, driver);







TopicConnectionFactoryの取得: JDBC URLの使用


public static javax.jms.QueueConnectionFactory getQueueConnectionFactory(
              java.lang.String jdbc_url,
              java.util.Properties info)
       throws JMSException


このメソッドは、JDBC URLを使用してTopicConnectionFactoryを取得します。これは静的であり、次のパラメータを取ります。


	パラメータ	説明
	jdbc_url	接続先のURL
	info	プロパティの情報







例12-9 TopicConnectionFactoryの取得: JDBC URLの使用


 String      url          = "jdbc:oracle:oci10:internal/oracle"
 Properties  info         = new Properties();
 TopicConnectionFactory   tc_fact;

 info.put("internal_logon", "sysdba");
 tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(url, info);








TopicConnectionFactoryの取得: JDBCコネクション・パラメータの使用


public static javax.jms.TopicConnectionFactory getTopicConnectionFactory(
              java.lang.String hostname,
              java.lang.String oracle_sid,
              int portno,
              java.lang.String driver)
       throws JMSException


このメソッドは、JDBC接続パラメータを使用してTopicConnectionFactoryを取得します。これは静的であり、次のパラメータを取ります。


	パラメータ	説明
	hostname	Oracle Streams Advanced Queuingを実行するホストの名前
	oracle_sid	Oracleシステム識別子
	portno	ポート番号
	driver	JDBCドライバの型







例12-10 TopicConnectionFactoryの取得: JDBCコネクション・パラメータの使用


String      host         = "dlsun";
String      ora_sid      = "rdbms10i"
String      driver       = "thin";
int         port         = 5521;
TopicConnectionFactory   tc_fact;

tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(host, ora_sid, port, driver);








LDAP内のQueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryの取得

このメソッドは、LDAPからQueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryを取得します。


例12-11 LDAP内のQueueConnectionFactoryまたはTopicConnectionFactoryの取得


Hashtable              env = new Hashtable(5, 0.75f);
DirContext             ctx;
queueConnectionFactory qc_fact;

/* the following statements set in hashtable env:
   * service provider package
   * the URL of the ldap server
   * the distinguished name of the database server
   * the authentication method (simple)
   * the LDAP username
   * the LDAP user password
*/
env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY, "com.sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory");
env.put(Context.PROVIDER_URL, "ldap://sun-456:389");
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, "simple");
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "cn=db1aquser1,cn=acme,cn=com");
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "welcome");

ctx = new InitialDirContext(env);
ctx = (DirContext)ctx.lookup("cn=OracleDBConnections,cn=db1,cn=Oraclecontext,cn=acme,cn=com");
qc_fact = (queueConnectionFactory)ctx.lookup("cn=queue_conn1");










LDAP内のキューまたはトピックの取得

このメソッドは、LDAPからキューまたはトピックを取得します。


例12-12 LDAP内のキューまたはトピックの取得


Hashtable              env = new Hashtable(5, 0.75f);
DirContext             ctx;
topic                  topic_1;

/* the following statements set in hashtable env:
   * service provider package
   * the URL of the ldap server
   * the distinguished name of the database server
   * the authentication method (simple)
   * the LDAP username
   * the LDAP user password
*/
env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY, "com.sun.jndi.ldap.LdapCtxFactory");
env.put(Context.PROVIDER_URL, "ldap://sun-456:389");
env.put(Context.SECURITY_AUTHENTICATION, "simple");
env.put(Context.SECURITY_PRINCIPAL, "cn=db1aquser1,cn=acme,cn=com");
env.put(Context.SECURITY_CREDENTIALS, "welcome");

ctx = new InitialDirContext(env);
ctx = (DirContext)ctx.lookup("cn=OracleDBQueues,cn=db1,cn=Oraclecontext,cn=acme,cn=com");
topic_1 = (topic)ctx.lookup("cn=topic_1");








キュー表の作成


public oracle.AQ.AQQueueTable createQueueTable(
                 java.lang.String owner,
                 java.lang.String name,
                 oracle.AQ.AQQueueTableProperty property)
          throws JMSException


このメソッドはキュー表を作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	owner	キュー表の所有者(スキーマ)
	name	キュー表名
	property	キュー表のプロパティ






キューを保持するためにキュー表を使用する場合、キュー表はマルチコンシューマに対して使用可能にすることはできません(デフォルト)。トピックを保持するためにキュー表を使用する場合、キュー表はマルチコンシューマに対して使用可能にする必要があります。

CLOB、BLOBおよびBFILEの各オブジェクトは、Oracle Streams Advanced Queuingオブジェクト型ロードに対して有効な属性です。ただし、Oracle8i以降は、CLOBおよびBLOBのみがOracle Streams Advanced Queuingを使用して伝播できます。


例12-13 キュー表の作成


QueueSession              q_sess    = null;
AQQueueTable              q_table   = null;
AQQueueTableProperty      qt_prop   = null;

qt_prop = new AQQueueTableProperty("SYS.AQ$_JMS_BYTES_MESSAGE");
q_table = ((AQjmsSession)q_sess).createQueueTable(
    "boluser", "bol_ship_queue_table", qt_prop);








キュー表の取得


public oracle.AQ.AQQueueTable getQueueTable(java.lang.String owner,
                                            java.lang.String name)
                                     throws JMSException


このメソッドは、キュー表を取得します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	owner	キュー表の所有者(スキーマ)
	name	キュー表名






コネクションをオープンしたコール側がキュー表の所有者ではない場合、コール側にはキュー表内のキュー/トピックに対するOracle Streams Advanced Queuingエンキュー/デキュー権限が必要です。この権限がない場合、キュー表は取得できません。


例12-14 キュー表の取得


QueueSession              q_sess;
AQQueueTable              q_table;

q_table = ((AQjmsSession)q_sess).getQueueTable(
   "boluser", "bol_ship_queue_table");








キューの作成

この項の内容は次のとおりです。

	
Point-to-Pointキューの作成


	
パブリッシュ・サブスクライブ・トピックの作成






Point-to-Pointキューの作成


public javax.jms.Queue createQueue(
             oracle.AQ.AQQueueTable q_table,
             java.lang.String queue_name,
             oracle.jms.AQjmsDestinationProperty dest_property)
      throws JMSException


このメソッドは、指定したキュー表にキューを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	q_table	キューが作成されるキュー表。キュー表はシングル・コンシューマ・キュー表である必要があります。
	queue_name	作成されるキューの名前。
	dest_property	キューのプロパティ。






このメソッドは、OJMSに固有です。このメソッドでは標準のJava javax.jms.Sessionオブジェクトは使用できません。かわりに、標準の型をOJMS具象クラスoracle.jms.AQjmsSessionにキャストする必要があります。


例12-15 Point-to-Pointキューの作成


QueueSession             q_sess;
AQQueueTable             q_table;
AqjmsDestinationProperty dest_prop;
Queue                    queue;

queue = ((AQjmsSession)q_sess).createQueue(q_table, "jms_q1", dest_prop);








パブリッシュ・サブスクライブ・トピックの作成


public javax.jms.Topic createTopic(
             oracle.AQ.AQQueueTable q_table,
             java.lang.String topic_name,
             oracle.jms.AQjmsDestinationProperty dest_property)
      throws JMSException


このメソッドは、パブリッシュ・サブスクライブ・モデルにトピックを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	q_table	キューが作成されるキュー表。キュー表はマルチ・コンシューマ・キュー表である必要があります。
	queue_name	作成されるキューの名前。
	dest_property	キューのプロパティ。






このメソッドは、OJMSに固有です。このメソッドでは標準のJava javax.jms.Sessionオブジェクトは使用できません。かわりに、標準の型をOJMS具象クラスoracle.jms.AQjmsSessionにキャストする必要があります。


例12-16 パブリッシュ・サブスクライブ・トピックの作成


TopicSession             t_sess;
AQQueueTable             q_table;
AqjmsDestinationProperty dest_prop;
Topic                    topic;

topic = ((AQjmsSessa)t_sess).createTopic(q_table, "jms_t1", dest_prop);




例12-17では、在庫不足のために受注を満たせない場合は、注文を処理しているトランザクションが終了されます。bookedordersトピックは、max_retries = 4、retry_delay = 12時間で設定されています。したがって、注文が2日で満たされない場合は、例外キューに移動されます。


例12-17 メッセージの最大試行回数と最大遅延の指定


public BolOrder process_booked_order(TopicSession jms_session)
  {
    Topic            topic;
    TopicSubscriber  tsubs;
    ObjectMessage    obj_message;
    BolCustomer      customer;
    BolOrder         booked_order = null;
    String           country;
    int              i = 0;

    try
    {
      /* get a handle to the OE_bookedorders_topic */
      topic = ((AQjmsSession)jms_session).getTopic("WS",
                                                   "WS_bookedorders_topic");

      /* Create local subscriber - to track messages for Western Region  */
      tsubs = jms_session.createDurableSubscriber(topic, "SUBS1",
                                       "Region = 'Western' ",
                                                   false);

       /* wait for a message to show up in the topic */
       obj_message = (ObjectMessage)tsubs.receive(10);

       booked_order = (BolOrder)obj_message.getObject();

       customer = booked_order.getCustomer();
       country    = customer.getCountry();

       if (country == "US")
       {
          jms_session.commit();
       }
       else
       {
          jms_session.rollback();
          booked_order = null;
       }
    }catch (JMSException ex)
    { System.out.println("Exception " + ex) ;}

     return booked_order;
   }










権限の付与および取消し

この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle Streams Advanced Queuingシステム権限の付与


	
Oracle Streams Advanced Queuingシステム権限の取消し


	
パブリッシュ・サブスクライブ・トピック権限の付与


	
パブリッシュ・サブスクライブ・トピック権限の取消し


	
Point-to-Pointキュー権限の付与


	
Point-to-Pointキュー権限の取消し






Oracle Streams Advanced Queuingシステム権限の付与


public void grantSystemPrivilege(java.lang.String privilege,
                                 java.lang.String grantee,
                                 boolean admin_option)
                          throws JMSException


このメソッドは、ユーザーまたはロールにOracle Streams Advanced Queuingシステム権限を付与します。


	パラメータ	説明
	privilege	ENQUEUE_ANY、DEQUEUE_ANYまたはMANAGE_ANY
	grantee	権限受領者(ユーザー、ロールまたはPUBLIC)
	admin_option	TRUEに設定すると、権限受領者はこのプロシージャを使用して他のユーザーまたはロールにシステム権限を付与できます。






最初は、SYSおよびSYSTEMのみがこのプロシージャを正常に使用できます。ENQUEUE_ANY権限を付与されたユーザーは、データベース内の任意のキューにメッセージをエンキューできます。DEQUEUE_ANY権限を付与されたユーザーは、データベース内の任意のキューからメッセージをデキューできます。MANAGE_ANY権限を付与されたユーザーは、データベースのすべてのスキーマに対してDBMS_AQADMコールを実行できます。


例12-18 Oracle Streams Advanced Queuingシステム権限の付与


TopicSession             t_sess;

((AQjmsSession)t_sess).grantSystemPrivilege("ENQUEUE_ANY", "scott", false);








Oracle Streams Advanced Queuingシステム権限の取消し


public void revokeSystemPrivilege(java.lang.String privilege,
                                  java.lang.String grantee)
                           throws JMSException


このメソッドは、ユーザーまたはロールからOracle Streams Advanced Queuingシステム権限を取り消します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	privilege	ENQUEUE_ANY、DEQUEUE_ANYまたはMANAGE_ANY
	grantee	権限受領者(ユーザー、ロールまたはPUBLIC)






ENQUEUE_ANY権限を付与されたユーザーは、データベース内の任意のキューにメッセージをエンキューできます。DEQUEUE_ANY権限を付与されたユーザーは、データベース内の任意のキューからメッセージをデキューできます。MANAGE_ANY権限を付与されたユーザーは、データベースのすべてのスキーマに対してDBMS_AQADMコールを実行できます。


例12-19 Oracle Streams Advanced Queuingシステム権限の取消し


TopicSession             t_sess;

((AQjmsSession)t_sess).revokeSystemPrivilege("ENQUEUE_ANY", "scott");








パブリッシュ・サブスクライブ・トピック権限の付与


public void grantTopicPrivilege(javax.jms.Session session,
                                java.lang.String privilege,
                                java.lang.String grantee,
                                boolean grant_option)
                         throws JMSException


このメソッドは、パブリッシュ・サブスクライブ・モデルでトピック権限を付与します。初期設定では、キュー表の所有者のみがこのプロシージャを使用してそのトピックの権限を付与できます。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション

	privilege	ENQUEUE、DEQUEUEまたはALL(ALLは両方を意味します。)
	grantee	権限受領者(ユーザー、ロールまたはPUBLIC)
	grant_option	TRUEに設定すると、権限受領者はこのプロシージャを使用して他のユーザーまたはロールにシステム権限を付与できます。







例12-20 パブリッシュ・サブスクライブ・トピック権限の付与


TopicSession             t_sess;
Topic                    topic;

((AQjmsDestination)topic).grantTopicPrivilege(
   t_sess, "ENQUEUE", "scott", false);








パブリッシュ・サブスクライブ・トピック権限の取消し


public void revokeTopicPrivilege(javax.jms.Session session,
                                 java.lang.String privilege,
                                 java.lang.String grantee)
                          throws JMSException


このメソッドは、パブリッシュ・サブスクライブ・モデルでトピック権限を取り消します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション
	privilege	ENQUEUE、DEQUEUEまたはALL(ALLは両方を意味します。)
	grantee	権限が取り消される権限受領者(ユーザー、ロールまたはPUBLIC)







例12-21 パブリッシュ・サブスクライブ・トピック権限の取消し


TopicSession             t_sess;
Topic                    topic;

((AQjmsDestination)topic).revokeTopicPrivilege(t_sess, "ENQUEUE", "scott");








Point-to-Pointキュー権限の付与


public void grantQueuePrivilege(javax.jms.Session session,
                                java.lang.String privilege,
                                java.lang.String grantee,
                                boolean grant_option)
                         throws JMSException


このメソッドは、Point-to-Pointモデルでキュー権限を付与します。初期設定では、キュー表の所有者のみがこのプロシージャを使用してそのキューの権限を付与できます。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション
	privilege	ENQUEUE、DEQUEUEまたはALL(ALLは両方を意味します。)
	grantee	権限受領者(ユーザー、ロールまたはPUBLIC)
	grant_option	TRUEに設定すると、権限受領者はこのプロシージャを使用して他のユーザーまたはロールにシステム権限を付与できます。







例12-22 Point-to-Pointキュー権限の付与


QueueSession             q_sess;
Queue                    queue;

((AQjmsDestination)queue).grantQueuePrivilege(
   q_sess, "ENQUEUE", "scott", false);








Point-to-Pointキュー権限の取消し


public void revokeQueuePrivilege(javax.jms.Session session,
                                 java.lang.String privilege,
                                 java.lang.String grantee)
                          throws JMSException


このメソッドは、Point-to-Pointモデルでキュー権限を取り消します。初期設定では、キュー表の所有者のみがこのプロシージャを使用してそのキューの権限を付与できます。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション
	privilege	ENQUEUE、DEQUEUEまたはALL(ALLは両方を意味します。)
	grantee	権限が取り消される権限受領者(ユーザー、ロールまたはPUBLIC)






権限の取消しを行うユーザーは、取消し対象となる権限の付与者である必要があります。また、GRANTオプションによって伝播された権限は、伝播させた付与者の権限が取り消されたときに取り消されます。


例12-23 Point-to-Pointキュー権限の取消し


QueueSession             q_sess;
Queue                    queue;

((AQjmsDestination)queue).revokeQueuePrivilege(q_sess, "ENQUEUE", "scott");










宛先の管理

この項の内容は次のとおりです。

	
宛先の開始


	
宛先の停止


	
宛先の変更


	
宛先の削除






宛先の開始


public void start(javax.jms.Session session,
                  boolean enqueue,
                  boolean dequeue)
           throws JMSException


このメソッドは、宛先を開始します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション
	enqueue	TRUEに設定すると、エンキューが使用可能になります。
	デキュー	TRUEに設定すると、デキューが使用可能になります。







例12-24 宛先の開始


TopicSession t_sess;
QueueSession q_sess;
Topic        topic;
Queue        queue;

(AQjmsDestination)topic.start(t_sess, true, true);
(AQjmsDestination)queue.start(q_sess, true, true);








宛先の停止


public void stop(javax.jms.Session session,
                 boolean enqueue,
                 boolean dequeue,
                 boolean wait)
          throws JMSException


このメソッドは、宛先を停止します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション
	enqueue	TRUEに設定すると、エンキューが使用不可になります。
	デキュー	TRUEに設定すると、デキューが使用不可になります。
	wait	TRUEに設定すると、キュー/トピックの保留トランザクションは、宛先が停止する前に完了できます。







例12-25 宛先の停止


TopicSession t_sess;
Topic        topic;

((AQjmsDestination)topic).stop(t_sess, true, false);








宛先の変更


public void alter(javax.jms.Session session,
                  oracle.jms.AQjmsDestinationProperty dest_property)
           throws JMSException


このメソッドは、宛先を変更します。次のプロパティがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション
	dest_property	キューまたはトピックの新規プロパティ







例12-26 宛先の変更


QueueSession q_sess;
Queue        queue;
TopicSession t_sess;
Topic        topic;
AQjmsDestionationProperty dest_prop1, dest_prop2;

((AQjmsDestination)queue).alter(dest_prop1);
((AQjmsDestination)topic).alter(dest_prop2);








宛先の削除


public void drop(javax.jms.Session session)
          throws JMSException


このメソッドは、宛先を削除します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション







例12-27 宛先の削除


QueueSession q_sess;
Queue        queue;
TopicSession t_sess;
Topic        topic;

((AQjmsDestionation)queue).drop(q_sess);
((AQjmsDestionation)topic).drop(t_sess);










伝播スケジュール

この項の内容は次のとおりです。

	
伝播のスケジューリング


	
伝播スケジュールの有効化


	
伝播スケジュールの変更


	
伝播スケジュールの無効化


	
伝播スケジュールの解除






伝播のスケジューリング


public void schedulePropagation(javax.jms.Session session,
                                java.lang.String destination,
                                java.util.Date start_time,
                                java.lang.Double duration,
                                java.lang.String next_time,
                                java.lang.Double latency)
                         throws JMSException


このメソッドは、伝播をスケジュールします。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション
	destination	伝播がスケジュールされているリモート・データベースのデータベース・リンク。文字列NULLは、伝播がトピックのデータベース内のすべてのサブスクライバに対してスケジュールされていることを示します。
	start_time	伝播開始時刻。
	duration	伝播継続時間。
	next_time	次回の伝播開始時刻。
	latency	許容可能な待機時間(秒単位)。待機時間は、メッセージがエンキューされた時間と伝播された時間の差異です。






メッセージ受信者が、同一または異なるキュー内の同じ宛先に複数存在する場合、メッセージはすべての受信者に同時に伝播されます。


例12-28 伝播のスケジューリング


TopicSession t_sess;
Topic        topic;

((AQjmsDestination)topic).schedulePropagation(
   t_sess, null, null, null, null, new Double(0));








伝播スケジュールの有効化


public void enablePropagationSchedule(javax.jms.Session session,
                                      java.lang.String destination)
                               throws JMSException


このメソッドは、伝播スケジュールを有効化します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション
	destination	宛先データベースのデータベース・リンク。NULL文字列は、ローカル・データベースに伝播されることを意味します。







例12-29 伝播スケジュールの有効化


TopicSession             t_sess;
Topic                    topic;

((AQjmsDestination)topic).enablePropagationSchedule(t_sess, "dbs1");








伝播スケジュールの変更


public void alterPropagationSchedule(javax.jms.Session session,
                                     java.lang.String destination,
                                     java.lang.Double duration,
                                     java.lang.String next_time,
                                     java.lang.Double latency)
                              throws JMSException


このメソッドは、伝播スケジュールを変更します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション
	destination	伝播がスケジュールされているリモート・データベースのデータベース・リンク。文字列NULLは、伝播がトピックのデータベース内のすべてのサブスクライバに対してスケジュールされていることを示します。
	duration	伝播継続時間。
	next_time	次回の伝播開始時刻。
	latency	許容可能な待機時間(秒単位)。待機時間は、メッセージがエンキューされた時間と伝播された時間の差異です。







例12-30 伝播スケジュールの変更


TopicSession             t_sess;
Topic                    topic;

((AQjmsDestination)topic).alterPropagationSchedule(
   t_sess, null, 30, null, new Double(30));








伝播スケジュールの無効化


public void disablePropagationSchedule(javax.jms.Session session,
                                       java.lang.String destination)
                                throws JMSException


このメソッドは、伝播スケジュールを無効化します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション
	destination	宛先データベースのデータベース・リンク。NULL文字列は、ローカル・データベースに伝播されることを意味します。







例12-31 伝播スケジュールの無効化


TopicSession             t_sess;
Topic                    topic;

((AQjmsDestination)topic).disablePropagationSchedule(t_sess, "dbs1");








伝播スケジュールの解除


public void unschedulePropagation(javax.jms.Session session,
                                  java.lang.String destination)
                           throws JMSException


このメソッドは、スケジュール済伝播のスケジュールを解除します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	session	JMSセッション
	destination	宛先データベースのデータベース・リンク。NULL文字列は、ローカル・データベースに伝播されることを意味します。







例12-32 伝播スケジュールの解除


TopicSession   t_sess;
Topic          topic;

((AQjmsDestination)topic).unschedulePropagation(t_sess, "dbs1");
















2 基本的なコンポーネント

この章では、Oracle Streams Advanced Queuing(AQ)の基本的なコンポーネントについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
オブジェクト名


	
タイプ名


	
AQエージェント型


	
AQ受信者リスト型


	
AQエージェント・リスト型


	
AQサブスクライバ・リスト型


	
AQ登録情報リスト型


	
AQ転送情報リスト型


	
AQ登録情報型


	
AQ通知記述子型


	
AQメッセージ・プロパティ型


	
AQ転送情報型


	
AQ$_NTFN_MSGID_ARRAY型


	
Oracle Streams Advanced Queuing管理インタフェースの列挙定数


	
Oracle Streams Advanced Queuing操作インタフェースの列挙定数


	
AQバックグラウンド・プロセス




	
関連項目

	
第8章「Oracle Streams Advanced Queuing管理インタフェース」


	
第10章「PL/SQLを使用したOracle Streams Advanced Queuing操作」

















オブジェクト名


object_name := VARCHAR2
object_name := [schema_name.]name


このコンポーネントは、データベース・オブジェクトに名前を付けます。このネーミング規則は、キュー、キュー表およびオブジェクト型に適用されます。

オブジェクト名は、オプションのスキーマ名および名前で指定します。スキーマ名を指定しない場合は、現行のスキーマが想定されます。名前は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』にある予約語のガイドラインに従って指定する必要があります。スキーマ名、エージェント名およびオブジェクト型の名前はそれぞれ30バイト以下である必要があります。一方、キュー名およびキュー表名は、最大24バイトで指定できます。






タイプ名


type_name := VARCHAR2
type_name := object_type | "RAW"


このコンポーネントでは、キュー・タイプを定義します。オブジェクト型の属性数は最大で900です。

RAW型のペイロードを格納するために、Oracle Streams Advanced Queuingでは、ペイロード・リポジトリとしてLOB列を持つキュー表が作成されます。ペイロードのサイズは、32KB以下のデータにする必要があります。LOB列はRAWペイロードの格納に使用されるため、Oracle Streams Advanced Queuing管理者は、LOB表領域を選択して、キュー表作成時にstorage_clauseパラメータにLOB記憶域文字列を設定すると、LOB記憶域を構成できます。




	
注意:

LOBを含むペイロードの場合、エンキューおよびデキュー操作を実行するには、キュー表に対する明示的なSelect、InsertおよびUpdate権限を付与する必要があります。












AQエージェント型


TYPE AQ$_AGENT IS OBJECT (
   name            VARCHAR2(30), 
   address         VARCHAR2(1024),
   protocol        NUMBER);


このコンポーネントでは、メッセージのプロデューサまたはコンシューマを識別します。

マルチ・コンシューマ・キューにサブスクライバとして追加されたすべてのコンシューマは、AQ$_AGENTパラメータに一意の値を持つ必要があります。2つのサブスクライバがAQ$_AGENT型のNAME属性、ADDRESS属性およびPROTOCOL属性に同じ値を持つことはできません。この3つの属性のうち少なくとも1つは、2つのサブスクライバに対して異なる値にする必要があります。

多くのサブスクライバを追加するには、DBMS_AQADM.ADD_SUBSCRIBERプロシージャを繰り返し使用することで、1つのマルチ・コンシューマ・キュー当たり最大1024サブスクライバを追加できます。

この型は次の3つの属性を持ちます。

	
name

この属性は、メッセージのプロデューサまたはコンシューマの名前を指定します。アプリケーション名か、アプリケーションによって割り当てられた名前のいずれかです。キュー自体が、別のキューからエンキューまたはデキューしているエージェントでも可能です。名前は、『Oracle Database SQL言語リファレンス』にある予約語のガイドラインに従って指定する必要があります。


	
address

この属性はprotocolのコンテキストで解析されます。protocolが0(デフォルト)の場合、addressは[schema.]queue[@dblink]形式です。


	
protocol

この属性では、アドレスを解析してメッセージを伝播するプロトコルを指定します。デフォルト値は0(ゼロ)です。









AQ受信者リスト型


TYPE AQ$_RECIPIENT_LIST_T IS TABLE OF aq$_agent
           INDEX BY BINARY_INTEGER;
 


このコンポーネントでは、メッセージを受信するエージェントのリストを識別します。






AQエージェント・リスト型


TYPE AQ$_AGENT_LIST_T IS TABLE OF aq$_agent 
           INDEX BY BINARY INTEGER; 


このコンポーネントでは、DBMS_AQ.LISTENをリスニングするエージェントのリストを識別します。






AQサブスクライバ・リスト型


TYPE AQ$_SUBSCRIBER_LIST_T IS TABLE OF aq$_agent
          INDEX BY BINARY INTEGER;


このコンポーネントでは、このキューをサブスクライブするサブスクライバのリストを識別します。






AQ登録情報リスト型


TYPE AQ$_REG_INFO_LIST AS VARRAY(1024) OF sys.aq$_reg_info;


このコンポーネントでは、キューへの登録リストを識別します。






AQ転送情報リスト型


TYPE AQ$_POST_INFO_LIST AS VARRAY(1024) OF sys.aq$_post_info;


このコンポーネントでは、メッセージが転送される匿名サブスクリプションのリストを識別します。






AQ登録情報型


TYPE SYS.AQ$_REG_INFO IS OBJECT (
   name                              VARCHAR2(128),
   namespace                         NUMBER,
   callback                          VARCHAR2(4000),
   context                           RAW(2000)  DEFAULT NULL,
   qosflags                          NUMBER,
   timeout                           NUMBER
   ntfn_grouping_class               NUMBER,
   ntfn_grouping_value               NUMBER    DEFAULT 600,
   ntfn_grouping_type                NUMBER,
   ntfn_grouping_start_time          TIMESTAMP WITH TIME ZONE,
   ntfn_grouping_repeat_count   NUMBER);


このコンポーネントでは、メッセージのプロデューサまたはコンシューマを識別します。このコンポーネントの属性は、次のとおりです。属性qosflagsおよびtimeoutは、Oracle Streams Advanced Queuing 10gリリース2(10.2)の通知拡張機能の一部です。


表2-1 AQ$_REG_INFO型属性

	属性	説明
	
name

	
サブスクリプション名を指定します。サブスクリプション名は、シングル・コンシューマ・キューに対する登録の場合はschema.queue、またはマルチ・コンシューマ・キューに対する登録の場合はchema.queue:consumer_nameという形式です。


	
namespace

	
サブスクリプションの名前空間を指定します。Oracle Streams AQキューから通知を受信するには、namespaceをDBMS_AQ.NAMESPACE_AQに設定する必要があります。DBMS_AQ.POSTまたはOCISubscriptionPost()を介して他のアプリケーションから通知を受信するには、namespaceをDBMS_AQ.NAMESPACE_ANONYMOUSに設定する必要があります。


	
callback

	
メッセージ通知で実行されるアクションを指定します。HTTP通知の場合、http://www.company.com:8080を使用します。電子メール通知の場合、mailto://xyz@company.comを使用します。PLSQLCALLBACKプロシージャのメッセージ・ペイロードの場合、plsql://schema.procedure?PR=0を使用します。PLSQLCALLBACKプロシージャのXMLに変換されたユーザー定義済のメッセージ・ペイロードの場合、plsql://schema.procedure?PR=1を使用します。


	
context

	
コールバック関数に渡すコンテキストを指定します。


	
qosflags

	
次の1つ以上の値に設定して、サービスの通知品質を指定できます。

	
NTFN_QOS_RELIABLE: この値は、信頼できる通知が必要であることを示します。信頼できる通知は、インスタンスとデータベースの再起動にまたがって存続します。


	
NTFN_QOS_PAYLOAD - この値は、ペイロード配信が必要であることを指定します。これは、クライアント通知およびRAWキューに対してのみサポートされます。


	
NTFN_QOS_PURGE_ON_NTFN - この値は、この登録位置に最初の通知が配信されると、登録が自動的にパージされるように指定します。





	
ntfn_grouping_class

	
現在、グループ化の基準を指定できるのは、次のフラグを設定した場合のみです。デフォルト値は0(ゼロ)です。ntfn_grouping_classが0(ゼロ)の場合、他のすべての通知グループ属性は0(ゼロ)である必要があります。

	
NTFN_GROUPING_CLASS_TIME - 通知が時間別にグループ化されます。ユーザーが時間の値を指定すると、時間の終了時に通知がパブリッシュされます。





	
ntfn_grouping_value

	
グループ化通知の周期を秒で指定します。ntfn_grouping_repeat_countが使い果されるまで、グループ化通知が周期的に送信される時間を表します。


	
ntfn_grouping_type

	
	
NTFN_GROUPING_TYPE_SUMMARY - 間隔内で発生したすべての通知のサマリー。(デフォルト)


	
NTFN_GROUPING_TYPE_LAST - 間隔内で発生した最後の通知。





	
ntfn_grouping_start_time

	
通知のグループ化の開始時間。ユーザーがタイムゾーンで有効なタイムスタンプで指定した時間に、通知のグループ化を開始できます。グループ化を使用する際にntfn_grouping_start_timeが指定されない場合、デフォルトでタイムゾーンの現在のタイムスタンプに設定されます。


	
ntfn_grouping_repeat_count

	
グループ化の通知が通知のグループ化の繰返し件数で指定した回数送信された後、通常の通知に戻ります。ntfn_grouping_repeat_countを指定しない場合、デフォルトで次のように設定されます。

	
NTFN_GROUPING_FOREVER - グループ化の通知を永久的に送信します。















AQ通知記述子型


TYPE SYS.AQ$_DESCRIPTOR IS OBJECT (
   queue_name      VARCHAR2(61),
   consumer_name   VARCHAR2(30),
   msg_id          RAW(16),
   msg_prop        MSG_PROP_T,
   gen_desc        AQ$_NTFN_DESCRIPTOR,
   msgid_array     SYS.AQ$_NTFN_MSGID_ARRAY, 
   ntfnsRecdInGrp  NUMBER);


このコンポーネントでは、通知時にOracle Streams Advanced Queuing PL/SQLコールバックによって受信されるOracle Streams Advanced Queuing記述子を指定します。属性は次のとおりです。


表2-2 AQ$_DESCRIPTOR属性

	属性	説明
	
queue_name

	
メッセージがエンキューされ、通知されたキューの名前を指定します。


	
consumer_name

	
マルチ・コンシューマ・キューのコンシューマの名前


	
msg_id

	
メッセージの指定番号


	
msg_prop

	
MSG_PROP_T型で指定されたメッセージ・プロパティ


	
gen_desc

	
タイムアウト指定を示します。


	
msgid_array

	
グループ化の通知のメッセージIDリスト


	
ntfnsRecdInGrp

	
グループで受信した通知












AQメッセージ・プロパティ型

メッセージ・プロパティ型msg_prop_tには、次のコンポーネントがあります。


TYPE AQ$_MSG_PROP_T IS OBJECT(
   priority         number,
   delay            number,
   expiration       number,
   correlation      varchar2(128),
   attempts         number,
   recipent_list    aq$_recipient_list_t,
   exception_queue  varchar2(51),
   enqueue_time     date,
   state            number,
   sender_id        aq$_agent,
   original_misgid  raw(16),
   delivery_mode    number);





	
関連項目:

『Oracle Database PL/SQLパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』のMESSAGE_PROPERTIES_T型に関する項







タイムアウト指定型AQ$_NTFN_DESCRIPTORには、次の単一コンポーネントがあります。


TYPE AQ$_NTFN_DESCRIPTOR IS OBJECT(
   NTFN_FLAGS   number);


NTFN_FLAGSは、指定のタイムアウト後に通知が削除されている場合は1、それ以外の場合は0に設定されます。






AQ転送情報型


TYPE SYS.AQ$_POST_INFO IS OBJECT (
  name       VARCHAR2(128),
  namespace  NUMBER,
  payload    RAW(2000));


このコンポーネントでは、メッセージの転送先となる匿名サブスクリプションを指定します。次の3つの属性があります。

	
name

この属性では、転送する匿名サブスクリプションの名前を指定します。


	
namespace

この属性では、匿名サブスクリプションの名前空間を指定します。DBMS_AQ.POSTまたはOCISubscriptionPost()を使用して他のアプリケーションから通知を受信するには、namespaceをDBMS_AQ.NAMESPACE_ANONYMOUSに設定する必要があります。


	
payload

この属性では、匿名サブスクリプションに転送するペイロードを指定します。デフォルトはNULLです。









AQ$_NTFN_MSGID_ARRAY型


TYPE SYS.AQ$_NTFN_MSGID_ARRAY   AS VARRAY(1073741824)OF RAW(16);


このコンポーネントは、AQ名前空間のグループ化の通知データを、最大VARRYサイズ、値230で格納します。






Oracle Streams Advanced Queuing管理インタフェースの列挙定数

INFINITE、TRANSACTIONAL、NORMAL_QUEUEなどの列挙定数を値として選択する場合、定数はそれを定義するパッケージのスコープとともに指定する必要があります。管理インタフェースに関連付ける型の前には、必ずDBMS_AQADMを付加します。次に例を示します。


DBMS_AQADM.NORMAL_QUEUE


表2-3は、Oracle Streams Advanced Queuing管理インタフェースの列挙定数を示しています。


表2-3 Oracle Streams Advanced Queuing管理インタフェースの列挙定数

	パラメータ	オプション
	
retention

	
0、1、2、...INFINITE


	
message_grouping

	
TRANSACTIONAL、NONE


	
queue_type

	
NORMAL_QUEUE、EXCEPTION_QUEUE、NON_PERSISTENT_QUEUE


	
delivery_mode

	
BUFFERED、PERSISTENT、PERSISTENT_OR_BUFFERED











	
注意:

非永続キューは、Oracle Streams Advanced Queuing 10gリリース2(10.2)では非推奨。かわりにバッファ済メッセージを使用することをお薦めします。












Oracle Streams Advanced Queuing操作インタフェースの列挙定数

BROWSE、LOCKED、REMOVEなどの列挙定数を使用する場合、PL/SQL定数はそれを定義するパッケージのスコープとともに指定する必要があります。操作インタフェースに関連付ける型の前には、必ずDBMS_AQADMを付加します。次に例を示します。


DBMS_AQ.BROWSE


表2-4は、Oracle Streams Advanced Queuing操作インタフェースの列挙定数を示しています。


表2-4 Oracle Streams Advanced Queuing操作インタフェースの列挙定数

	パラメータ	オプション
	
visibility

	
IMMEDIATE、ON_COMMIT


	
dequeue mode

	
BROWSE、LOCKED、REMOVE、REMOVE_NODATA


	
navigation

	
FIRST_MESSAGE、NEXT_MESSAGE、NEXT_TRANSACTION


	
state

	
WAITING、READY、PROCESSED、EXPIRED


	
wait

	
FOREVER、NO_WAIT


	
delay

	
NO_DELAY


	
expiration

	
NEVER


	
namespace

	
NAMESPACE_AQ、NAMESPACE_ANONYMOUS


	
delivery_mode

	
BUFFERED、PERSISTENT、PERSISTENT_OR_BUFFERED


	
quosflags

	
NTFN_QOS_RELIABLE、NTFN_QOS_PAYLOAD、NTFN_QOS_PURGE_ON_NTFN


	
ntfn_grouping_class

	
NFTN_GROUPING_CLASS_TIME


	
ntfn_grouping_type

	
NTFN_GROUPING_TYPE_SUMMARY、NTFN_GROUPING_TYPE_LAST


	
ntfn_grouping_repeat_count

	
NTFN_GROUPING_FOREVER












AQバックグラウンド・プロセス

	
キュー・モニター・プロセス


	
ジョブ・キュー・プロセス






キュー・モニター・プロセス

多数のOracle Streams AQまたはストリーム・タスクが、バックグラウンドで実行されます。これには、READY状態に指定されたDELAYでのメッセージの変換、メッセージの期限切れ、例外キューへのメッセージの移動、バッファ済メッセージのオーバーフローおよびリカバリ、その他の類似する操作が含まれます。

これらはAQバックグラウンド・プロセスのセットで実行されます。これにはコーディネータ・プロセス、名前QMNC(リンク)が含まれ、必要に応じて動的に下位プロセスQxxを起動します。下位プロセス数は自動的に決定されて絶えず調整されます。

Oracle Streams AQまたはストリームを使用するときに、AQ_TM_PROCESSESを設定する必要はなくなりました。値が指定されている場合、その値がQxxプロセスの開始時に考慮されます。ただし、Qxxプロセスの数は、AQ_TM_PROCESSESで指定した値とは異なる場合があります。

QMNCは、キューの使用時および新規キューの作成時のみ実行されます。ストリームのレプリケーションおよびメッセージ・ユーザーに影響があります。

バックグラウンド・プロセスを使用不可にするAPIと使用可能にするAPIを分離する必要はありません。その制御は、AQ_TM_PROCESSESをゼロまたはゼロ以外に設定することで行います。ただし、AQ_TM_PROCESSESパラメータは指定せず、システムの自動チューニングを利用することをお薦めします。




	
注意:

キュー・モニター・コーディネータを無効にするには、pfileまたはspfileでAQ_TM_PROCESSES = 0を設定する必要があります。AQ_TM_PROCESSESパラメータはゼロ(0)に設定しないでください。Oracle Streamsを使用している場合、このパラメータをゼロに設定すると、Oracle Databaseに影響を及ぼす重大な問題を引き起こす可能性があります。












ジョブ・キュー・プロセス

伝播およびPL/SQL通知は、ジョブ・キュー(Jnnn)・プロセスによって処理されます。JOB_QUEUE_PROCESSESパラメータを指定する必要はなくなりました。データベース・スケジューラが、伝播および通知ジョブに必要なジョブ・キュー・プロセスを自動的に開始します。














6 Oracle Streams Advanced Queuingへのインターネット・アクセス

インターネット上でSimple Object Access Protocol(SOAP)を使用してOracle Streams Advanced Queuing(AQ)にアクセスできます。Internet Data Access Presentation(iDAP)は、Oracle Streams Advanced Queuing操作のためのSOAP仕様です。iDAPは、SOAPリクエストの本体に対してXMLメッセージ構造を定義します。iDAP構造のメッセージは、インターネット上でHTTPを使用して転送されます。

ユーザーは、iDAPインタフェースを使用して通知に登録できます。

内容は次のとおりです。

	
インターネット経由のOracle Streams Advanced Queuing操作の概要


	
Oracle Streams Advanced Queuing XMLサーブレットのデプロイ


	
Internet Data Access Presentation(iDAP)


	
リクエストおよびレスポンスのiDAPドキュメント


	
電子メールによるメッセージの通知







	
関連項目:

	
付録B「SOAPスキーマおよびOracle Streams AQ XMLスキーマ」。この付録は、このマニュアルのHTMLバージョンにのみ記載されています。


	
AQ XMLのデモの位置は、表1-3「Oracle Streams Advanced Queuing XMLデモ」を参照してください。














インターネット経由のOracle Streams Advanced Queuing操作の概要

この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle Streams Advanced Queuingのインターネット操作アーキテクチャ


	
インターネット・メッセージ・ペイロード


	
POSTリクエストを送信するユーザーを認証するWebサーバーの構成


	
HTTPを使用したクライアント・リクエスト


	
HTTPを使用したOracle Streams Advanced Queuingサーブレットのレスポンス


	
HTTPとHTTPSを使用したOracle Streams Advanced Queuing伝播






Oracle Streams Advanced Queuingのインターネット操作アーキテクチャ

図6-1は、HTTP上でOracle Streams Advanced Queuing操作を実行するためのアーキテクチャを示しています。主要コンポーネントは次のとおりです。

	
Oracle Streams Advanced Queuingクライアント・プログラム


	
Oracle Streams Advanced QueuingサーブレットのホストWebサーバー/サーブレット・コンテナ


	
Oracle Databaseサーバー




Webブラウザまたはその他の任意のHTTPクライアントを、Oracle Streams Advanced Queuingのクライアント・プログラムとして使用できます。これらは、XMLメッセージ(IDAP準拠)をOracle Streams Advanced Queuingサーブレットに送信し、サーブレットによって受信XMLメッセージが解析されます。Oracle Streams Advanced Queuingサーブレットは、Oracle Databaseサーバーに接続し、ユーザー・キューに対して操作を実行します。


図6-1 HTTPを使用してOracle Streams Advanced Queuing操作を実行するためのアーキテクチャ

[image: 図6-1の説明が続きます。]









インターネット・メッセージ・ペイロード

Oracle Streams Advanced Queuingは、RAW、OracleオブジェクトおよびJava Message Service(JMS)の3つのメッセージ型をサポートしています。これらのメッセージ型はすべて、SOAPおよびWebサービスを使用してアクセスできます。キューにRAW、OracleオブジェクトまたはJMSフォーマットのメッセージが含まれる場合、XMLのペイロードはエンキュー中に適切な内部フォーマットに変換され、キューに格納されます。デキュー中、前述のいずれかのフォーマットのメッセージを含むキューからメッセージが取得された場合、そのメッセージはクライアントに送信される前にXMLに変換されます。

メッセージ・ペイロード型は、操作が実行されているキュー・タイプによって異なります。


RAWキュー

RAWキューの内容は、バイト列です。XMLメッセージに、次の例のようにメッセージ・ペイロードを16進数で指定する必要があります。例: <raw>023f4523</raw>


Oracleオブジェクト型のキュー

JMSキューではない(AQ$_JMS_*型ではない)Oracleオブジェクト型のキューの場合、ペイロードの型はキューを格納するキュー表の作成時に指定した型によって決まります。XML要素の内容は、キュー表のオブジェクト型の属性にマップする必要があります。


JMS型のキュー/トピック

JMS型のキュー(ペイロード型がAQ$_JMS_*のキュー)の場合、JMS型に応じて4つのXML要素があります。iDAPでは、次のJMS型のキューまたはトピックがサポートされています。

	
TextMessage


	
MapMessage


	
BytesMessage


	
ObjectMessage




iDAPでは、ペイロード型StreamMessageのJMSキューはサポートされていません。






POSTリクエストを送信するユーザーを認証するWebサーバーの構成

サーブレットのインストール後、Oracle Streams Advanced QueuingサーブレットにPOSTリクエストを送信するすべてのユーザーを認証するようにWebサーバーを構成する必要があります。Oracle Streams Advanced Queuingサーブレットは、認証されたユーザーのみにサーブレットへのアクセスを許可します。ユーザーが認証されていない場合、サーブレットからエラーが戻ります。

Webサーバーを構成してアクセスを制限するには、複数の方法があります。一般的な方法は、Secure Sockets Layer(SSL)上でBasic認証(ユーザー名およびパスワード)を行う方法およびクライアント証明書を使用する方法です。サーブレットへのアクセスを制限する方法については、Webサーバーのドキュメントを参照してください。

Oracle Streams Advanced Queuingサーブレットのコンテキストでは、Webサーバーへの接続に使用されるユーザー名は、Oracle Streams Advanced QueuingのHTTPエージェントまたはOracle Streams Advanced Queuingのインターネット・ユーザーとして認識されます。






HTTPを使用したクライアント・リクエスト

Oracle Streams Advanced Queuingクライアントは、サーバーへの接続をオープンし、HTTPを使用してOracle Streams Advanced Queuingサーブレットに対するリクエストを開始します。クライアントは、HTTPのBasic認証(SSLを使用する場合も使用しない場合も含む)またはSSL証明書ベースのクライアント認証を使用してサーバーにログインします。クライアントが、SEND、PUBLISH、RECEIVEまたはREGISTERリクエストを表すXMLメッセージを構成します。




	
関連項目:

「リクエストおよびレスポンスのiDAPドキュメント」







リモート・サーバーで、クライアントがサーブレットにHTTPのPOSTリクエストを送信します。




	
関連項目:

HTTPを使用したPOSTリクエストを示すAQ XMLのデモの位置は、表1-3「Oracle Streams Advanced Queuing XMLデモ」を参照してください。









ユーザー・セッションおよびトランザクション

クライアントが認証され、Oracle Streams Advanced Queuingサーブレットに接続すると、ユーザーのかわりにHTTPセッションが作成されます。そのセッションで初めてリクエストを行うと、新しいデータベース・トランザクションが暗黙的に開始します。このトランザクションは、明示的にコミットまたは終了するまでオープン状態のままになります。サーブレットからのレスポンスには、HTTPヘッダーにセッションIDがCookieとして含まれます。

クライアントが同一のトランザクションで作業を継続する場合、後続のリクエストにはセッションIDのCookieを含むこのHTTPヘッダーを含める必要があります。これは、ほとんどのWebブラウザで自動的に行われます。ただし、クライアントがJavaまたはCのクライアントを使用してリクエストを転送する場合、プログラムで行う必要があります。




	
関連項目:

同じセッションの一部としてリクエストを転送するためのJavaプログラムを示すAQ XMLのデモの位置は、表1-3「Oracle Streams Advanced Queuing XMLデモ」を参照してください。







トランザクションを終了するには、明示的なコミットまたはロールバックを適用する必要があります。COMMITまたはROLLBACKリクエストは、他のOracle Streams Advanced Queuing操作の一部に組み込むこともできます。








HTTPを使用したOracle Streams Advanced Queuingサーブレットのレスポンス

サーバーは、クライアントのHTTP(S)接続を受け入れて、クライアントにより指定されたユーザー(Oracle Streams Advanced Queuingエージェント)を認証します。サーバーはPOSTリクエストを受信して、Oracle Streams Advanced Queuingサーブレットを起動します。

このリクエストがこのクライアントからの最初のリクエストである場合、新しいHTTPセッションが作成されます。XMLメッセージが解析され、メッセージの内容が検証されます。HTTPヘッダーにクライアントによってセッションIDが渡される場合、この操作はそのセッションのコンテキストで実行されます。




	
関連項目:

「ユーザー・セッションおよびトランザクション」







サーブレットが、エージェントが操作を実行しようとしているオブジェクト(キューおよびトピック)を判断します。サーブレットが、このOracle Streams Advanced Queuingエージェントにマップするデータベース・ユーザーのリスト全体を検索します。いずれかのユーザーがリクエストに指定されたキュー/トピックへのアクセス権限を取得している場合、Oracle Streams Advanced Queuingサーブレットのスーパーユーザーは、このユーザーのためにセッションを作成します。

HTTPセッションにアクティブなトランザクションが存在しない場合は、新しいデータベース・トランザクションが開始されます。明示的なCOMMITまたはROLLBACKリクエストが行われるまで、セッションの後続のリクエストは同じトランザクションの一部になります。トランザクションは、そのトランザクションがコミットされるまで反映されません。トランザクションがアクティブでない状態が120秒間続くと、そのトランザクションは自動的に終了します。

要求された操作が実行されます。レスポンスがXMLメッセージとしてフォーマットされ、クライアントに戻されます。レスポンスには、セッションIDがCookieとしてHTTPヘッダーに含まれます。






HTTPとHTTPSを使用したOracle Streams Advanced Queuing伝播

Oracle Net ServicesではなくHTTPおよびHTTPS(SSLによるHTTP)上で伝播できます。HTTPは、Oracle Net Servicesとは異なり、ファイアウォールを簡単に構成できます。図6-2に示すように、伝播を行うバックグラウンド・プロセスがOracle Streams Advanced Queuingサーブレットにメッセージを転送し、そのサーブレットが接続先データベースにメッセージをエンキューします。


図6-2 HTTPでのOracle Streams Advanced Queuing伝播

[image: 図6-2の説明が続きます。]





既存のコードを変更せずに、アプリケーションがHTTPでのOracle Streams Advanced Queuing伝播を使用するように設定できます。HTTPでのOracle Streams Advanced Queuing伝播を使用するアプリケーションは、Oracle Net Services接続文字列を使用してデータベース・リンクを再作成するのみで、その他を変更しないで再びOracle Net Servicesでの伝播に容易に戻すことができます。








Oracle Streams Advanced Queuing XMLサーブレットのデプロイ

OC4Jを使用してAQ XMLサーブレットをデプロイする手順は、次のとおりです。

	
JDK 1.2.xまたはJDK 1.3.xの場合は、CLASSPATHに次のように挿入します。


ORACLE_HOME/jdbc/lib/classes12.zip 
ORACLE_HOME/jdbc/lib/nls_charset12.zip
ORACLE_HOME/jlib/javax-ssl-1_1.jar 
ORACLE_HOME/jlib/jndi.jar 
ORACLE_HOME/jlib/jssl-1_1.jar 
ORACLE_HOME/jlib/jta.jar 
ORACLE_HOME/jlib/orai18n.jar
ORACLE_HOME/jlib/orai18n-collation.jar
ORACLE_HOME/jlib/orai18n-mapping.jar
ORACLE_HOME/jlib/orai18n-utility.jar
ORACLE_HOME/lib/http_client.jar 
ORACLE_HOME/lib/lclasses12.zip
ORACLE_HOME/lib/servlet.jar 
ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar 
ORACLE_HOME/lib/xschema.jar 
ORACLE_HOME/lib/xsu12.jar 
ORACLE_HOME/rdbms/jlib/aqapi.jar 
ORACLE_HOME/rdbms/jlib/aqxml.jar 
ORACLE_HOME/rdbms/jlib/jmscommon.jar 
ORACLE_HOME/rdbms/jlib/xdb.jar 
ORACLE_HOME/rdbms/jlib/xsu12.jar 


	
JDK 1.4.xの場合は、CLASSPATHに次のように挿入します。


ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc14.jar 
ORACLE_HOME/jlib/javax-ssl-1_1.jar 
ORACLE_HOME/jlib/jndi.jar 
ORACLE_HOME/jlib/jssl-1_1.jar 
ORACLE_HOME/jlib/jta.jar 
ORACLE_HOME/jlib/orai18n.jar
ORACLE_HOME/jlib/orai18n-collation.jar
ORACLE_HOME/jlib/orai18n-mapping.jar
ORACLE_HOME/jlib/orai18n-utility.jar
ORACLE_HOME/lib/http_client.jar 
ORACLE_HOME/lib/lclasses12.zip
ORACLE_HOME/lib/servlet.jar 
ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar 
ORACLE_HOME/lib/xschema.jar 
ORACLE_HOME/lib/xsu12.jar 
ORACLE_HOME/rdbms/jlib/aqapi.jar 
ORACLE_HOME/rdbms/jlib/aqxml.jar 
ORACLE_HOME/rdbms/jlib/jmscommon.jar 
ORACLE_HOME/rdbms/jlib/xdb.jar 





	
注意:

AQHttp.javaおよびAQHttpRq.javaで使用されるHTTPClientには、http_client.jar、jssl-1_1.jarおよびjavax-ssl-1_1.jarが必須です。








	
次のように入力してAQHttpRq.javaをコンパイルします。


cd ORACLE_HOME/rdbms/demo
javac AQHttpRq.java AQHttp.java


	
次のデータベース初期化パラメータを指定の値に設定します。


job_queue_processes=2
compatible=10.2.0


	
データベースとリスナーを再起動します。


	
キューを設定してユーザーを制限付きアクセスについて認証します。




	
関連項目:

詳細は、ORACLE_HOME/rdbms/demoにあるaqxmlREADME.txtおよびaqxmldmo.sqlを参照してください。








	
サーブレットをデプロイしてOC4Jインスタンスを起動します。


cd ORACLE_HOME/bin
sh aqxmlctl deploy
sh aqxmlctl start





	
注意:

OC4Jインスタンスの停止にはsh aqxmlctl stopを使用します。サーブレットをデプロイしてOC4Jインスタンスを起動する手順は、Oracle Databaseのインストール中に実行されている場合があります。これは、次の手順で確認できます。








	
次のファイルで、サーブレットのステータスと、サーブレットのデプロイに使用されたプロトコルとポート番号の情報を確認します。


ORACLE_HOME/rdbms/demo/aqxml.ini
ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/OC4J_AQ/config/rmi.xml
ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/OC4J_AQ/config/http-web-site.xml


	
Webブラウザで次のURLを入力します。


https://hostname:portnumber/aqserv/servlet/AQDemoServlet


hostnameはサーバー名、portnumberは前述の手順で検出された値です。ユーザー名とパスワードを求めるプロンプトに応答すると、サーブレットに次のように表示されます。


Sample AQ Servlet 
AQxmlServlet is working!


	
SSL証明書を作成してキーストアを生成します。次のファイルに例が用意されています。


ORACLE_HOME/rdbms/demo/aqxmloc4j.cert
ORACLE_HOME/rdbms/demo/keystore


ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/OC4J_AQ/config/http-web-site.xmlに示される次のタグは、Webサイトがセキュアで、SSL認証にキーストアが使用されることを示しています。


<web-site port="443" secure="true">
....
   <ssl-config 
      keystore="ORACLE_HOME/oc4j/j2ee/home/keystore" 
      keystore-password="welcome" />
</web-site>


サイトからHTTPリクエストにのみアクセスするには、http-web-site.xml>からsecure="true"および<ssl-config>を削除します。


	
AQ XMLサーブレットを停止し、再起動します。


sh aqxmlctl stop
sh aqxmlctl start









Internet Data Access Presentation(iDAP)

Internet Data Access Presentation(iDAP)は、Content-Typeヘッダーのtext/xmlを使用して、SOAPリクエストの本体を指定します。XMLでは、iDAPリクエストおよびレスポンス・メッセージは、次のように表現されます。

	
すべてのリクエスト・タグおよびレスポンス・タグは、SOAP名前空間で有効です。


	
Oracle Streams Advanced Queuing操作はiDAP名前空間で有効です。


	
送信者は、SOAP本体のiDAP要素および属性に名前空間を含めます。


	
受信者は、適切な名前空間を含むSOAPメッセージを処理し、不適切な名前空間を含むリクエストの場合はリクエストが無効であるというエラーを戻します。


	
SOAP名前空間の値はhttp://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/です。


	
iDAP名前空間の値はhttp://ns.oracle.com/AQ/schemas/accessです。





SOAPメッセージの構造

SOAPは、次のようにメッセージ・リクエストまたはレスポンスを構造化します。

	
SOAPエンベロープ


	
SOAPヘッダー


	
SOAP本体






SOAPエンベロープ

これは、XMLツリーのルートまたは最上位要素です。タグはSOAP:Envelopeです。SOAPは、グローバル属性SOAP:encodingStyleを定義し、これはSOAP仕様によって記述されるルールのかわりに使用されるシリアライズ・ルールを示します。この属性は、任意の要素で使用でき、この要素と、このような要素が含まれていないすべての子要素で有効です。この属性が省略されている場合、親要素によってオーバーライドされた場合を除き、型の指定に従うことを示します。

名前空間で修飾されている場合、SOAPエンベロープには名前空間宣言およびその他の属性も含まれます。本体には、名前空間で修飾された他のサブ要素を続けることができます。






SOAPヘッダー

SOAPヘッダーは、ルート下の最初の要素です。タグはSOAP:Headerです。SOAPヘッダーは、トランザクションIDなどの必要な情報を渡します。ヘッダーは、SOAP:EnvelopeというXML要素の子としてエンコードされます。ヘッダーは名前要素で識別され、名前空間で修飾されます。ヘッダー・エントリは、埋込み要素としてエンコードされます。






SOAP本体

これは、Oracle Streams Advanced QueuingのXML文書です。タグはSOAP:Bodyで、メソッド名を名前とする最初のサブ要素が含まれます。このメソッド・リクエスト要素には、各入出力パラメータの要素が含まれます。要素名はパラメータ名です。また、本体には、エラーの情報を示すSOAP:Faultも含まれます。Oracle Streams Advanced QueuingのXML文書の名前空間は、http://ns.oracle.com/AQ/schemas/accessとなります。







SOAPメソッドの起動

メソッドの起動は、リクエストのヘッダーおよび本体を作成し、戻されたレスポンスのヘッダーおよび本体を処理することによって実行されます。リクエストおよびレスポンスのヘッダーは、標準の転送プロトコル固有のヘッダーおよび拡張ヘッダーで構成されます。


HTTPヘッダー

HTTPリクエスト・ヘッダー内のPOSTメソッドにより、SOAPのメソッドが起動されます。リクエストにはヘッダーSOAPMethodNameが含まれている必要があります。このヘッダーの値は、ターゲットに対して起動するメソッドを示します。この値の形式はURI#method nameです。次に例を示します。


SOAPMethodName: http://ns.oracle.com/AQ/schemas/access#AQXmlSend


インタフェースに使用するURIは、ペイロードのSOAP:Body部に存在する、メソッド名要素の暗示または指定された名前空間修飾に一致する必要があります。メソッド名に#文字を含めることはできません。





メソッド起動本体

SOAPメソッドの起動は、メソッド・リクエストおよびメソッド・レスポンス(オプション)で構成されます。SOAPのメソッド・リクエストおよびメソッド・レスポンスは、それぞれHTTPのリクエストおよびレスポンスで、その内容は、ルート要素および必須の本体要素で構成されるXML文書です。この章では、このXML文書をSOAPペイロードと呼びます。

SOAPペイロードの定義は次のとおりです。

	
SOAPのルート要素は、XMLツリーの最上位要素です。


	
SOAPペイロードのヘッダーには、リクエストとともに送信する必要がある追加情報が含まれます。


	
メソッド・リクエストは、パラメータ用の追加要素を持つXML要素として表現されます。これはSOAP:Body要素の最初の子です。このリクエストは、次の項で説明するOracle Streams Advanced QueuingのXMLクライアント・リクエストの1つに含められます。


	
レスポンスは、戻り値、またはクライアントに戻されるエラーまたは例外です。




受信サイトでは、リクエストの結果は次のいずれかになります。


	
受信サイトのHTTPインフラストラクチャが、リクエストを受信および処理できます。この場合、HTTPインフラストラクチャはSOAPインフラストラクチャにヘッダーおよび本体を渡します。


	
受信サイトのHTTPインフラストラクチャが、リクエストを受信および処理できません。この場合、HTTPレスポンスには状態フィールドにHTTPエラーが含まれ、XMLの本体は含まれません。


	
受信サイトのSOAPインフラストラクチャが、入力パラメータをデコードし、サーバー・アドレスで示される適切なサーバーにディスパッチし、メソッド・リクエストに示されているメソッドに意味的に対応するアプリケーション・レベルのファンクションを起動できます。この場合、メソッド・リクエストの結果はレスポンスまたはエラーで構成されます。


	
受信サイトのSOAPインフラストラクチャが、入力パラメータをデコードし、サーバー・アドレスで示される適切なサーバーにディスパッチし、メソッド・リクエストに示されているインタフェースまたはメソッドに意味的に対応するアプリケーション・レベルのファンクションを起動できません。この場合、メソッドの結果はエラーになり、受信側でのインフラストラクチャのディスパッチを正常終了させることができません。




最後の2つのケースの場合は、拡張性の目的で追加のメッセージ・ヘッダーをリクエストの結果に表示できます。





メソッド・リクエストの結果

リクエストの結果は、リクエスト/レスポンスの形式で提供されます。HTTPのレスポンスでは、Content-Typeヘッダーがtext/xmlである必要があります。SOAPの結果は成功を示し、エラーは失敗を示します。メソッド・レスポンスには、結果とエラーの両方が含まれることはありません。










リクエストおよびレスポンスのiDAPドキュメント

SOAPメッセージの本体は、iDAPメッセージです。このXML文書の名前空間は、http://ns.oracle.com/AQ/schemas/accessとなります。本体は次の内容を表しています。

	
クライアントのエンキュー、デキューおよび登録リクエスト


	
クライアントのエンキュー、デキューおよび登録リクエストに対するサーバーのレスポンス


	
サーバーからクライアントへの通知




	
注意:

Oracle Streams Advanced Queuingインターネット・アクセスは、8.1以上の形式のキューのみに対してサポートされています。










この項の内容は次のとおりです。

	
iDAPクライアントのエンキュー・リクエスト


	
iDAPクライアントのデキュー・リクエスト


	
iDAPクライアントの登録リクエスト


	
iDAPクライアントのトランザクション・コミット・リクエスト


	
iDAPクライアントのトランザクション・ロールバック・リクエスト


	
エンキュー・リクエストへのiDAPサーバー・レスポンス


	
デキュー・リクエストへのiDAPサーバー・レスポンス


	
登録リクエストへのiDAPサーバー・レスポンス


	
iDAPコミット・レスポンス


	
iDAPロールバック・レスポンス


	
iDAP通知


	
エラー発生時のiDAPレスポンス






iDAPクライアントのエンキュー・リクエスト

クライアントは、リクエストの送信およびパブリッシュについて、シングル・コンシューマ・キューへのエンキューにはAQXmlSend、マルチ・コンシューマ・キュー/トピックへのエンキューにはAQXmlPublishを使用します。

AQXmlSendおよびAQXmlPublishには、次の要素が含まれています。

	
producer_options


	
message_set


	
message_header


	
message_payload


	
AQXmlCommit





producer_options

これは必須要素です。次の子要素が含まれます。

	
destination

この要素は必須です。メッセージの送信先キューまたはトピックを指定します。送信先の値の解析方法を決定する、オプションのlookup_type属性を持ちます。lookup_typeがDATABASEの場合(デフォルト)、送信先はschema.queue_nameとして解析されます。lookup_typeがLDAPの場合、送信先の解決にLDAPサーバーが使用されます。


	
visibility

この要素はオプションです。エンキューがいつ可視になるかを決定します。デフォルトはON_COMMITで、現行のトランザクションがコミットするとエンキューが可視になります。IMMEDIATEが指定されると、エンキューの状態は、リクエスト完了直後に可視になります。エンキューは現行のトランザクションの一部ではありません。操作がそれ自体でトランザクションを形成します。


	
transformation

この要素はオプションです。メッセージをエンキューする前に、PL/SQL変換を開始するように指定します。





message_set

これは必須要素で、1つ以上のメッセージが含まれます。各メッセージはmessage_headerおよびmessage_payloadで構成されます。


message_header

この要素はオプションです。次の子要素が含まれます。

	
sender_id

message_header要素が含まれている場合は、アプリケーション固有の識別子を指定するsender_id要素を含める必要があります。sender_id要素には、agent_name、address、protocolおよびagent_aliasの各要素を含めることができます。agent_alias要素は、LDAPを使用して名前、アドレスおよびプロトコルを解決します。


	
message_id

この要素はオプションです。デキュー時に提供されるメッセージの一意の識別子です。


	
correlation

この要素はオプションです。メッセージの相関識別子です。


	
delay

この要素はオプションです。メッセージが処理可能になるまでの期間(秒)を指定します。


	
expiration

この要素はオプションです。メッセージがデキュー可能な期間(秒)を指定します。このパラメータは遅延からのオフセットです。デフォルトでは、メッセージは期限切れになりません。期限切れになる前にデキューされない場合、メッセージはEXPIRED状態で例外キューに移されます。


	
priority

この要素はオプションです。メッセージの優先度を指定します。優先度は、負数も含めたあらゆる数値で指定できます。数値が小さいほど高い優先度を示します。


	
recipient_list

この要素はオプションです。デフォルトのサブスクライバ・リストに優先する受信者のリストです。各受信者はrecipient_listでrecipient要素として表現され、これにはagent_name、address、protocolおよびagent_alias要素を含めることができます。agent_alias要素は、LDAPを使用して名前、アドレスおよびプロトコルを解決します。


	
message_state

この要素はオプションです。メッセージの状態を指定します。デキュー時に自動的に決定されます。message_stateが0(ゼロ)の場合、メッセージは処理可能な状態です。1の場合、メッセージは遅延の指定秒数に達していません。2の場合、メッセージは処理され、保存されています。3の場合は、メッセージが例外キューに移動されたことを示します。


	
exception_queue

この要素はオプションです。デキューがmax_retries以内の回数で成功しなかった場合、またはメッセージの有効期限が切れた場合、メッセージの移動先キューの名前を指定します。例外キューのメッセージはすべてEXPIRED状態です。

メッセージの移動時に指定された例外キューが存在しない場合、メッセージはキュー表に対応付けられたデフォルトの例外キューに移され、アラート・ログに警告が記録されます。デフォルトの例外キューが使用されると、デキュー時にパラメータがNULL値を戻します。





message_payload

これは必須要素です。送信先キューまたはトピックのペイロード型により、異なる要素が含まれます。様々なペイロード型については、「iDAPクライアントのデキュー・リクエスト」で説明しています。


AQXmlCommit

これはオプションの空要素です。この要素が含まれている場合、トランザクションはリクエストの終了時にコミットされます。




	
関連項目:

iDAPメッセージ・ペイロードの説明は、「インターネット・メッセージ・ペイロード」を参照してください。












iDAPクライアントのデキュー・リクエスト

クライアントのデキュー・リクエストでは、次の要素を含むAQXmlReceiveを使用します。

	
consumer_options


	
AQXmlCommit





consumer_options

これは必須要素です。次の子要素が含まれます。

	
destination

この要素は必須です。メッセージの受信先キューまたはトピックを指定します。destination要素は、送信先の値の解析方法を決定する、オプションのlookup_type属性を持ちます。lookup_typeがDATABASEの場合(デフォルト)、送信先はschema.queue_nameとして解析されます。lookup_typeがLDAPの場合、送信先の解決にLDAPサーバーが使用されます。


	
consumer_name

この要素はオプションです。コンシューマの名前を指定します。コンシューマ名に一致するメッセージのみがアクセスされます。キューがマルチ・コンシューマ用に設定されていない場合、このフィールドは指定しないでください。


	
wait_time

この要素はオプションです。検索基準に一致するメッセージが存在していない場合の待機秒数を指定します。


	
selector

この要素はオプションです。メッセージの選択に使用する基準を指定します。子要素correlation、message_idまたはconditionを含められます。

デキューのcondition要素は、SQL問合せのWHERE句に類似した構文を使用するブール式で指定します。このブール式には、メッセージ・プロパティ、ユーザー・オブジェクト・ペイロードのデータ・プロパティおよびPL/SQLまたはSQLファンクションに関する条件を含めることができます。メッセージ・プロパティには、priority、corridおよびキュー表内の他の列を含めることができます。

メッセージ・ペイロードにデキュー条件を指定するには、句にオブジェクト型の属性を使用します。各属性には、ペイロードを格納するキュー表の特定の列を示す識別子として、接頭辞tab.user_dataが必要です。

デキューのcondition要素は4000文字以内です。




	
注意:

デキュー条件または相関識別子を使用すると、メッセージのデキュー順序が不定になり、キューのソート順序は考慮されません。








	
visibility

この要素はオプションです。デキューがいつ可視になるかを決定します。デフォルトはON_COMMITで、現行のトランザクションがコミットするとデキューが可視になります。IMMEDIATEが指定されると、デキューの状態は、リクエスト完了直後に可視になります。デキューは現行のトランザクションの一部ではありません。操作がそれ自体でトランザクションを形成します。


	
dequeue_mode

この要素はオプションです。デキューに対応付けられたロック動作を指定します。可能な値は、REMOVE、BROWSE、およびLOCKEDです。

REMOVEはデフォルトで、メッセージは読み取られて削除されます。メッセージは、retentionプロパティに基づいて、キュー表に保存できます。BROWSEを指定すると、メッセージのロックを取得しないで、メッセージを読み取ります。これは、SELECT文と同じです。LOCKEDを指定すると、メッセージを読み取って書込みロックを取得します。ロックは、トランザクションが継続している間、有効です。これはUPDATE文の選択と同じです。


	
navigation_mode

この要素はオプションです。取り出されるメッセージの位置を指定します。最初に位置が判断されます。次に検索基準が適用されます。最後にメッセージが取り出されます。可能な値は、FIRST_MESSAGE、NEXT_MESSAGEおよびNEXT_TRANSACTIONです。

FIRST_MESSAGEは、使用可能で検索基準と一致する最初のメッセージを取り出します。その結果、位置がキューの先頭にリセットされます。NEXT_MESSAGEはデフォルトで、使用可能で検索基準と一致する次のメッセージを取り出します。前のメッセージがメッセージ・グループに属する場合は、Oracle Streams Advanced Queuingにより、検索基準に一致し、メッセージ・グループに属する次の使用可能なメッセージが取り出されます。NEXT_TRANSACTIONによって、現行のトランザクション・グループの残りのメッセージがスキップされ、次のトランザクション・グループの最初のメッセージが取り出されます。このオプションは、現行のキューに対してメッセージをグループ化できる場合のみ使用できます。


	
transformation

この要素はオプションです。メッセージをデキューした後に、PL/SQL変換を開始するように指定します。





AQXmlCommit

これはオプションの空要素です。この要素が含まれている場合、トランザクションはリクエストの終了時にコミットされます。






iDAPクライアントの登録リクエスト

登録のクライアント・リクエストにはAQXmlRegisterが使用され、これにはregister_options要素が含まれている必要があります。register_options要素には、次の子要素が含まれます。

	
destination

この要素は必須です。通知の登録先キューまたはトピックを指定します。destination要素は、送信先の値の解析方法を決定する、オプションのlookup_type属性を持ちます。lookup_typeがDATABASEの場合(デフォルト)、送信先はschema.queue_nameとして解析されます。lookup_typeがLDAPの場合、送信先の解決にLDAPサーバーが使用されます。


	
consumer_name

この要素はオプションです。マルチ・コンシューマ・キューまたはトピックのコンシューマ名を指定します。シングル・コンシューマ・キューの場合はこのパラメータを指定しないでください。


	
notify_url

この要素は必須です。メッセージがエンキューされたときの通知の送信先を指定します。書式はhttp://url、mailto://email addressまたはplsql://pl/sql procedureを使用できます。









iDAPクライアントのトランザクション・コミット・リクエスト

セッション中にユーザーが実行するすべてのアクションのコミット・リクエストには、AQXmlCommitを使用します。COMMITリクエストのフォーマットは、次のようになります。


<?xml version="1.0"?>
<Envelope xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">
   <Body>
      <AQXmlCommit xmlns="http://ns.oracle.com/AQ/schemas/access"/>
   </Body>
</Envelope>






iDAPクライアントのトランザクション・ロールバック・リクエスト

セッション中にユーザーが実行するすべてのアクションのロールバック・リクエストには、AQXmlRollbackを使用します。可視性をIMMEDIATEに設定して実行するアクションは、ロールバックされません。iDAPクライアントのROLLBACKリクエストのフォーマットは次のとおりです。


<?xml version="1.0"?>
<Envelope xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">
   <Body>
      <AQXmlRollback xmlns="http://ns.oracle.com/AQ/schemas/access"/>
   </Body>
</Envelope>






エンキュー・リクエストへのiDAPサーバー・レスポンス

シングル・コンシューマ・キューへのエンキュー・リクエストに対するレスポンスでは、AQXmlSendResponseを使用します。次の要素が含まれています。

	
status_response

この要素には、子要素status_code、error_codeおよびerror_messageが含まれます。status_code要素は、成功した場合は値0、失敗した場合は値-1を取ります。error_code要素には、Oracleエラー・コードが含まれます。error_message要素には、エラーの説明が含まれます。


	
send_result

この要素には、子要素destinationおよびmessage_idが含まれます。destination要素では、メッセージが送信された場所を指定します。message_id要素では、送信された各メッセージを一意に識別します。




マルチ・コンシューマ・キューまたはトピックへのエンキュー・リクエストに対するレスポンスでは、AQXmlPublishResponseを使用します。次の要素が含まれています。

	
status_response

この要素には、子要素status_code、error_codeおよびerror_messageが含まれます。status_code要素は、成功した場合は値0、失敗した場合は値-1を取ります。error_code要素には、Oracleエラー・コードが含まれます。error_message要素には、エラーの説明が含まれます。


	
publish_result

この要素には、子要素destinationおよびmessage_idが含まれます。destination要素では、メッセージが送信された場所を指定します。message_id要素では、送信された各メッセージを一意に識別します。









デキュー・リクエストへのiDAPサーバー・レスポンス

デキュー・リクエストに対するレスポンスでは、AQXmlReceiveResponseを使用します。次の要素が含まれています。

	
status_response

この要素には、子要素status_code、error_codeおよびerror_messageが含まれます。status_code要素は、成功した場合は値0、失敗した場合は値-1を取ります。error_code要素には、Oracleエラー・コードが含まれます。error_message要素には、エラーの説明が含まれます。


	
receive_result

この要素には、子要素destinationおよびmessage_setが含まれます。destination要素では、メッセージが送信された場所を指定します。message_set要素では、デキューされたメッセージのセットを指定します。









登録リクエストへのiDAPサーバー・レスポンス

登録リクエストに対するレスポンスでは、AQXmlRegisterResponseを使用します。これには、「デキュー・リクエストへのiDAPサーバー・レスポンス」で説明したstatus_response要素が含まれます。






iDAPコミット・レスポンス

コミット・リクエストに対するレスポンスでは、AQXmlCommitResponseを使用します。これには、「デキュー・リクエストへのiDAPサーバー・レスポンス」で説明したstatus_response要素が含まれます。コミット・リクエストに対するレスポンスは、次のような書式になります。


<?xml version = '1.0'?>
<Envelope xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/">
   <Body>
      <AQXmlCommitResponse xmlns="http://ns.oracle.com/AQ/schemas/access">
         <status_response>
            <status_code>0</status_code>
         </status_response>
      </AQXmlCommitResponse>
   </Body>
</Envelope>






iDAPロールバック・レスポンス

ロールバック・リクエストに対するレスポンスでは、AQXmlRollbackResponseを使用します。これには、「デキュー・リクエストへのiDAPサーバー・レスポンス」で説明したstatus_response要素が含まれます。






iDAP通知

クライアントが登録したイベントが発生した場合、REGISTERリクエストで指定したURLにAQXmlNotificationを使用してクライアントへの通知が送信されます。次の要素が含まれています。

	
notification_options

この要素には、子要素destinationおよびconsumer_nameがあります。destination要素では、イベントが発生した送信先キューまたはトピックを指定します。consumer_name要素では、イベントが発生したコンシューマ名を指定します。マルチ・コンシューマ・キューまたはトピックにのみ適用されます。


	
message_set

この要素ではメッセージ・プロパティのセットを指定します。









エラー発生時のiDAPレスポンス

前述のいずれかのリクエストでエラーが発生した場合、FAULT要素が生成されます。FAULT要素には、次の要素が含まれます。

	
faultcode

この要素では、失敗を示すエラー・コードを指定します。


	
faultstring

この要素は、クライアント・エラーまたはサーバー・エラーを示します。クライアント・エラーは、リクエストが無効であることを示します。サーバー・エラーは、Oracle Streams Advanced Queuingサーブレットが正しく設定されていないことを示します。


	
detail

この要素には、「デキュー・リクエストへのiDAPサーバー・レスポンス」で説明したstatus_response要素が含まれます。











電子メールによるメッセージの通知

ここでは、データベースの電子メール通知の設定手順を説明します。

	
Oracle Streams Advanced Queuing管理者としてDBMS_AQELM.SET_MAILHOSTを起動し、SMTPメール・ホストを設定します。


	
Oracle Streams Advanced Queuing管理者としてDBMS_AQELM.SET_MAILPORTを起動し、SMTPメール・ポートを設定します。特別な場合を除き、デフォルトの25に設定します。


	
DBMS_AQELM.SET_SENDFROMを起動してSendFromアドレスを設定します。


	
設定後、Oracle Call Interface(OCI)またはPL/SQL APIを使用することで、電子メール通知の登録ができます。















用語集



ユーザー定義型

抽象データ型です。






API

「Application Program Interface」を参照してください。






Application Program Interface

アプリケーション・プログラムがオペレーティング・システムおよびその他のサービスにアクセスする場合のコール規則です。






近似CSCN

メッセージをコミット時間キューにエンキューしたトランザクションがコミットされる時点の、データベースの現在のSCNに基づくシステム変更番号の近似値です。






非同期

マルチタスキング・システム内で、独立してバックグラウンドでの実行を継続できるプロセスを非同期プロセスと呼びます。その他のプロセスは非同期プロセスの終了前に開始できます。「同期」の反対語です。





BFILE

オペレーティング・システム内に常駐するデータベース表領域の外に存在する外部のバイナリ・ファイルです。






バイナリ・ラージ・オブジェクト

内容がバイナリ・データで構成されるラージ・オブジェクトのデータ型です。このデータは、データ構造がデータベースに認識されないため、RAW型とみなされます。






BLOB

「バイナリ・ラージ・オブジェクト」を参照してください。





ブロードキャスト

メッセージ・プロデューサに、メッセージ・コンシューマの識別情報が伝達されないパブリッシュ・サブスクライブ・モードです。このモードは、ラジオ放送局またはテレビ放送局と類似しています。





バッファ・キュー

バッファ・キューは、バッファ属性を持つメッセージ(バッファ済メッセージ)のキューイングおよびメモリー内でのマテリアライズをサポートしています。バッファ済メッセージ専用のメモリーが新規メッセージ用に必要になる、またはバッファ済メッセージがメモリー内で指定の期間を超えると、そのバッファ済メッセージは基礎となるキュー表にスワップされます。バッファ済メッセージ用のメモリーは、ストリーム・プールと呼ばれる別のプールから取得されます。データベースがバウンスされた場合、バッファ済メッセージはリカバリできません。バッファ済属性が設定されていないメッセージは、基礎となる永続キュー表に永続メッセージとしてキューイングされます。






標準

対象の通常または標準の状態、または方法です。






キャラクタ・ラージ・オブジェクト

値がデータベース・キャラクタ・セットに対応する文字データで構成されたラージ・オブジェクトのデータ型です。キャラクタ・ラージ・オブジェクトは、Oracle Text検索エンジンで索引付けおよび検索できます。





ConnectionFactory

ConnectionFactoryは、管理者によって定義された接続構成パラメータの集合をカプセル化します。クライアントはこれを使用してJava Message Serviceプロバイダとの接続を確立します。





CLOB

「キャラクタ・ラージ・オブジェクト」を参照してください。






コミット時間キュー

メッセージが近似CSCN値で順序付けされるキューです。






コンシューマ

メッセージのデキューが可能なユーザーまたはアプリケーションです。





データ操作言語

データ操作言語(DML)文ではデータベースのデータを操作します。たとえば、表の行の問合せ、挿入、更新および削除はいずれもDML操作で、表またはビューのロックおよびSQL文の実行計画の調査もDML操作です。






データベース・コンフィギュレーション・アシスタント

データベースの作成と削除およびデータベース・テンプレートの管理を行うためのOracle Databaseツールです。





DBCA

「Database Configuration Assistant」を参照してください。






デキュー

キューからメッセージを取り出すことです。





DML

「データ操作言語」を参照してください。






エンキュー

メッセージをキューに配置することです。JMS用語では、エンキューを送信といいます。






例外キュー

なんらかの理由でメッセージを取り出して処理できない場合、メッセージが例外キューに転送されます。






iDAP

「Internet Data Access Presentation」を参照してください。





索引構成表

通常の表では、データは順不同のコレクションとして格納されますが、索引構成表のデータは、Bツリー索引構造に主キーでソートされて格納されます。Bツリーの各索引エントリには、索引構成表の行の主キーの列値のみでなく、非キーの列値も格納されます。






Internet Data Access Presentation

Oracle Streams Advanced Queuing操作のためのSimple Object Access Protocol(SOAP)仕様です。iDAPによってSOAPリクエストの本体にXMLメッセージ構造が定義されます。iDAP構造のメッセージは、インターネット上でHTTPを使用して転送されます。






プロセス間通信

1つのプロセスと別のプロセスとの間でのデータ交換のことで、プロセスは同じコンピュータ内である場合と、ネットワーク上である場合とがあります。リクエストに対するレスポンスを保証するプロトコルが暗示されます。





IOT

「索引構成表」を参照してください。






IPC

「プロセス間通信」を参照してください。






Java Database Connectivity

Sun社によって定義された業界標準のJavaインタフェースで、Javaプログラムからリレーショナル・データベースに接続する場合に使用します。






Java Message Service

Sun社、オラクル社、IBM社およびその他のベンダーが定義したメッセージ交換機能標準です。JMSは、JMSクライアントが企業のメッセージ関連製品の機能にアクセスする方法を定義する、インタフェースおよび対応するセマンティクスの集合です。






Java Naming and Directory Interface

Javaプログラムをネーミングおよびディレクトリ・サービスに接続するSun社のプログラミング・インタフェースです。






Java Virtual Machine

コンパイル済Javaバイトコードをプラットフォームのマシン言語に変換し実行するJavaインタプリタです。JVMは、クライアント、ブラウザ、中間層、イントラネットの他、Oracle Application Server 10gなどのアプリケーション・サーバーまたはOracle Database 10gなどのデータベース・サーバーで実行できます。





JDBC

「Java Database Connectivity」を参照してください。






JDBCドライバ

特定のデータベースへのアクセスを可能にするJava Database Connectivityのベンダー固有レイヤーです。Oracle Databaseでは、Thin、OCIおよびKPRBの3種類のJDBCドライバが使用できます。






JMS

「Java Message Service」を参照してください。





JMSコネクション

クライアントとそのJMSプロバイダ間のアクティブなコネクションです。通常は、クライアントとプロバイダのサービス・デーモン間のオープンなTCP/IPソケット(または一連のオープン・ソケット)を指します。






JMSメッセージ

JMSメッセージは、ヘッダー、1つ以上のオプション・プロパティおよびメッセージ・ペイロードで構成されます。






JMSセッション

メッセージの作成および処理用の単一スレッドのコンテキストです。






JMSトピック

その他のOracle Streams Advanced Queuingインタフェースのマルチ・コンシューマ・キューと同等です。





JNDI

「Java Naming and Directory Interface」を参照してください。





Jnnn

ジョブ・キュー・プロセスです。





JServer

Oracle Databaseのメモリー領域で実行されるJava Virtual Machineです。






JVM

「Java Virtual Machine」を参照してください。






ラージ・オブジェクト

BFILE、BLOB、CLOBおよびNCLOBの各オブジェクトで構成されるSQLデータ型のクラスです。





LDAP

「Lightweight Directory Access Protocol」を参照してください。






Lightweight Directory Access Protocol

標準の拡張可能ディレクトリ・アクセス・プロトコル。LDAPクライアントおよびサーバーが通信に使用する共通言語です。Oracle Internet Directoryなど、業界標準のディレクトリ製品をサポートする設計規則のフレームワーク。





LOB

「ラージ・オブジェクト」を参照してください。





ローカル・コンシューマ

ローカル・コンシューマは、プロデューサがそのメッセージをエンキューしたキューからメッセージをデキューします。





論理変更レコード

取得プロセスまたはユーザー・アプリケーションによってREDOログから取得され、データベース変更を記述する特定の書式を持つオブジェクトです。取得プロセスは、論理変更レコード(LCR)のみを含むメッセージをANYDATAキューにエンキューします。パフォーマンス向上のために、これらのLCRは常にバッファ・キューに格納されます。






メッセージ

キューに挿入する情報および取り出す情報の最小単位です。メッセージは、制御情報(メタデータ)とペイロード(データ)で構成されます。





マルチキャスト

メッセージ・プロデューサに、各コンシューマの識別情報が伝達されるパブリッシュ・サブスクライブ・モードです。このモードは、Point-to-Multipointとも呼ばれます。






各国語キャラクタ・ラージ・オブジェクト

値がデータベースの各国語キャラクタ・セットに対応する文字データで構成されたラージ・オブジェクトのデータ型です。





NCLOB

「各国語キャラクタ・ラージ・オブジェクト」を参照してください。






非永続

非永続キューは、メッセージをメモリーに格納します。これらは、通常、現在接続されているすべてのユーザーに通知を送信する非同期メカニズムを提供するために使用されます。非永続キューは、Oracle Streams Advanced Queuing 10gリリース2(10.2)では非推奨です。かわりにバッファ済メッセージを使用することをお薦めします。






非トランザクション

一度に1つのメッセージのみをエンキューおよびデキューできます。






オブジェクト型

オブジェクト型には、データ構造と、そのデータの操作に必要な関数およびプロシージャがカプセル化されています。CREATE TYPE文を使用してオブジェクト型を定義する場合は、実在のオブジェクトに対応する抽象テンプレートを作成します。





OCI

「Oracle Call Interface」を参照してください。





OJMS

「Oracle Java Message Service」を参照してください。





OLTP

「オンライン・トランザクション処理」を参照してください。






オンライン・トランザクション処理

オンライン・トランザクション処理システムは、トランザクション処理の高速化および信頼性の向上を目的として最適化されています。データ・ウェアハウス・システムと比較して、OLTPの相互作用で扱われる行が少なく、表のグループが大きいのが通例です。





OO4O

「Oracle Objects for OLE」を参照してください。






Oracle Call Interface

Oracle Databaseでのデータ操作およびスキーマ操作を可能にするアプリケーション・プログラミング・インタフェースです。






Oracle Java Message Service

Oracle Java Message Service(OJMS)には、Java Message Service(JMS)標準に基づいた、Oracle Streams Advanced Queuing用のJava APIが用意されています。OJMSは、標準のJMSインタフェースをサポートしている他、標準以外のOracle Streams Advanced Queuing管理操作や他のOracle Streams Advanced Queuing機能をサポートする拡張機能を備えています。






Oracle Objects for OLE

カスタム・コントロール(OCXまたはActiveX)とObject Linking and Embedding(OLE)インプロセス・サーバーを組み合せると、Oracle Databaseの固有の機能をWindowsアプリケーションに組み込むことができます。






プロデューサ

メッセージのエンキューが可能なユーザーまたはアプリケーションです。






伝播

あるキューのメッセージを別の(ローカルまたはリモート)キューにコピーすることです。






パブリッシュ/サブスクライブ

プロデューサから、1つ以上のマルチ・コンシューマ・キューにエンキューされたメッセージが、複数のサブスクライバによってデキューされるメッセージ交換の方式です。パブリッシュ・サブスクライブ・メッセージには、広範囲なブロードキャストと呼ばれるモード、または対象範囲が狭いマルチキャストと呼ばれるモードを設定できます。





QMNC

キュー・モニター・コーディネータです。システムの負荷に応じて、qXXXというスレーブを動的に起動します。スレーブは様々なバックグラウンド・タスクを実行します。





QMNn

キュー・モニター・プロセスです。






キュー

メッセージ・システムがメッセージを格納する場合に使用する抽象的な記憶単位です。





キュー表

キューが格納されるデータベース表です。各キュー表には、デフォルトの例外キューがあります。






受信者

メッセージを取り出す権限を、エンキュー元またはキュー管理者から付与されたエージェントです。エンキュー元は、メッセージの受信者としてメッセージを取り出すことができるコンシューマを明示的に指定できます。キュー管理者は、キューからメッセージを取り出すことができる受信者のデフォルト・リストを指定できます。デフォルト・リストで指定される受信者は、サブスクライバと呼ばれます。受信者の指定がないメッセージがエンキューされると、そのメッセージはすべてのサブスクライバに送信されます。キュー内の特定のメッセージに特定の受信者(そのキューのサブスクライバであってもなくても可)を指定することで、サブスクライバ・リストをオーバーライドできます。

受信者の名前のみを指定した場合、その受信者は、メッセージをエンキューされたキューからデキューする必要があります。プロトコルの値を0(ゼロ)に設定して、受信者の名前およびアドレスを指定する場合、そのアドレスは、同じデータベースまたは別途インストールしたOracle Databaseの別のキューの名前にする必要があります。受信者の名前がNULLの場合、メッセージはアドレスに指定されたキューに伝播され、アドレスに指定されたキューのサブスクライバによってデキューされます。プロトコル・フィールドの値が0(ゼロ)でない場合、名前およびアドレスのフィールドはシステムにより無視され、メッセージは特定のコンシューマによってデキューされます。






リモート・コンシューマ

リモート・コンシューマは、メッセージがエンキューされたキューとは異なるキューからデキューします。





ルール

サブスクライバのメッセージ・サブスクライブへの関心を定義するブール式です。これらの式で使用される構文は、SQL問合せのWHERE句に類似しており、メッセージ・プロパティ(現行では、優先順位および相関識別子)、ユーザー・データ・プロパティ(オブジェクト・ペイロードのみ)およびファンクションに関する条件を含めることができます。ルールの評価結果がTRUEであれば、受信者が指定されていない場合でも、メッセージは、そのルールに対応付けられたサブスクライバに送信されます。






ルール・エンジン

ルールを評価するOracle Databaseソフトウェアです。ルールとは、イベントが発生し条件が満たされたときに、クライアントがアクションを実行することを可能にするデータベース・オブジェクトです。ルールはSQL問合せのWHERE句の条件に類似しています。ユーザー作成のアプリケーションも、Oracle Streams Advanced QueuingなどのOracle Databaseの機能も、ルール・エンジンのクライアントにすることができます。






スキーマ

表、ビュー、順序、ストアド・プロシージャ、シノニム、索引、クラスタ、データベース・リンクなどの論理構造を含むデータベース・オブジェクトの集合体です。スキーマには、そのスキーマを制御するユーザー名が付けられます。





送信

エンキューのJMS用語です。





サーブレット

ネットワーク・サービスの一部として実行され、クライアントのリクエストに応答するJavaプログラムです。通常は、HTTPサーバーのことです。





SGA

「システム・グローバル領域」を参照してください。






Simple Object Access Protocol

HTTPを介したXMLを使用してコードを起動する場合の最小限の規則で、World Wide Web Consortiumによって定義されました。





SOAP

「Simple Object Access Protocol」を参照してください。






サブスクライバ

キューからメッセージを取り出す権限を、キュー管理者から付与されたエージェントです。






システム・グローバル領域

Oracle Databaseの1つのインスタンスのデータおよび制御情報を含む、共有メモリー構造のグループです。Oracle Databaseのインスタンスは、SGAとOracle Databaseのプロセスで構成されます。インスタンスを起動すると、Oracle DatabaseによってSGAのメモリーが自動的に割り当てられ、インスタンスを停止すると、オペレーティング・システムからそのメモリーが解放されます。SGAは、1インスタンスにつき1つ割り当てられます。






同期

複数のプロセスが、共通のタイミング信号など、特定のイベントの発生に依存することを同期と呼びます。「非同期」の反対語です。






トランザクション

複数のメッセージをグループ化して同時エンキューまたは同時デキューすることが可能な状態です。






変換

2つのOracleデータ型のマッピングです。ソース・データ型を入力として取り、ターゲット・データ型のオブジェクトを返すSQLファンクションとして表されます。メッセージをキューに入れる前に正しいデータ型に変換するために、変換はエンキュー時に指定できます。メッセージを所定の形式で受信することは、デキュー中に指定できます。リモート・コンシューマにより指定された場合、メッセージは、宛先のキューに伝播する前に変換されます。






ユーザー・キュー

通常のメッセージ処理に使用されるキューです。





VARRAY

順序付けされたデータ要素のセットです。1つの配列内に存在する要素のデータ型はすべて同じです。各要素には、配列内の位置に対応する番号が付けられており、この番号をインデックスと呼びます。配列のサイズは、配列内の要素数によって表されます。Oracle Databaseでは、配列のサイズ変更ができます。






ワイルドカード

文字列比較で、どの文字にも一致する特殊文字または特殊文字列です。






ワークフロー

プロジェクトまたはビジネス取引の開始から終了までの全アクティビティ相互間の一連の関係です。アクティビティは、種類の異なるトリガー・リレーションによって関連付けられています。外部イベントや別のアクティビティによってアクティビティがトリガーされる場合もあります。












はじめに

このマニュアルでは、Oracle Streams Advanced Queuing(AQ)を使用したアプリケーションの開発および統合に関する機能について説明します。この情報は、特に指定されないかぎり、すべてのプラットフォームで実行するOracle Databaseサーバーの各バージョンに適用されます。

内容は次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このマニュアルは、Oracle Streams Advanced Queuingを使用するアプリケーションを開発するプログラマを対象としています。

このマニュアルを使用するには、アプリケーション・レベルの開発言語とオブジェクト・リレーショナル・データベース管理の概念に関する知識が必要です。





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。

	
『Oracle Databaseアプリケーション開発者ガイド』


	
『Oracle Database PL/SQL言語リファレンス』


	
『Oracle Streams Advanced Queuing Java API Reference』


	
『Oracle Database PL/SQLパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』


	
『Oracle Streams概要および管理』


	
『Oracle XML DB開発者ガイド』




このマニュアルでは、多くの例が、Oracle Databaseのインストール時に「基本インストール」オプションを選択した場合にデフォルトでインストールされるサンプル・スキーマを使用しています。スキーマの作成方法および使用方法の詳細は、『Oracle Databaseサンプル・スキーマ』を参照してください。





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















索引

A  B  C  D  E  F  G  H  I  J  L  M  N  O  P  Q  R  S  T  U  V  W  X 


記号

	(G)V$BUFFERED_PUBLISHERS
	
	インスタンスにあるすべてのバッファ済パブリッシャ, 9.26



	(G)V$BUFFERED_SUBSCRIBERS
	
	インスタンスにあるすべてのバッファ済キューのサブスクライバ, 9.25



	(G)V$PERSISTENT_PUBLISHERS
	
	データベースにある永続キューのすべてのアクティブなパブリッシャ, 9.30



	(G)V$PERSISTENT_QMN_CACHE
	
	永続キューのバックグラウンド・タスクのパフォーマンス統計, 9.28



	(G)V$PERSISTENT_QUEUES
	
	データベースにあるすべてのアクティブな永続キュー, 9.27



	(G)V$PERSISTENT_SUBSCRIBERS
	
	データベースにある永続キューのすべてのアクティブなサブスクライバ, 9.29



	(G)V$PROPAGATION_RECEIVER
	
	受信(宛先)側のバッファ・キュー伝播スケジュール, 9.32



	(G)V$PROPAGATION_SENDER
	
	送信(ソース)側のバッファ・キュー伝播スケジュール, 9.31



	(G)V$STREAMSMETRIC
	
	最新の間隔のストリーム・メトリック, 9.35



	(G)V$STREAMSMETRIC_HISTORY
	
	過去1時間のストリーム・メトリック, 9.36



	(G)V$SUBSCR_REGISTRATION_STATS
	
	通知の診断性, 9.33








A

	アクセス
	
	オブジェクト型, 4.2.1.3



	アクセス制御
	
	JMSでの宛先レベル, 11.1.4
	キュー・レベル, 1.2
	システム・レベル, 1.2
	
	JMS, 11.1.3






	サブスクライバの追加, 8.5.1
	管理
	
	メッセージ・ゲートウェイ, 17.3.1



	Oracle Streams AQへの管理インタフェース
	
	比較, 3.8.1



	AdtMessage
	
	説明, 11.2.3.6
	作成, 15.1.13



	エージェント・ユーザー
	
	メッセージ・ゲートウェイ・エージェントの作成, 18.2.6



	エージェント
	
	AQjmsエージェント
	
	作成, 15.5



	メッセージ・ゲートウェイ
	
	説明, 17.3.2
	エージェントの構成, 19.1
	監視, 21.2
	Oracle RAC上でのエージェントの実行, 19.2.4
	エージェントの停止, 19.2.2
	エージェントの起動, 19.2.1






	別名
	
	LDAPサーバーへの追加, 8.8
	LDAPサーバーからの削除, 8.9
	パラメータ
	
	別名, 8.8
	obj_location, 8.8






	ALL_QUEUE_SUBSCRIBERS, 9.15
	ALL_QUEUE_TABLES
	
	現行ユーザーがアクセス可能なキュー表のキュー, 9.3



	ALL_QUEUES, 9.6
	変更
	
	AQエージェント, 8.7.2
	伝播, 8.6.3
	キュー表, 8.1.2
	キュー, 8.2.2
	サブスクライバ, 8.5.2
	変換, 8.3.2



	ANYDATAデータ型
	
	適用プロセス, 構成, 23.4
	デキュー
	
	例, 22.4, 23.7
	明示的, 構成, 23.5
	JMSの使用, 22.1.2.4
	OCIの使用, 22.1.2.4
	PL/SQLの使用, 22.1.2.3



	エンキュー
	
	例, 22.3, 23.6
	プロシージャ, 作成, 23.3
	JMSの使用, 22.1.2.2
	OCIの使用, 22.1.2.2
	PL/SQLの使用, 22.1.2.1



	メッセージの伝播, 22.2
	伝播例, 22.5, 22.6
	キュー表, 8.1.1
	キュー
	
	説明, 22.1
	作成, 23.2



	メッセージ用ラッパー, 22.1.1



	ANYDATA.ConvertObject, 22.1.2.1
	アプリケーション開発
	
	説明, 1.3
	クライアント/サーバー通信, 1.3.1
	インターネット操作, 1.3
	パブリッシュ・サブスクライブ, 1.3.4
	サード・パーティのメッセージ, 1.3
	ワークフロー, 1.3.3



	適用プロセス
	
	構成, 23.4
	適用されたメッセージの問合せ, 23.7



	AQエージェント
	
	LDAPサーバーへの追加, 10.10
	変更, 8.7.2
	作成, 8.7.1
	削除, 8.7.3
	パラメータ
	
	agent_name, 8.7.1
	certificate_location, 8.7.1
	enable_anyp, 8.7.1
	enable_http, 8.7.1



	LDAPサーバーからの削除, 10.11



	AQメッセージ・プロパティ型, 2.11
	AQサーブレット
	
	デプロイ, 6.2
	HTTPを使用したレスポンス, 6.1.5



	AQシステム権限
	
	付与, 8.4.1
	
	JMS, 12.9.1



	取消し, 8.4.2
	
	JMS, 12.9.2






	AQ$_AGENT, 2.3
	AQ$_AGENT_LIST_T, 2.5
	AQ$_POST_INFO_LIST, 2.8, 2.8
	AQ$_QUEUE_TABLE_NAME_D, 8.1.1
	AQ$_QUEUE_TABLE_NAME_E, 8.1.1
	AQ$_QUEUE_TABLE_NAME_H, 8.1.1
	AQ$_QUEUE_TABLE_NAME_I, 8.1.1
	AQ$_QUEUE_TABLE_NAME_P, 8.1.1
	AQ$_QUEUE_TABLE_NAME_S, 8.1.1
	AQ$_QUEUE_TABLE_NAME_T, 8.1.1
	AQ$_RECIPIENT_LIST_T, 2.4
	AQ$_REG_INFO_LIST, 2.7
	AQ$_SUBSCRIBER_LIST_T, 2.6
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19 Oracle Messaging Gatewayの操作

Oracle Messaging Gateway(MGW)をロードおよび設定すると、構成および実行が可能になります。DBMS_MGWADM.ALTER_AGENTを使用して、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントがデータベース接続の確立に使用するユーザー名、パスワード、データベース指定子および接続タイプを設定できます。

内容は次のとおりです。

	
Oracle Messaging Gatewayのエージェントの構成


	
Oracle Messaging Gatewayのエージェントの起動と停止


	
メッセージ・システム・リンクの構成


	
Oracle以外のメッセージ・システムのキューの構成


	
Oracle Messaging Gatewayの伝播ジョブの構成


	
伝播ジョブ、サブスクライバおよびスケジュール


	
構成プロパティ







	
注意:

例で示すすべてのコマンドは、MGW_ADMINISTRATOR_ROLEが付与されたユーザーが実行する必要があります。










	
関連項目:

『Oracle Database PL/SQLパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』のDBMS_MGWADMおよびDBMS_MGWMSGに関する項









Oracle Messaging Gatewayのエージェントの構成

メッセージは、Oracle Streams Advanced QueuingとOracle以外のメッセージ・システム間でメッセージ・ゲートウェイによって伝播されます。メッセージ・ゲートウェイ・エージェントは、Oracle Databaseサーバーの外部プロセスとして実行されます。

メッセージ・ゲートウェイでは、1つのデータベースに対して複数のエージェントがサポートされています。デフォルトのエージェントは、DEFAULT_AGENTという名前で自動的に作成されます。伝播ジョブの分離およびグループ化、Oracle RAC環境での拡張を可能にする他の名前のエージェントも作成できます。通常、Oracle RAC環境でない1つのインスタンスの場合、デフォルトのエージェントのみで十分です。

この項の内容は次のとおりです。

	
メッセージ・ゲートウェイ・エージェントの作成


	
メッセージ・ゲートウェイ・エージェントの削除


	
データベース接続


	
リソース制限






メッセージ・ゲートウェイ・エージェントの作成

DBMS_MGWADM.CREATE_AGENTを使用して、追加のメッセージ・ゲートウェイ・エージェントを作成できます。メッセージ・エージェントのデフォルトのエージェントであるDEFAULT_AGENTは、メッセージ・エージェントがインストールされると自動的に作成され、常駐するようになります。

エージェントは、作成時または作成後に、DBMS_MGWADM.ALTER_AGENTを使用して、エージェント・ユーザー、接続情報、データベース・サービスおよびリソース制限で構成できます。メッセージ・ゲートウェイ・エージェントは、起動前に、MGW_AGENT_ROLEロールが付与されているデータベース・ユーザーで構成される必要があります。

例19-1では、myagentという名前のエージェントを作成し、エージェント・ユーザーのデータベース接続情報を指定します。デフォルト値は、その他すべてのパラメータに対して使用されます。


例19-1 メッセージ・ゲートウェイ・エージェントの作成


SQL> exec DBMS_MGWADM.CREATE_AGENT(
                         agent_name  => 'myagent',
                         username    => 'mgwagent',
                         password    => 'mgwagent_password',
                         database    => 'mydatabase');








メッセージ・ゲートウェイ・エージェントの削除

メッセージ・ゲートウェイ・エージェントは、DBMS_MGWADM.REMOVE_AGENTをコールすることによって削除できます。エージェントを削除する前に、そのエージェントに関連付けられているすべてのメッセージ・ゲートウェイのリンクを削除し、そのエージェントを停止する必要があります。デフォルトのエージェントのDEFAULT_AGENTは削除できません。例19-2では、myagentというエージェントを削除します。


例19-2 メッセージ・ゲートウェイ・エージェントの削除


SQL> exec DBMS_MGWADM.REMOVE_AGENT(agent_name   => 'myagent');








データベース接続

メッセージ・ゲートウェイ・エージェントは、データベースの外部プロセスとして実行されます。Oracle Streams Advanced Queuingおよびメッセージ・ゲートウェイ・パッケージにアクセスするには、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントからデータベースへの接続を確立する必要があります。DBMS_MGWADM.ALTER_AGENTを使用して、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントがデータベース接続の確立に使用するユーザー名、パスワードおよびデータベース接続文字列を設定できます。メッセージ・ゲートウェイ・エージェントを起動するには、ユーザーにMGW_AGENT_ROLEが付与されている必要があります。

例19-3は、ネット・サービス名mydatabaseを使用して、パスワードmgwagent_passwordのユーザーmgwagentに対して構成されているメッセージ・ゲートウェイのデフォルトのエージェントを示したものです。


例19-3 データベース接続情報の設定


SQL> exec DBMS_MGWADM.ALTER_AGENT (
                             agent_name => 'default_agent',
                             username   => 'mgwagent', 
                             password   => 'mgwagent_password',
                             database   => 'mydatabase');








リソース制限

DBMS_MGWADM.ALTER_AGENTを使用して、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントのリソース制限を設定できます。たとえば、メッセージ・ゲートウェイ・エージェント・プロセスのヒープ・サイズ、およびそのエージェント・プロセスで使用される伝播スレッド数を設定できます。デフォルト値は、メモリー・ヒープ64MBおよび伝播スレッド1です。特定のエージェントの場合、エージェントがDBMS_MGWADM.CREATE_AGENTによって作成されるときにこれらの値を指定することもできます。

例19-4では、myagentというエージェントについて、ヒープ・サイズ96MB、伝播スレッド2を設定します。


例19-4 リソース制限の設定


SQL> exec DBMS_MGWADM.ALTER_AGENT(
                        agent_name  => 'myagent',
                        max_memory  => 96,
                        max_threads => 2);




メッセージ・ゲートウェイ・エージェントを実行中に、メモリー・ヒープ・サイズと伝播スレッド数は変更できません。








Oracle Messaging Gatewayのエージェントの起動と停止

この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle Messaging Gatewayのエージェントの起動


	
Oracle Messaging Gatewayのエージェントの停止


	
Oracle Messaging Gatewayのエージェントのスケジューラのジョブ


	
Oracle RAC上でのOracle Messaging Gatewayのエージェントの実行






Oracle Messaging Gatewayのエージェントの起動

メッセージ・ゲートウェイ・エージェントが構成されたら、DBMS_MGWADM.STARTUPを使用して起動できます。例19-5に、デフォルトのエージェントおよびmyagentエージェントの起動方法を示します。


例19-5 メッセージ・ゲートウェイ・エージェントの起動


SQL> exec DBMS_MGWADM.STARTUP;
SQL> exec DBMS_MGWADM.STARTUP ('myagent');




第21章「Oracle Messaging Gatewayの監視」で説明されているように、MGW_GATEWAYビューを使用してメッセージ・ゲートウェイ・エージェントのステータスをチェックできます。






Oracle Messaging Gatewayのエージェントの停止

DBMS_MGWADM.SHUTDOWNを使用して、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントを停止できます。例19-6に、Messaging Gatewayのデフォルトのエージェントおよびmyagentエージェントの停止方法を示します。


例19-6 メッセージ・ゲートウェイ・エージェントの停止


SQL> exec DBMS_MGWADM.SHUTDOWN;
SQL> exec DBMS_MGWADM.SHUTDOWN ('myagent');




第21章「Oracle Messaging Gatewayの監視」で説明されているように、MGW_GATEWAYビューを使用してメッセージ・ゲートウェイ・エージェントが正常に停止したかどうかをチェックできます。






Oracle Messaging Gatewayのエージェントのスケジューラのジョブ

メッセージ・ゲートウェイでは、Schedulerジョブを使用して、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントを起動します。このジョブは、DBMS_MGWADM.STARTUPプロシージャをコールすると作成されます。ジョブを実行すると、外部プロセスでメッセージ・ゲートウェイ・エージェントを作成する外部プロシージャがコールされます。ジョブは、次の場合に削除されます。

	
DBMS_MGWADM.SHUTDOWNがコールされたためにエージェントが停止する場合


	
再起動不能エラーが発生したためにエージェントが終了する場合




メッセージ・ゲートウェイは、DBMS_SCHEDULERを使用して、繰返し間隔1分で繰返し可能なSchedulerジョブを作成します。ジョブの所有者はSYSです。データベースの停止、データベースの障害または再起動可能なエラーによって指定したジョブ・インスタンスが終了したとき、繰返しジョブによってメッセージ・ゲートウェイ・エージェントは、自動的に再起動が可能になります。指定した時間に実行できるメッセージ・ゲートウェイ・エージェント・ジョブのインスタンスは1つのみです。

各エージェントは、Schedulerジョブ・クラスを使用して、エージェントのSchedulerジョブのサービス・アフィニティを指定します。Schedulerジョブ・クラスは、DBMS_MGWADM.CREATE_AGENTまたはDBMS_MGWADM.ALTER_AGENTで指定されるデータベース・サービスで構成されます。データベース・サービスの設定は、データベース管理者が担当します。いずれのデータベース・サービスも指定されない場合、各インスタンスにマップされているデフォルトのデータベース・サービスが使用されます。

メッセージ・ゲートウェイのデフォルトのエージェントで使用されるSchedulerジョブ・クラスの名前は、SYS.MGW_JOBCLS_DEFAULT_AGENTです。デフォルトのエージェントによって使用されるSchedulerジョブの名前は、SYS.MGW_JOB_DEFAULT_AGENTです。

メッセージ・ゲートウェイの指定エージェントで使用されるSchedulerジョブ・クラスの名前は、SYS.MGW_JOBCLS_<agent_name>です。指定エージェントによって使用されるSchedulerジョブの名前は、SYS.MGW_JOB_<agent_name>です。

エージェント・ジョブにエラーが発生すると、エラーは再起動可能エラーと再起動不能エラーに分類されます。再起動可能エラーとは、エージェント・ジョブを再起動すると解決する問題を指します。再起動不能エラーとは、永続的なものでエージェント・ジョブを再起動しても、再度発生する問題を指します。ORA-01089(即時シャットダウン処理中)およびORA-28576(外部プロシージャ・エージェントへのRPC接続が失われました)は、再起動可能エラー例です。ORA-06520(外部ライブラリのロード中にエラーが発生しました)は、再起動不能エラーの例です。

メッセージ・ゲートウェイでは、データベース停止トリガーを使用します。メッセージ・ゲートウェイ・エージェントが停止中のインスタンス上で起動されると、トリガーによってエージェントの停止が通知され、通知を受け取るとエージェントは現在の実行を終了します。ジョブ・スケジューラによって、後で自動的にジョブの再実行がスケジュールされます。

データベース機能障害またはエージェント・ジョブによって検出された再起動不能エラーのため、メッセージ・ゲートウェイ・エージェント・ジョブが終了する場合は、ジョブは削除されず、後でジョブ・スケジューラによって自動的にジョブの再実行がスケジュールされます。

MGW_GATEWAYビューには、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントを実行中のエージェント・ステータス、データベース・サービスおよびデータベース・インスタンスが表示されます。Oracle Schedulerビューで、Schedulerジョブ、ジョブ・クラスおよびジョブ実行の詳細に関する情報を確認できます。




	
関連項目:

	
『Oracle Database PL/SQLパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』のDBMS_SCHEDULERに関する項


	
第21章「Oracle Messaging Gatewayの監視」

















Oracle RAC上でのOracle Messaging Gatewayのエージェントの実行

Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)環境とOracle RAC以外の環境で、メッセージ・ゲートウェイ・ジョブの起動原理と停止原理が同じ場合は、Oracle RAC環境に対して、いくつかの点を考慮する必要があります。

Oracle RAC環境でも、構成済のメッセージ・ゲートウェイ・エージェントごとに1つのプロセスを実行できます。たとえば、デフォルトのエージェントと2つの指定エージェントがエージェント・ユーザーで構成されている場合、これら3つのエージェントはすべて同時に実行できます。各エージェントに関連付けられているデータベース・サービスが、エージェントのSchedulerジョブのサービス・アフィニティ、およびエージェント・プロセスが実行されるデータベースのインスタンスを決定します。

Oracle RAC環境でデータベース・インスタンスを停止すると、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントが停止中のインスタンスで実行中の場合のみ、メッセージ・ゲートウェイ停止トリガーによってエージェントに停止が通知されます。インスタンスが再起動されると、ジョブ・スケジューラによって自動的に別のインスタンスでジョブの今後の再実行がスケジュールされるか、または停止時のインスタンスでのみジョブを実行できる場合は、そのインスタンスで再実行するジョブがスケジュールされます。

メッセージ・ゲートウェイ・エージェントによるすべてのデータベース接続先を、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントのプロセスが実行中のインスタンスにすることをお薦めします。これにより、Oracle RAC環境で確実に適切なフェイルオーバー動作が得られます。

メッセージ・ゲートウェイ・エージェントがデータベース・サービスと関連付けられている場合、サービスが実行中のインスタンスで有効化されるまで、そのエージェントのSchedulerジョブは実行されません。データベースを停止すると、そのデータベースへのすべてのサービスが停止し、データベースの起動時にそのサービスを手動で再起動する必要がある場合があります。




	
関連項目:

	
「Oracle RAC環境におけるOracle Messaging Gatewayの構成」


	
『Oracle Database PL/SQLパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』のDBMS_MGWADMおよびDBMS_SCHEDULERに関する項



















メッセージ・システム・リンクの構成

Oracle以外のメッセージ・システムのクライアントとして実行すると、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントはメッセージ・システム・リンクを介してOracle以外のメッセージ・システムと通信できます。メッセージ・システム・リンクとは、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントとOracle以外のメッセージ・システム間の一連の接続です。

Oracle以外のメッセージ・システムのメッセージ・システム・リンクを構成するには、ユーザーはエージェント情報を指定してOracle以外のメッセージ・システムへの接続を確立する必要があります。ユーザーは、メッセージ・コネクションの最大数を指定できます。

エージェント名は、各メッセージ・システム・リンクに関連付けられます。これは、リンクの作成時に設定され、変更できません。リンクに関連付けられているエージェントは、そのリンクと関連付けられている登録済のキューを使用するすべての伝播ジョブを処理する必要があります。メッセージ・システム・リンクの作成時にエージェント名が指定されていない場合、メッセージ・ゲートウェイのエージェントが使用されます。

トランザクションと永続メッセージをサポートするOracle以外のメッセージ・システムのメッセージ・システム・リンクを構成する場合は、着信伝播および発信伝播のログ・キューの固有の名前を指定して1回のみメッセージが配信されるようにする必要があります。ログ・キューは、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントによってのみ使用される必要があります。他のプログラムでは、ログ・キューのメッセージをエンキューまたはデキューできません。着信ログ・キューと発信ログ・キューは同じ物理的キューを参照できますが、別の物理的キューを参照した方がパフォーマンスは向上します。

1つのメッセージ・ゲートウェイ・エージェントにつき、1つの伝播ログ・キューにアクセスできます。これにより、指定のログ・キューに、そのエージェントによって処理される伝播ジョブのみに関するログ記録が含まれ、そのエージェントは、発生する可能性のある他のログ記録の破棄が可能であることが保証されます。

メッセージ・システム・リンクを構成する際に、options引数を指定することもできます。options引数とは、SYS.MGW_PROPERTY型の組{名前、値}のセットです。

この項の内容は次のとおりです。

	
WebSphere MQ Base Javaリンクの作成


	
WebSphere MQ JMSリンクの作成


	
SSLを使用するためのWebSphere MQリンクの作成


	
TIB/Rendezvousリンクの作成


	
メッセージ・システム・リンクの変更


	
メッセージ・システム・リンクの削除


	
メッセージ・システム・リンクのビュー






WebSphere MQ Base Javaリンクの作成

WebSphere MQ Base Javaリンクは、次の情報を指定し、DBMS_MGWADM.CREATE_MSGSYSTEM_LINKをコールすることによって作成されます。

	
インタフェース型: DBMS_MGWADM.MQSERIES_BASE_JAVA_INTERFACE


	
WebSphere MQ接続情報

	
WebSphere MQサーバーのホスト名およびポート番号


	
キュー・マネージャ名


	
チャネル名


	
ユーザー名およびパスワード





	
許可されるメッセージ・コネクションの最大数


	
着信伝播および発信伝播のログ・キュー名


	
オプション情報の例

	
送信、受信およびセキュリティの終了


	
キャラクタ・セット







例19-7では、WebSphere MQ Base Javaリンクmqlinkを構成します。このリンクは、WebSphere MQチャネルmychannelを使用して、ホストmyhost.mydomainおよびポート1414上のWebSphere MQキュー・マネージャmy.queue.managerを使用するように構成されます。

この例では、WebSphere MQ SendExitクラスを登録するオプションも設定します。クラスmySendExitは、mgw.oraのCLASSPATHセットにある必要があります。メッセージ・ゲートウェイのデフォルトのエージェント(DEFAULT_AGENT)は、リンク、およびそのリンクを使用するすべての伝播ジョブを処理する必要があります。


例19-7 WebSphere MQ Base Javaリンクの構成


DECLARE
  v_options sys.mgw_properties;
  v_prop sys.mgw_mqseries_properties;
BEGIN
  v_prop := sys.mgw_mqseries_properties.construct();
  
  v_prop.interface_type := dbms_mgwadm.MQSERIES_BASE_JAVA_INTERFACE;
  v_prop.max_connections := 1;
  v_prop.username := 'mqm';
  v_prop.password := 'mqm';
  v_prop.hostname := 'myhost.mydomain';
  v_prop.port     := 1414;
  v_prop.channel  := 'mychannel';
  v_prop.queue_manager := 'my.queue.manager';
  v_prop.outbound_log_queue := 'mylogq';
  
  -- Specify a WebSphere MQ send exit class 'mySendExit' to be associated with
  -- the queue. 
  -- Note that this is used as an example of how to use the options parameter, 
  -- but is not an option that is usually set.
  v_options := sys.mgw_properties(sys.mgw_property('MQ_SendExit',
                                                   'mySendExit'));
  dbms_mgwadm.create_msgsystem_link(
      linkname => 'mqlink', agent_name=>'default_agent', properties => v_prop, 
      options => v_options );
END;







	
関連項目:

	
メッセージ・ゲートウェイ・エージェントのCLASSPATHの設定の詳細は、「mgw.ora初期化ファイルについて」を参照してください。


	
「WebSphere MQシステム・プロパティ」

















WebSphere MQ JMSリンクの作成

WebSphere MQ JMSリンクは、次の情報を指定し、DBMS_MGWADM.CREATE_MSGSYSTEM_LINKをコールすることによって作成されます。

	
インタフェース型

Java Message Service(JMS)は、キュー・コネクションとトピック・コネクションを識別します。Sun社のJMS 1.1標準は、単一のJMSコネクションでJMSキューおよびトピックの両方へのアクセスを可能にするドメイン統一をサポートしています。

	
インタフェース型DBMS_MGWADM.JMS_CONNECTIONで作成されたWebSphere MQ JMSリンクは、JMSキューおよびトピックの両方へのアクセスに使用できます。これは、WebSphere MQ JMSリンクの推奨インタフェースです。


	
インタフェース型DBMS_MGWADM.JMS_QUEUE_CONNECTIONで作成されたWebSphere MQ JMSリンクは、JMSキューへのアクセスにのみ使用できます。


	
インタフェース型DBMS_MGWADM.JMS_TOPIC_CONNECTIONで作成されたWebSphere MQ JMSリンクは、JMSトピックへのアクセスにのみ使用できます。





	
WebSphere MQ接続情報

	
WebSphere MQサーバーのホスト名およびポート番号


	
キュー・マネージャ名


	
チャネル名


	
ユーザー名およびパスワード





	
許可されるメッセージ・コネクションの最大数

メッセージ・コネクションはJMSセッションにマップされます。


	
着信伝播および発信伝播のログ宛先(JMSキューまたはJMSトピック)

ログの宛先タイプはリンクの型に有効である必要があります。JMS統一リンクとJMSキュー・リンクではログの宛先にJMSキューを使用し、JMSトピック・リンクではトピックを使用する必要があります。

	
WebSphere MQ JMS統一リンクまたはキュー・リンクの場合は、ログ・キュー名はWebSphere MQ管理ツールを使用して作成される物理的WebSphere MQ JMSキューの名前である必要があります。


	
WebSphere MQ JMSトピック・リンクの場合は、ログ・キュー名はWebSphere MQ JMSトピックの名前である必要があります。そのトピックによって使用される物理的WebSphere MQキューは、WebSphere MQ管理ツールを使用して作成される必要があります。デフォルトでは、使用される物理的キューはSYSTEM.JMS.D.SUBSCRIBER.QUEUEです。リンク・オプションを使用して、別の物理的キューを指定できます。





	
オプション情報の例

	
送信、受信およびセキュリティの終了


	
キャラクタ・セット


	
JMSトピックに使用されるWebSphere MQパブリッシュ・サブスクライブ構成







例19-8では、JMSトピック・インタフェースを使用してWebSphere MQキュー・マネージャに対するメッセージ・ゲートウェイ・リンクを構成します。このリンクは、mqjmslinkという名前で、WebSphere MQチャネルmychannelを使用して、ホストmyhost.mydomainおよびポート1414上のWebSphere MQキュー・マネージャmy.queue.managerを使用するように構成されます。

この例ではオプション・パラメータを使用して、ログ・トピックで使用されるデフォルト以外の永続的なサブスクライバ・キューを指定します。メッセージ・ゲートウェイ・エージェントmyagentは、リンク、およびそのリンクを使用するすべての伝播ジョブを処理する必要があります。


例19-8 WebSphere MQ JMSリンクの構成


DECLARE
  v_options sys.mgw_properties;
  v_prop sys.mgw_mqseries_properties;
BEGIN
  v_prop := sys.mgw_mqseries_properties.construct();
  v_prop.max_connections := 1;
  
  v_prop.interface_type := DBMS_MGWADM.JMS_TOPIC_CONNECTION;
  v_prop.username := 'mqm';
  v_prop.password := 'mqm';
  v_prop.hostname := 'myhost.mydomain';
  v_prop.port     := 1414;
  v_prop.channel  := 'mychannel';
  v_prop.queue_manager := 'my.queue.manager'; 
  
  v_prop.outbound_log_queue := 'mylogtopic' 
  
  -- Specify a WebSphere MQ durable subscriber queue to be used with the
  -- log topic.
  v_options := sys.mgw_properties(
  sys.mgw_property('MQ_JMSDurSubQueue', 'myDSQueue'));
  
  DBMS_MGWADM.CREATE_MSGSYSTEM_LINK(
      linkname     =>  'mqjmslink', 
      agent_name   =>  'myagent',
      properties   =>   v_prop, 
      options      =>   v_options );
END;







	
関連項目:

	
JMSキューおよびトピックの詳細は、「WebSphere MQ JMSキューまたはトピックの登録」を参照してください。


	
「WebSphere MQシステム・プロパティ」

















SSLを使用するためのWebSphere MQリンクの作成

メッセージ・ゲートウェイでは、IBM WebSphere MQとWebSphere MQのJMS接続においてSSLをサポートしています。この項では、WebSphere MQ Base JavaリンクでSSLを使用できるようにメッセージ・ゲートウェイを構成する方法を説明します。同じ情報をWebSphere MQのJMSリンクにも適用できます。メッセージ・ゲートウェイの構成に関しては違いはありません。

WebSphere MQ接続にSSLを使用するには、次のものが必要です。

	
SSLを使用するように構成されたWebSphere MQチャネル。


	
トラスト・ストア・ファイルおよびキーストア・ファイル(オプション)は、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントのプロセスにアクセス可能な場所に存在します。Oracle RAC環境では、これらのファイルは、同じパス指定を使用してメッセージ・ゲートウェイ・エージェントのプロセスが実行される可能性のある、すべてのインスタンスに対してアクセス可能である必要があります。


	
DBMS_MGWADM.CREATE_MSGSYSTEM_LINKを使用して、必要なSSL関連リンク・オプションでWebSphere MQリンクを作成します。少なくとも、チャネルで使用されるSSL暗号スイートを指定するように、MQ_SSLCIPHERSUITEプロパティを設定する必要があります。


	
DBMS_MGWADM.SET_OPTIONを使用して、そのリンクに関連付けられているメッセージ・ゲートウェイ・エージェント用に特定のJSSE Javaプロパティを設定します。




JSEE関連プロパティ

	
java.net.ssl.keyStore

このプロパティは、キーストアの場所を指定するために使用されます。キーストアは、認証およびデータ整合性など、様々な目的で使用されるキー・マテリアルのデータベースです。


	
java.net.ssl.keyStorePassword

このプロパティは、キーストアのパスワードを指定するために使用されます。このパスワードは、キーストアへのアクセス前に、キーストアに含まれているデータの整合性を確認するために使用されます。


	
java.net.ssl.trustStore

このプロパティは、トラスト・ストアの場所を指定するために使用されます。トラスト・ストアは、どのクライアントおよびサーバーが信頼できるか、判断するために使用されるキーストアです。


	
java.net.ssl.trustStorePassword

このプロパティは、トラスト・ストアのパスワードを指定するために使用されます。このパスワードは、トラスト・ストアへのアクセス前に、キーストアに含まれているデータの整合性を確認するために使用されます。




java.net.ssl.keyStoreおよびjava.net.ssl.keyStorePasswordプロパティは、WebSphere MQチャネルがSSLクライアント認証を使用するように構成されている場合のみに必要です。

例19-9では、SSL_RSA_WITH_RC4_128_MD5暗号スイートを使用して、WebSphere MQ Base JavaリンクmqssllinkでSSL接続を使用するよう構成します。リンクに関連付けられたメッセージ・ゲートウェイ・エージェントDEFAULT_AGENTにキーストアおよびトラストストアの両方のJavaプロパティを構成できるよう、チャネルがSSLクライアント認証用に構成されていると仮定しています。

DBMS_MGWADM.SET_OPTIONによって設定されるJavaプロパティはエージェントの初回起動時にのみ設定されるため、この構成は、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントの停止時に実行される必要があります。構成時にエージェントが実行中の場合は、エージェントを停止し、SSL接続の使用前に再起動する必要があります。


例19-9 SSLのためのWebSphere MQ Base Javaリンクの構成


DECLARE
  v_options sys.mgw_properties;
  v_prop sys.mgw_mqseries_properties;
  v_agent varchar2(30) := 'default_agent';
BEGIN
     v_prop := sys.mgw_mqseries_properties.construct();
     v_prop.interface_type := DBMS_MGWADM.MQSERIES_BASE_JAVA_INTERFACE;
     v_prop.max_connections := 1;
     v_prop.username := 'mqm';
     v_prop.password := 'mqm';
     v_prop.hostname := 'myhost.mydomain';
     v_prop.port := 1414;
     v_prop.channel := 'mysslchannel';
     v_prop.queue_manager := 'my.queue.manager';
     v_prop.outbound_log_queue := 'mylogq';
    
   -- specify the SSL ciphersuite
     v_options := sys.mgw_properties(
        sys.mgw_property('MQ_SSLCIPHERSUITE','SSL_RSA_WITH_RC4_128_MD5') );
 
     -- create the MQSeries link
    DBMS_MGWADM.CREATE_MSGSYSTEM_LINK(linkname => 'mqssllink', 
                                    agent_name => v_agent, 
                                    properties => v_prop, 
                                    options => v_options);
 
   -- set Java properties for the agent that specify the JSSE security
   -- properties for the keystore and truststore; the paths will be 
   -- saved as cleartext and the passwords encrypted
 
   DBMS_MGWADM.SET_OPTION(target_type  => DBMS_MGWADM.AGENT_JAVA_PROP,
                       target_name  => v_agent,
                       option_name  => 'javax.net.ssl.keyStore',
                       option_value => '/tmp/mq_ssl/key.jks',
                       encrypted    => false);

   DBMS_MGWADM.SET_OPTION(target_type  => DBMS_MGWADM.AGENT_JAVA_PROP,
                       target_name  => v_agent,
                       option_name  => 'javax.net.ssl.keyStorePassword',
                       option_value => 'welcome',
                       encrypted    => true);

   DBMS_MGWADM.SET_OPTION(target_type  => DBMS_MGWADM.AGENT_JAVA_PROP,
                       target_name  => v_agent,
                       option_name  => 'javax.net.ssl.trustStore',
                       option_value => '/tmp/mq_ssl/trust.jks',
                       encrypted    => false);

   DBMS_MGWADM.SET_OPTION(target_type  => DBMS_MGWADM.AGENT_JAVA_PROP,
                       target_name  => v_agent,
                       option_name  => 'javax.net.ssl.trustStorePassword',
                       option_value => 'welcome',
                       encrypted    => true);
END;







	
関連項目:

「WebSphere MQシステム・プロパティ」












TIB/Rendezvousリンクの作成

TIB/Rendezvousリンクは、DBMS_MGWADM.CREATE_MSGSYSTEM_LINKをコールして作成します。TibrvRvdTransport型の転送を作成するための3つのパラメータ(service、networkおよびdaemon)を指定します。

TIB/Rendezvousメッセージ・システム・リンクには、伝播ログ・キューは必要ありません。ログ情報はメモリーに格納されます。したがって、メッセージ・ゲートウェイは最大1回のメッセージ配信のみを保証できます。

例19-10では、ローカル・コンピュータ上でrvdデーモンに接続するrvlinkという名前のTIB/Rendezvousリンクを構成します。リンクに対してエージェント名は指定されず、メッセージ・ゲートウェイのデフォルトのエージェント(DEFAULT_AGENT)は、リンクおよびそのリンクを使用するすべての伝播ジョブを処理する必要があります。


例19-10 TIB/Rendezvousリンクの構成


DECLARE
  v_options sys.mgw_properties;
  v_prop     sys.mgw_tibrv_properties;
BEGIN
  v_prop := sys.mgw_tibrv_properties.construct();
  
  DBMS_MGWADM.CREATE_MSGSYSTEM_LINK(linkname => 'rvlink', properties => v_prop);
END;







	
関連項目:

「TIB/Rendezvousシステム・プロパティ」












メッセージ・システム・リンクの変更

一部のリンク情報は、リンクの作成後にDBMS_MGWADM.ALTER_MSGSYSTEM_LINKを使用して変更できます。メッセージ・ゲートウェイ・エージェントを実行中または停止中でもリンク情報を変更できます。例19-11では、リンクmqlinkを変更して、max_connectionsプロパティを変更します。


例19-11 WebSphere MQリンクの変更


DECLARE
  v_options sys.mgw_properties;
  v_prop sys.mgw_mqseries_properties;
BEGIN
  -- use alter_construct() for initialization
  v_prop := sys.mgw_mqseries_properties.alter_construct();
  v_prop.max_connections := 2;
  
  DBMS_MGWADM.ALTER_MSGSYSTEM_LINK(
    linkname => 'mqlink', properties => v_prop);
END;







	
関連項目:

メッセージ・ゲートウェイ・エージェントを実行中の変更に関する制限については、「構成プロパティ」を参照してください。












メッセージ・システム・リンクの削除

メッセージ・ゲートウェイのリンクに関連付けられたすべての登録済キューがすでに削除されている場合のみ、Oracle以外のメッセージ・システムへのメッセージ・ゲートウェイのリンクをDBMS_MGWADM.REMOVE_MSGSYSTEM_LINKで削除できます。メッセージ・ゲートウェイ・エージェントを実行中または停止中でもリンクを削除できます。例19-12では、リンクmqlinkを削除します。


例19-12 メッセージ・ゲートウェイのリンクの削除


BEGIN
  dbms_mgwadm.remove_msgsystem_link(linkname =>'mqlink');
END;








メッセージ・システム・リンクのビュー

MGW_LINKSビューで作成されたリンクを確認できます。例19-13で示されているように、名前とリンク・タイプが表示されます。


例19-13 すべてのメッセージ・ゲートウェイのリンクのリスト


SQL> select link_name, link_type from MGW_LINKS;
 
LINK_NAME     LINK_TYPE 
------------------------
MQLINK        MQSERIES
RVLINK        TIBRV




例19-14に示したように、MGW_MQSERIES_LINKビューとMGW_TIBRV_LINKSビューを使用して、メッセージ・システムの型固有の構成情報をチェックできます。


例19-14 メッセージ・システム・リンクの構成情報のチェック


SQL> select link_name, queue_manager, channel, hostname from mgw_mqseries_links;
 
LINK_NAME   QUEUE_MANAGER      CHANNEL     HOSTNAME
----------------------------------------------------------
MQLINK      my.queue.manager  mychannel  myhost.mydomain
 
SQL> select link_name, service, network, daemon from mgw_tibrv_links;
 
LINK_NAME   SERVICE      NETWORK     DAEMON
-----------------------------------------------------
RVLINK 










Oracle以外のメッセージ・システムのキューの構成

ソース・キュー、宛先キューまたは例外キューとして伝播に関連しているすべてのOracle以外のメッセージ・システム・キューは、メッセージ・ゲートウェイ管理インタフェースを介して登録する必要があります。伝播に関連するOracle Streams Advanced Queuingキューを登録する必要はありません。

この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle以外のキューの登録


	
Oracle以外のキューの登録解除


	
Oracle以外の登録済キューのビュー






Oracle以外のキューの登録

Oracle以外のキューは、DBMS_MGWADM.REGISTER_FOREIGN_QUEUEを使用して登録できます。Oracle以外のキューを登録すると、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントがキューにアクセスするための情報が提供されます。ただし、Oracle以外のメッセージ・システムの物理的キューは作成されません。物理的キューは、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントがキューにアクセスする前に、Oracle以外のメッセージ・システムの管理インタフェースを使用して作成する必要があります。

次の情報を使用して、Oracle以外のキューを登録します。

	
キューにアクセスする際に使用するメッセージ・システム・リンク名


	
キューの固有名(Oracle以外のメッセージ・システム内の名前)


	
キューのドメイン

	
Point-to-PointキューのDBMS_MGWADM.DOMAIN_QUEUE


	
パブリッシュ・サブスクライブ・キューのDBMS_MGWADM.DOMAIN_TOPIC





	
Oracle以外のメッセージ・システム固有のオプション

これらのオプションは、{名前, 値}の組(いずれも文字列)の集合です。







	
関連項目:

「オプションの外部キューの構成プロパティ」







例19-15は、メッセージ・ゲートウェイ・キューdestqとしてWebSphere MQ Base Javaキューmy_mq_queueを登録する方法を示したものです。


例19-15 WebSphere MQ Base Javaキューの登録


BEGIN
  DBMS_MGWADM.REGISTER_FOREIGN_QUEUE(
    name            => 'destq',
    linkname        => 'mqlink',
    provider_queue  => 'my_mq_queue',
    domain          => dbms_mgwadm.DOMAIN_QUEUE);
END;





WebSphere MQ Base Javaキューの登録

WebSphere MQではPoint-to-Pointキューのみがサポートされているため、ドメインはDBMS_MGWADM.DOMAIN_QUEUEまたはNULLである必要があります。






WebSphere MQ JMSキューまたはトピックの登録

WebSphere MQ JMSキューを登録する際は、ドメインはDBMS_MGWADM.DOMAIN_QUEUEであり、linknameパラメータはWebSphere MQ JMS統一リンクまたはキュー・リンクを参照する必要があります。

WebSphere MQ JMSトピックを登録する際は、ドメインはDBMS_MGWADM.DOMAIN_TOPICであり、linknameパラメータはWebSphere MQ JMS統一リンクまたはトピック・リンクを参照する必要があります。伝播ソースとして使用されるWebSphere MQ JMSトピックのprovider_queueには、ワイルドカードを含めることができます。ワイルドカード構文については、WebSphere MQドキュメントを参照してください。





TIB/Rendezvousサブジェクトの登録

TIB/Rendezvousサブジェクトをメッセージ・ゲートウェイに登録する際には、provider_queueパラメータでTIB/Rendezvousサブジェクト名を指定します。登録済TIB/Rendezvousキューのドメインは、DBMS_MGWADM.DOMAIN_TOPICまたはNULLである必要があります。

登録済のTIB/Rendezvousキューでprovider_queueがワイルドカード・サブジェクト名に設定されている場合、インバウンド伝播の伝播ソース・キューとして使用できます。ワイルドカード・サブジェクト名を持つキューを伝播宛先キューまたは例外キューに使用することは避けてください。TIB/Rendezvousで記載されているように、ワイルドカード・サブジェクトにメッセージを送信すると、予期しない動作を引き起こす可能性があります。ただし、メッセージ・ゲートウェイまたはTIB/Rendezvousではこれを阻止しません。








Oracle以外のキューの登録解除

Oracle以外のキューは、それを参照する伝播ジョブが存在しない場合のみ、DBMS_MGWADM.UNREGISTER_FOREIGN_QUEUEで登録を解除できます。

例19-16では、リンクmqlinkのキューdestqの登録を解除します。


例19-16 Oracle以外のキューの登録解除


BEGIN
  DBMS_MGWADM.UNREGISTER_FOREIGN_QUEUE(name =>'destq', linkname=>'mqlink');
END;








Oracle以外の登録済キューのビュー

例19-17に示すとおりMGW_FOREIGN_QUEUESビューを使用して、どのOracle以外のキューが登録され、それぞれがどのリンクを使用しているかをチェックできます。


例19-17 登録済キューの確認


SELECT name, link_name, provider_queue FROM MGW_FOREIGN_QUEUES;
 
NAME   LINK_NAME   PROVIDER_QUEUE
------------------------------------
DESTQ  MQLINK      my_mq_queue










Oracle Messaging Gatewayの伝播ジョブの構成

Oracle Streams AQキューとOracle以外のメッセージ・システム・キュー間でメッセージを伝播するには伝播ジョブが必要です。各伝播ジョブには、一意の伝播型、ソースおよび宛先の3つが含まれます。

伝播ジョブを作成し、JMS宛先間でメッセージを伝播できます。伝播ジョブを作成し、JMS以外のキュー間でメッセージを伝播できます。メッセージ・ゲートウェイでは、JMS宛先とJMS以外のキュー間におけるメッセージの伝播はサポートされていません。

この項の内容は次のとおりです。

	
伝播ジョブの概要


	
Oracle Messaging Gatewayの伝播ジョブの作成


	
伝播ジョブの有効化および無効化


	
伝播ジョブのリセット


	
伝播ジョブの変更


	
伝播ジョブの削除






伝播ジョブの概要

伝播ジョブは、伝播されるメッセージおよびその方法を指定します。

メッセージ・ゲートウェイでは、双方向のメッセージ伝播が可能です。発信伝播では、メッセージがOracle Streams Advanced QueuingからOracle以外のメッセージ・システムに移動されます。着信伝播では、メッセージがOracle以外のメッセージ・システムからOracle Streams Advanced Queuingに移動されます。

伝播ソースがPoint-to-Pointキューの場合は、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントによってキュー内のすべてのメッセージがソース・キューから宛先に移動されます。伝播ソースがトピック(パブリッシュ・サブスクライブ)の場合は、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントによって伝播ソース・キューのサブスクライバがメッセージ・システム上に作成されます。エージェントでは、サブスクライバの作成後、パブリッシュされたすべてのメッセージがソース・キューに移動されるだけです。

メッセージを伝播する際に、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントによって、メッセージがソース・メッセージ・システムのフォーマットから宛先メッセージ・システムのフォーマットに変換されます。ユーザーは、メッセージ変換を指定することによってメッセージ変換をカスタマイズできます。メッセージ変換に失敗すると、例外キューが指定されている場合は、エージェントがサブスクライバに伝播できるようにメッセージは例外キューに移動されます。

メッセージ・ゲートウェイの例外キューとOracle Streams Advanced Queuingの例外キューは異なります。メッセージ変換に失敗すると、メッセージはメッセージ・ゲートウェイによってメッセージ・ゲートウェイの例外キューに移動されます。メッセージに対してMAX_RETRIESデキューを試行後、メッセージはOracle Streams Advanced QueuingによってOracle Streams Advanced Queuingの例外キューに移動されます。

Oracle Streams Advanced Queuingの例外キューに移動されたメッセージは、関連するメッセージ・ゲートウェイの伝播ジョブ上で回復不能な障害を発生します。この問題を避けるために、メッセージ・ゲートウェイの伝播ジョブの伝播ソースとして使用されるすべてのOracle Streams Advanced QueuingのキューのMAX_RETRIESパラメータは、16を超える値に設定する必要があります。

伝播ソース・キューのメッセージ・システムがメッセージ選択をサポートしている場合は、伝播サブスクライバにメッセージ選択ルールを指定できます。メッセージ・セレクタの条件を満たすメッセージのみが伝播されます。

JMSメッセージの配信モードおよびTIB/Rendezvousのキュー・ポリシーに対するオプションなど、伝播ジョブ・オプションを指定することにより、ユーザーはメッセージの伝播方法を制御できます。

MGW_JOBSビューを使用して、メッセージ・ゲートウェイの伝播ジョブの構成およびステータスを確認できます。




	
関連項目:

第21章「Oracle Messaging Gatewayの監視」












Oracle Messaging Gatewayの伝播ジョブの作成

メッセージ・ゲートウェイの伝播ジョブは、DBMS_MGWADM.CREATE_JOBを使用して作成されます。

JMS伝播以外の伝播ソースが、Oracle Streams AQキューである場合、キューはシングル・コンシューマ・キューか、マルチ・コンシューマ・キューのいずれかです。マルチ・コンシューマ・キューの場合、メッセージ・ゲートウェイは、DBMS_MGWADM.CREATE_JOBがコールされると、伝播ジョブのjob_nameに対応するOracle Streams AQサブスクライバのMGW_job_nameを作成します。

伝播ソースが、Oracle Java Message Service(OJMS)トピックまたはWebSphere MQ JMSトピックなどのJMSトピックである場合は、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントによってソース・メッセージ・システムのトピックに対してJMSサブスクライバMGW_job_nameが作成されます。エージェントを実行中でない場合は、エージェントを再起動するまでサブスクライバは作成されません。

伝播ソースがキューの場合、そのキューを伝播ソースとして使用して伝播ジョブを1つのみ作成できます。伝播ソースがトピックの場合は、そのトピックを各伝播ジョブがメッセージ・システム内のトピックに対応する固有のサブスクライバを有する伝播ソースとして使用して、複数の伝播ジョブを設定できます。

例19-18では、メッセージ・ゲートウェイの伝播ジョブjob_aq2mqを作成します。


例19-18 メッセージ・ゲートウェイ伝播ジョブの作成


BEGIN
   DBMS_MGWADM.CREATE_JOB(
     job_name            =>  'job_aq2mq',
     propagation_type    =>   DBMS_MGWADM.OUTBOUND_PROPAGATION,
     source              =>  'mquser.srcq',
     destination         =>  'deqq@mqlink');
END;







	
注意:

WebSphere MQ JMSトピックが伝播ジョブに関連していて、リンクのインタフェース型がDBMS_MGWADM.JMS_TOPIC_CONNECTIONの場合、永続サブスクライバMGL_subscriber_idはログ・トピックに対して作成されます。メッセージ・ゲートウェイの伝播ジョブが正常に削除されると、永続サブスクライバは削除されます。












伝播ジョブの有効化および無効化

伝播ジョブは、DBMS_MGWADM.CREATE_JOBによる作成時に最初に有効化または無効化することができます。デフォルトでは、作成時にジョブは有効化されます。伝播ジョブを有効化するにはDBMS_MGWADM.ENABLE_JOB、無効化するにはDBMS_MGWADM.DISABLE_JOBを使用します。ジョブが無効化されている場合、いずれの伝播処理も発生しません。

例19-19では、伝播ジョブjob_aq2mqの伝播を有効化します。


例19-19 メッセージ・ゲートウェイ伝播ジョブの有効化


BEGIN
  DBMS_MGWADM.ENABLE_JOB(job_name => 'job_aq2mq');
END;




例19-20では、伝播ジョブjob_aq2mqの伝播を無効化します。


例19-20 メッセージ・ゲートウェイ伝播ジョブの無効化


BEGIN
  DBMS_MGWADM.DISABLE_JOB(job_name => 'job_aq2mq');
END;








伝播ジョブのリセット

伝播ジョブに問題が発生した場合、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントでは伝播ジョブを停止する前に、指数バックオフ・スキームで失敗した操作が最大16回再試行されます。DBMS_MGWADM.RESET_JOBを使用すると、失敗回数をゼロにリセットし、エージェントで失敗した操作をただちに再試行できます。

例19-21では、伝播ジョブjob_aq2mqの失敗回数をリセットします。


例19-21 伝播ジョブのリセット


BEGIN
  DBMS_MGWADM.RESET_JOB (job_name => 'job_aq2mq');
END;








伝播ジョブの変更

伝播ジョブが作成されたら、DBMS_MGWADM.ALTER_JOBを使用して、そのジョブの選択ルール、変換、例外キュー、ジョブ・オプションおよびポーリング間隔を変更できます。メッセージ・ゲートウェイ・エージェントを実行中または停止中でもジョブを変更できます。

例19-22では、伝播ジョブの例外キューを追加します。


例19-22 例外キューの追加による伝播ジョブの変更


BEGIN
    DBMS_MGWADM.ALTER_JOB(
       job_name         =>  'job_aq2mq',        exception_queue  =>  'mgwuser.my_ex_queue');
END;




例19-23では、伝播ジョブのポーリング間隔を変更します。ポーリング間隔によって、エージェントが伝播ソース・キュー内で使用可能なメッセージを検出する速度が決まります。デフォルトのポーリング間隔は5秒、またはメッセージ・ゲートウェイの初期化ファイル内のoracle.mgw.polling_intervalで設定されている値です。


例19-23 ポーリンク間隔変更による伝播ジョブの変更


BEGIN
    DBMS_MGWADM.ALTER_JOB(
        job_name       =>  'job_aq2mq',         poll_interval  =>  2);
END;








伝播ジョブの削除

メッセージ・ゲートウェイの伝播ジョブは、DBMS_MGWADM.REMOVE_JOBをコールすることによって削除できます。

メッセージ・ゲートウェイ構成から伝播ジョブが削除される前に、メッセージ・ゲートウェイは、次のクリーンアップを実行します。

	
メッセージ・ゲートウェイによって作成された関連サブスクライバの、メッセージ・システムからの削除


	
削除対象のジョブに関する伝播ログ記録の、ログ・キューからの削除




次の場合には、メッセージ・ゲートウェイはクリーン・アップに失敗することがあります。

	
メッセージ・ゲートウェイ・エージェントが実行されていない


	
Oracle以外のメッセージ・システムが実行されていない


	
メッセージ・ゲートウェイ・エージェントが、ソースまたは宛先メッセージ・システムと対話できない




いずれかの理由によりメッセージ・ゲートウェイがクリーン・アップに失敗した場合、削除対象の伝播ジョブはDELETE_PENDING状態に置かれます。次の場合、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントは、DELETE_PENDING状態にある伝播ジョブのクリーンアップを試行します。

	
DBMS_MGWADM.REMOVE_JOBがコールされると、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントが実行されます。


	
メッセージ・ゲートウェイ・エージェントが起動し、DELETE_PENDING状態の伝播ジョブを検出します。




DBMS_MGWADM.REMOVE_JOBには、DELETE_PENDING状態にしなくても、メッセージ・ゲートウェイ構成からの伝播ジョブの強制的な削除を可能にする強制パラメータが含まれています。これは、クリーンアップが失敗した場合、またはメッセージ・ゲートウェイ・エージェントが実行中でないときに伝播ジョブを削除する場合に便利です。

伝播ジョブを強制的に削除すると、使用されなくなったログ記録がログ・キュー内に、サブスクリプションがメッセージ・システム内に残り、不要なメッセージが蓄積されることになります。DBMS_MGWADM.REMOVE_JOBには、可能なかぎり強制オプションを使用しないことをお薦めします。

例19-24では、強制しない方法で伝播ジョブを削除します。


例19-24 伝播ジョブの削除


BEGIN
    DBMS_MGWADM.REMOVE_JOB (job_name  =>  'job_aq2mq');
END;










伝播ジョブ、サブスクライバおよびスケジュール

サブプログラムは、伝播ジョブの作成および管理を簡素化するDBMS_MGWADMパッケージの一部として提供されます。これらのサブプログラムを使用して、前のリリースのような非結合サブスクライバおよびスケジュールではなく、伝播ジョブを構成できます。伝播ジョブ・プロシージャを使用することをお薦めしますが、下位互換性を保つために、サブスクライバ・プロシージャおよびスケジュール・プロシージャもサポートされています。

表19-1は、メッセージ・ゲートウェイの伝播ジョブ・プロシージャ、および置換するサブスクライバ・プロシージャまたはスケジュール・プロシージャ(あるいはその両方)を示したものです。すべてのプロシージャは、DBMS_MGWADMパッケージからのものです。


表19-1 メッセージ・ゲートウェイ伝播ジョブのサブプログラム

	ジョブ・プロシージャ	サブスクライバ、スケジュール・プロシージャを置換します。
	
CREATE_JOB

	
ADD_SUBSCRIBER、SCHEDULE_PROPAGATION


	
ALTER_JOB

	
ALTER_SUBSCRIBER、ALTER_PROPAGATION_SCHEDULE


	
REMOVE_JOB

	
REMOVE_SUBSCRIBER、UNSCHEDULE_PROPAGATION


	
ENABLE_JOB

	
ENABLE_PROPAGATION_SCHEDULE


	
DISABLE_JOB

	
DISABLE_PROPAGATION_SCHEDULE


	
RESET_JOB

	
RESET_SUBSCRIBER








この項の内容は次のとおりです。

	
伝播ジョブ、サブスクライバおよびスケジュールのインタフェースの互換性


	
伝播ジョブ、サブスクライバ、スケジューラのビュー


	
伝播ソースとしてのシングル・コンシューマ・キュー






伝播ジョブ、サブスクライバおよびスケジュールのインタフェースの互換性

新しい形式のジョブと古い形式のジョブという、2つのタイプの伝播ジョブを作成できます。新しい形式のジョブは、DBMS_MGWADM.CREATE_JOBを使用して作成されます。古い形式のジョブは、同じ{propagation_type、source、destination}の3つを使用してDBMS_MGWADM.ADD_SUBSCRIBERおよびDBMS_MGWADM.SCHEDULE_PROPAGATIONをコールすることによって作成されます。スケジュールが一致しないサブスクライバ、またはサブスクライバが一致しないスケジュールは、伝播ジョブとしてみなされません。

新しい形式のジョブの場合、ジョブ名は、サブスクライバIDとスケジュールIDの両方として機能します。古い形式のジョブの場合は、ジョブ名としてサブスクライバIDが使用されます。

古い形式の伝播ジョブには、伝播ジョブ・サブプログラムと、サブスクライバ・サブプログラムまたはスケジュール・サブプログラムの両方を使用できます。伝播ジョブの作成および管理には、ジョブ・サブプログラムを使用することをお薦めします。伝播ジョブは、一致しないサブスクライバまたはスケジュールでは構成されないため、これらに対してジョブ・サブプログラムは使用できません。

新しい形式の伝播ジョブには、新しいジョブ・サブプログラムのみを使用できます。新しい形式のジョブで、サブスクライバまたはスケジューラ・プロシージャをコールしようとすると、エラーが発生します。

DBMS_MGWADM.REMOVE_JOB以外、古い形式のジョブ用のジョブ・サブプログラムのコールは簡単で、対応するサブスクライバまたはスケジュール・サブプログラムのコールと同様、効率的な結果が得られます。今後、なんらかの制限がある可能性もありますが、現在はいずれの制限もありません。

DBMS_MGWADM.REMOVE_JOBプロシージャは、新旧の両方の形式のジョブを削除するために使用できます。強制的および非強制的な削除がサポートされています。非強制的な削除の実行時に、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントが実行中でない場合、ジョブには削除保留中のフラグが付き、基になるサブスクライバまたはスケジュールのいずれも削除されません。エージェントが再起動し、クリーンアップ作業または強制的なDBMS_MGWADM.REMOVE_JOBが実行されると、ジョブ(サブスクライバとスケジュール・ペア)が削除されます。サブスクライバとスケジュールのペアが同時に削除されるようにするため、DBMS_MGWADM.REMOVE_JOBを最初にコールした後で、古い形式のジョブ用のDBMS_MGWADM.REMOVE_SUBSCRIBERまたはDBMS_MGWADM.UNSCHEDULE_PROPAGATIONのコールを試行すると、エラーが発生します。

DBMS_MGWADM.REMOVE_JOBがジョブにコールされ、削除保留としてフラグ付けされると、DBMS_MGWADM.REMOVE_JOB以外のすべてのジョブ・プロシージャが、新しい形式および古い形式のジョブの両方に関して失敗します。さらに、伝播ジョブが古い形式のジョブであった場合、すべてのサブスクライバおよびスケジュール・サブプログラムも失敗します。DBMS_MGWADM.REMOVE_SUBSCRIBERおよびDBMS_MGWADM.UNSCHEDULE_PROPAGATIONは、DBMS_MGWADM.REMOVE_JOBがそのジョブに対してコールされていないかぎり、古い形式のジョブに使用できます。DBMS_MGWADM.UNSCHEDULE_PROPAGATIONが古い形式のジョブに対してコールされた場合、スケジュールが即時削除され、伝播ジョブでなくなり、サブスクライバの削除にはDBMS_MGWADM.REMOVE_SUSCRIBERの使用が必要になります。DBMS_MGWADM.REMOVE_SUBSCRIBERが古い形式のジョブに対してコールされた場合、サブスクライバが存在するかぎり、ユーザーは続けてDBMS_MGWADM.REMOVE_JOBをコールできます。






伝播ジョブ、サブスクライバ、スケジューラのビュー

MGW_JOBSビューには、現在の伝播ジョブ、新旧両方の形式のジョブに関する情報、およびMGW_SUBSCRIBERSビューとMGW_SCHEDULESビューで表示されるすべての関連情報が表示されます。一致しないサブスクライバまたはスケジュールは伝播ジョブを構成せず、MGW_JOBSビューには表示されないため、これらの検索には引き続きMGW_SUBSCRIBERSビューおよびMGW_SCHEDULESビューが役立ちます。






伝播ソースとしてのシングル・コンシューマ・キュー

メッセージ・ゲートウェイを使用して、Oracle Streams AQのマルチ・コンシューマ・キューまたはシングル・コンシューマ・キューを、DBMS_MGWADM.CREATE_JOBにより作成される新しい形式の発信ジョブの伝播ソースにすることができます。古い形式の発信ジョブの伝播ソースには、マルチ・コンシューマ・キューを使用する必要があります。管理者がDBMS_MGWADM.ADD_SUBSCRIBERのコールを試行し、ソースがシングル・コンシューマ・キューである場合、エラーが発生します。

伝播ソースがシングル・コンシューマ・キューの場合、システム固有(JMS以外)の発信伝播について、Oracle Streams AQのデキュー条件はサポートされていません。








構成プロパティ

この項では、メッセージ・ゲートウェイのリンク、外部キューおよび伝播ジョブに関連する基本的なプロパティとオプションのプロパティについて説明します。

この項の内容は次のとおりです。

	
WebSphere MQシステム・プロパティ


	
TIB/Rendezvousシステム・プロパティ


	
オプションのリンクの構成プロパティ


	
オプションの外部キューの構成プロパティ


	
オプションのジョブの構成プロパティ






WebSphere MQシステム・プロパティ

表19-2は、WebSphere MQメッセージ・リンクの基本的な構成プロパティをまとめたものです。この表は、SYS.MGW_MQSERIES_PROPERTIESのオプションの(NULLが可能な)プロパティ、変更可能なプロパティ、値が動的に変更可能なプロパティを示しています。




	
関連項目:

『Oracle Database PL/SQLパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』のSYS.MGW_MQSERIES_PROPERTIES型に関する項








表19-2 WebSphere MQリンク・プロパティ

	属性	NULL	値の変更	動的変更
	
queue_manager

	
不可

	
不可

	
不可


	
hostname

	
可(1)

	
不可

	
不可


	
port

	
可(1)

	
不可

	
不可


	
channel

	
可(1)、(6)

	
可

	
不可


	
interface_type

	
可(2)

	
不可

	
不可


	
max_connections

	
可(3)

	
可

	
可


	
username

	
可

	
可

	
可


	
password

	
可

	
可

	
可


	
inbound_log_queue

	
可(4)

	
可(4)

	
可


	
outbound_log_queue

	
可(5)

	
可(5)

	
可









表19-2に関する注意

	
hostnameがNULLの場合、portおよびchannelはNULLである必要があります。hostnameがNULLでない場合、portはNULL以外である必要があります。hostnameがNULLの場合は、WebSphere MQバインド接続が使用され、それ以外の場合はクライアント接続が使用されます。


	
interface_typeがNULLの場合は、デフォルト値DBMS_MGWADM.MQSERIES_BASE_JAVA_INTERFACEが使用されます。


	
max_connectionsがNULLの場合は、デフォルト値1が使用されます。


	
リンクが着信伝播に使用されない場合は、属性inbound_log_queueにNULLを設定できます。ログ・キューを変更できるのは、このリンクが着信伝播ジョブによって参照されない場合のみです。


	
リンクが発信伝播に使用されない場合は、属性outbound_log_queueにNULLを設定できます。ログ・キューを変更できるのは、このリンクが発信伝播ジョブによって参照されない場合のみです。


	
クライアント・チャネル定義表(CCDT)が使用される場合、channel属性は、NULLである必要があります。CCDTは、MQ_ccdtURLリンク・オプションを使用して指定できます。




表19-3は、WebSphere MQメッセージ・システムへのアクセスにWebSphere MQ Base Javaインタフェースが使用される場合にサポートされているオプションの構成プロパティをまとめたものです。表19-4は、WebSphere MQ JMSインタフェースが使用される場合にサポートされているオプションの構成プロパティをまとめたものです。それぞれの表は、プロパティ名、そのプロパティの適用場所、プロパティを変更できるかどうか、値を動的に変更可能かどうかを示しています。サポートされているのはこの表に示すプロパティのみで、その他のプロパティは無視されます。


表19-3 WebSphere MQ Base Javaのオプションの構成プロパティ

	プロパティ名	用途	値の変更	動的変更
	
MQ_ccdtUrl


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_ccsid


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_ReceiveExit


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SecurityExit


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SendExit


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SSLCipherSuite


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SSLFipsRequired


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SSLPeerName


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SSLResetCount


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_openOptions


	
外部キュー

	
不可

	
不可


	
MsgBatchSize


	
ジョブ

	
可

	
可


	
PreserveMessageID


	
ジョブ

	
可

	
可









表19-4 WebSphere MQ JMSのオプションの構成プロパティ

	プロパティ名	用途	値の変更	動的変更
	
MQ_BrokerControlQueue


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_BrokerPubQueue


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_BrokerQueueManager


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_BrokerVersion


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_ccdtUrl


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_ccsid


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_JmsDurSubQueue


	
リンク

	
不可

	
不可


	
MQ_PubAckInterval


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_ReceiveExit


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_ReceiveExitInit


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SecurityExit


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SecurityExitInit


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SendExit


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SendExitInit


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SSLCipherSuite


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SSLCrl


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SSLFipsRequired


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SSLPeerName


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_SSLResetCount


	
リンク

	
可

	
不可


	
MQ_CharacterSet


	
外部キュー

	
不可

	
不可


	
MQ_JmsDurSubQueue


	
外部キュー

	
不可

	
不可


	
MQ_JmsTargetClient


	
外部キュー

	
不可

	
不可


	
JMS_DeliveryMode


	
ジョブ

	
可

	
可


	
JMS_NoLocal


	
ジョブ

	
不可

	
不可


	
MsgBatchSize


	
ジョブ

	
可

	
可


	
PreserveMessageID


	
ジョブ

	
可

	
可












TIB/Rendezvousシステム・プロパティ

表19-5は、TIB/Rendezvousメッセージ・リンクの基本的な構成プロパティをまとめたものです。これは、SYS.MGW_TIBRV_PROPERTIESのオプションの(NULLが可能な)プロパティ、変更可能なプロパティ、値が動的に変更可能なプロパティを示しています。




	
関連項目:

『Oracle Database PL/SQLパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』のSYS.MGW_TIBRV_PROPERTIES型に関する項








表19-5 TIB/Rendezvousリンク・プロパティ

	属性	NULL	値の変更	動的変更
	
service

	
可(1)

	
不可

	
不可


	
daemon

	
可(1)

	
不可

	
不可


	
network

	
可(1)

	
不可

	
不可


	
cm_name

	
可(2)

	
不可

	
不可


	
cm_ledger

	
可(2)

	
不可

	
不可









表19-5に関する注意

	
service、daemonまたはnetworkがNULLの場合は、システムのデフォルト値が使用されます。


	
cm_nameおよびcm_ledger属性は、TIB/Rendezvousの証明済メッセージがサポートされる将来の使用に備えて確保されています。現在、TIB/Rendezvousリンクの構成時には、これらのパラメータにNULLを指定する必要があります。




表19-6は、TIB/Rendezvousメッセージ・システムが使用される場合にサポートされているオプションの構成プロパティをまとめたものです。この表は、プロパティ名、そのプロパティの適用場所、プロパティを変更できるかどうか、変更可能な場合は値が動的に変更可能かどうかを示しています。サポートされているのはこの表に示すプロパティのみで、その他のプロパティは無視されます。


表19-6 TIB/Rendezvousのオプション・プロパティ

	プロパティ名	用途	値の変更	動的変更
	
AQ_MsgProperties


	
ジョブ

	
可

	
可


	
MsgBatchSize


	
ジョブ

	
可

	
可


	
PreserveMessageID


	
ジョブ

	
可

	
可


	
RV_discardAmount

	
ジョブ

	
可

	
不可


	
RV_limitPolicy


	
ジョブ

	
可

	
不可


	
RV_maxEvents


	
ジョブ

	
可

	
不可












オプションのリンクの構成プロパティ

この項では、DBMS_MGWADM.CREATE_MSGSYSTEM_LINKおよびDBMS_MGWADM.ALTER_MSGSYSTEM_LINKのoptionsパラメータを使用して指定できるオプションのリンク・プロパティについて説明します。それぞれの項目には、そのプロパティを使用できるメッセージ・システムも示されています。

	
	MQ_BrokerControlQueue
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSで使用されます。ブローカの制御キューの名前を指定し、WebSphere MQ JMS管理ツールのBROKERCONQプロパティに対応します。WebSphere MQのデフォルトはSYSTEM.BROKER.CONTROL.QUEUEです。


	
	MQ_BrokerPubQueue
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSで使用されます。ブローカのパブリック・キューの名前を指定し、WebSphere MQ JMS管理ツールのBROKERPUBQプロパティに対応します。WebSphere MQのデフォルトはSYSTEM.BROKER.DEFAULT.STREAMです。


	
	MQ_BrokerQueueManager
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSで使用されます。ブローカのキュー・マネージャの名前を指定し、WebSphere MQ JMS管理ツールのBROKERQMGRプロパティに対応します。設定されていない場合、デフォルトは使用されません。


	
	MQ_BrokerVersion
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSで使用されます。ブローカのバージョン番号を指定し、WebSphere MQ JMS管理ツールのBROKERVERプロパティに対応します。WebSphere MQのデフォルトは0です。


	
	MQ_ccdtUrl
	
このプロパティはWebSphere MQ Base JavaおよびWebSphere MQ JMSで使用されます。使用するクライアント・チャネル定義表(CCDT)のURL文字列を指定します。設定されていない場合、CCDTは使用されません。CCDTを使用する場合、SYS.MGW_MQSERIES_PROPERTIES.channelリンク・プロパティはNULLである必要があります。


	
	MQ_ccsid
	
このプロパティはWebSphere MQ Base JavaおよびWebSphere MQ JMSで使用されます。WebSphere MQメッセージ・ヘッダーの情報を変換するために使用するキャラクタ・セット識別子を指定します。これには、記述的文字列ではなく、キャラクタ・セットの整数値(819など)を使用します。設定されていない場合、WebSphere MQのデフォルトのキャラクタ・セット819が使用されます。


	
	MQ_JmsDurSubQueue
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSで使用されます。WebSphere MQ JMSのトピック・リンクにのみ適用されます。SYS.MGW_MQSERIES_PROPERITESの属性inbound_log_queueおよびoutbound_log_queueは、伝播のロギングに使用されるWebSphere MQ JMSトピックの名前を指定します。このプロパティは、ログ・トピックのサブスクライバが永続サブスクリプション・メッセージを取り出すWebSphere MQキューの名前を指定します。WebSphere MQのデフォルト・キューはSYSTEM.JMS.D.SUBSCRIBER.QUEUEです。


	
	MQ_PubAckInterval
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSで使用されます。ブローカからの確認を必要とするパブリッシュ・リクエスト間の間隔をメッセージ数で指定し、WebSphere MQ JMS管理ツールのPUBACKINTプロパティに対応します。WebSphere MQのデフォルトは25です。


	
	MQ_ReceiveExit
	
このプロパティはWebSphere MQ Base JavaおよびWebSphere MQ JMSで使用されます。これはMQReceiveExitインタフェースを実装するクラスの完全修飾Javaクラス名を指定します。このクラスは、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントのCLASSPATHに含まれている必要があります。デフォルトはありません。


	
	MQ_ReceiveExitInit
	
この初期化文字列はWebSphere MQ JMSで使用されます。WebSphere MQ JMSからMQ_ReceiveExitによって指定されるクラスのコンストラクタに渡され、WebSphere MQ JMS管理ツールのRECEXITINITプロパティに対応します。デフォルトはありません。


	
	MQ_SecurityExit
	
このプロパティはWebSphere MQ Base JavaおよびWebSphere MQ JMSで使用されます。これはMQSecurityExitインタフェースを実装するクラスの完全修飾Javaクラス名を指定します。このクラスは、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントのCLASSPATHに含まれている必要があります。デフォルトはありません。


	
	MQ_SecurityExitInit
	
この初期化文字列はWebSphere MQ JMSで使用されます。WebSphere MQ JMSからMQ_SecurityExitによって指定されるクラスのコンストラクタに渡され、WebSphere MQ JMS管理ツールのSECEXITINITプロパティに対応します。デフォルトはありません。


	
	MQ_SendExit
	
このプロパティはWebSphere MQ Base JavaおよびWebSphere MQ JMSで使用されます。これはMQSendExitインタフェースを実装するクラスの完全修飾Javaクラス名を指定します。このクラスは、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントのCLASSPATHに含まれている必要があります。デフォルトはありません。


	
	MQ_SendExitInit
	
この初期化文字列はWebSphere MQ JMSで使用されます。WebSphere MQ JMSからMQ_SendExitによって指定されるクラスのコンストラクタに渡されます。WebSphere MQ JMS管理ツールのSENDEXITINITプロパティに対応します。デフォルトはありません。


	
	MQ_SSLCipherSuite
	
このプロパティはWebSphere MQ Base JavaおよびWebSphere MQ JMSで使用されます。SSL_RSA_WITH_RC4_128_MD5のように、使用する暗号スイートを指定します。これはWebSphere MQのSSLCIPHERSUITE管理プロパティに対応します。


	
	MQ_SSLCrl
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSで使用されます。証明書失効リスト(CRL)の確認に使用できるLDAPサーバーのスペース区切りリストを指定します。設定されていない場合、CRLは確認されません。これはWebSphere MQのSSLCRL管理プロパティに対応します。このオプションはWebSphere MQ Base Javaではサポートされていません。CRLの確認が必要な場合、かわりにクライアント・チャネル定義表(CCDT)を使用する必要があります。


	
	MQ_SSLFipsRequired
	
このプロパティはWebSphere MQ Base JavaおよびWebSphere MQ JMSで使用されます。使用されている暗号スイートがIBM Java JSSE FIPSプロバイダ(IBMSJSSEFIPS)によってサポートされているかどうかを示します。この値はTRUEまたはFALSEのいずれかです。デフォルト値はFALSEです。これはWebSphere MQのSSLFIPSREQUIRED管理プロパティに対応します。


	
	MQ_SSLPeerName
	
このプロパティはWebSphere MQ Base JavaおよびWebSphere MQ JMSで使用されます。接続を確立するためにキュー・マネージャの証明書が一致する必要のある識別名(DN)のパターンを指定します。設定されていない場合、DNは確認されません。これはWebSphere MQのSSLPEERNAME管理プロパティに対応します。


	
	MQ_SSLResetCount
	
このプロパティはWebSphere MQ Base JavaおよびWebSphere MQ JMSで使用されます。秘密鍵が再ネゴシエートされるまでに送受信される合計バイト数を指定します。設定されていない場合、鍵は再ネゴシエートされません。これはWebSphere MQのSSLRESETCOUNT管理プロパティに対応します。









オプションの外部キューの構成プロパティ

この項では、DBMS_MGWADM.REGISTER_FOREIGN_QUEUEのoptionsパラメータを使用して指定できるオプションの外部キュー・プロパティについて説明します。それぞれの項目には、そのプロパティを使用できるメッセージ・システムも示されています。

	
	MQ_CharacterSet
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSで使用されます。これはJMSキューまたはトピックへのアウトバウンド伝播にのみ使用されます。宛先に送信されるテキスト文字列のエンコードに使用されるキャラクタ・セットを指定します。これには、記述的文字列ではなく、キャラクタ・セットの整数値(1208など)を使用します。メッセージ・ゲートウェイで使用されるデフォルト値は1208 (UTF8)です。


	
	MQ_JmsDurSubQueue
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSで使用されます。これは、このトピックのサブスクライバが永続サブスクリプション・メッセージを取り出すWebSphere MQキューの名前を表す文字列です。WebSphere MQ JMSのトピックにのみ適用されます。WebSphere MQのデフォルト・キューはSYSTEM.JMS.D.SUBSCRIBER.QUEUEです。


	
	MQ_JmsTargetClient
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSで使用されます。これはJMSキューまたはトピックへのアウトバウンド伝播にのみ使用されます。サポートされている値はTRUEおよびFALSEです。TRUEはWebSphere MQがメッセージをJMSメッセージとして保存することを示します。FALSEは、JMS以外のアプリケーションがアクセスできるよう、WebSphere MQがメッセージを非JMSフォーマットで保存することを示します。デフォルトはTRUEです。


	
	MQ_openOptions
	
このプロパティはWebSphere MQ Base Javaで使用されます。WebSphere MQ Base Java MQQueueManager.accessQueueメソッドのopenOptions引数に使用される値を指定します。値は必要ありません。しかし、入力された場合は、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントによってMQOO_OUTPUTがエンキュー(put)操作の指定された値に追加されます。デキュー(get)操作にはMQOO_INPUT_SHAREDが追加されます。デフォルトは、エンキュー/put操作ではMQOO_OUTPUT、デキュー/get操作ではMQOO_INPUT_SHAREDです。









オプションのジョブの構成プロパティ

この項では、オプションのパラメータのDBMS_MGWADM.CREATE_JOBおよびDBMS_MGWADM.ALTER_JOBを使用して指定可能なオプションの伝播ジョブのプロパティについて説明します。

	
	AQ_MsgProperties
	
このプロパティはTIB/Rendezvousで使用されます。メッセージが伝播される際にOracle Streams AQメッセージ・プロパティがどのように使用されるかを指定します。サポートされている値はTRUEおよびFALSEです。デフォルト値はFALSEです。

出力伝播ジョブの場合、値がTRUE(大/小文字区別なし)であれば、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントはTIB/Rendezvousサブジェクトに伝播されるメッセージにほとんどのOracle Streams AQメッセージ・プロパティのフィールドを追加します。

着信伝播ジョブの場合、値がTRUE(大/小文字区別なし)であれば、メッセージ・ゲートウェイ・エージェントは予約済の名前を持つフィールドをソース・メッセージ内で検索し、存在する場合は、その値を使用して対応するOracle Streams AQメッセージ・プロパティを設定します。フィールドが存在しない場合、または予期したデータ型でない場合は、デフォルト値が使用されます。


	
	JMS_DeliveryMode
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSおよびOracle JMSで使用されます。このプロパティは、伝播先がJMSメッセージ・システムの場合に使用できます。JMS MessageProducerによって伝播先キューにエンキューされるメッセージの配信モードを設定します。デフォルトはPRESERVE_MSGです。サポートされる値とその関連付けられた配信モードは次のとおりです。

	
PERSISTENT(DeliveryMode.PERSISTENT)


	
NON_PERSISTENT(DeliveryMode.NON_PERSISTENT)


	
PRESERVE_MSG(ソースJMSメッセージの配信モードを使用)





	
	JMS_NoLocal
	
このプロパティはWebSphere MQ JMSおよびOracle JMSで使用されます。これは、伝播ソースがJMSメッセージ・システムの場合に使用できます。JMS TopicSubscriberのnoLocalパラメータを設定します。TRUEは、同じメッセージ・ゲートウェイ・リンクを介してこのトピックにパブリッシュされたメッセージは伝播されないことを示します。デフォルト値はFALSEで、このようなメッセージがトピックから伝播されることを示します。


	
	MsgBatchSize
	
このプロパティは、サポートされているすべてのメッセージ・システムで使用できます。これは、1回のトランザクションで伝播可能なメッセージの最大数(使用可能な場合)を指定します。デフォルトは30です。


	
	PreserveMessageID
	
このプロパティは、WebSphere MQ Base Java、WebSphere MQ JMS、TIB/RendezvousおよびOracle JMSで使用されます。メッセージが宛先メッセージ・システムに伝播される際、メッセージ・ゲートウェイが元のメッセージ識別子を保持するかどうかを指定します。詳細は、使用されるメッセージ・システムの機能によって異なります。サポートされている値はTRUEおよびFALSEです。デフォルト値はFALSEです。


	
	RV_discardAmount
	
このプロパティはTIB/Rendezvousで使用されます。キューの廃棄量を指定します。インバウンド伝播ジョブでのみ意味があります。デフォルトは0です。


	
	RV_limitPolicy
	
このプロパティはTIB/Rendezvousで使用されます。キュー制限のオーバーフローを解決するための制限ポリシーを指定します。インバウンド伝播ジョブでのみ意味があります。デフォルトはDISCARD_NONEです。サポートされている値と関連付けられている制限ポリシーは、DISCARD_NONE、DISCARD_FIRST、DISCARD_LASTおよびDISCARD_NEWです。

	
DISCARD_NONE(TibrvQueue.DISCARD_NONE)


	
DISCARD_FIRST(TibrvQueue.DISCARD_FIRST)


	
DISCARD_LAST(TibrvQueue.DISCARD_LAST)


	
DISCARD_NEW(TibrvQueue.DISCARD_NEW)





	
	RV_maxEvents
	
このプロパティはTIB/Rendezvousで使用されます。キューの最大イベント制限を指定します。インバウンド伝播ジョブでのみ意味があります。デフォルトは0です。

















5 Oracle Streams Advanced Queuingのパフォーマンスおよび拡張性

この章では、Oracle Streams Advanced Queuing(AQ)のパフォーマンスおよび拡張性に関する事柄について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
永続メッセージのパフォーマンスの概要


	
永続メッセージの基本的なチューニングのヒント


	
伝播のチューニングのヒント


	
バッファ済メッセージのチューニング






永続メッセージのパフォーマンスの概要

永続メッセージは、エンキューされるとデータベース表に格納されます。永続メッセージに対するキュー操作のパフォーマンス特性は、基になるデータベース操作のパフォーマンス特性と同等です。エンキュー操作のコード・パスは、3つの索引構成表を持つ複数列のキュー表に対するSELECTおよびINSERTに相当します。デキュー操作のコード・パスは、複数列の表のSELECT操作およびデキュー索引構成表のDELETE操作に相当します。Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)を使用しないで適切なストリーム・プール・メモリーが存在する場合などの多くの使用例で、デキュー操作は最適化され、複数列の表のSELECT操作に相当します。




	
注意:

表内のキューの数によって、パフォーマンスが影響を受けることはありません。









Oracle Streams Advanced QueuingとOracle Real Application Clusters

Oracle Real Application Clusters(Oracle RAC)を使用することで、キュー・データに対する高可用性のアクセスを実現できます。キューの入口点および出口点(先頭および末尾)は、かなりのホット・スポットになる可能性があります。ホット・スポットが存在すると、Oracle RACを十分に拡張できない場合があるため、1つのキューに通常アクセスするインスタンスは1つに限定します。メッセージを管理しているインスタンスに障害が発生しても、障害の発生していない別のインスタンスの1つを使用することで、そのメッセージの即時処理が可能になります。

Oracle RACのインスタンス・アフィニティを8.1互換のキュー表に対応付けることができます。様々なインスタンスでq1およびq2を使用する場合は、キュー表にALTER_QUEUE_TABLEまたはCREATE_QUEUE_TABLEを使用して、primary_instanceを適切なinstance_idに設定できます。




	
関連項目:

	
「キュー表の作成」


	
「キュー表の変更」
















共有サーバー環境におけるOracle Streams Advanced Queuing

キュー操作の拡張性は、基になるデータベース操作の拡張性と同等です。waitオプションを指定して適用されたデキュー操作は、成功するかまたは待機期間が経過するまで戻れません。共有サーバー環境では、(待機時間を含めた)コールの期間中、共有サーバー・プロセスがデキュー操作にのみ占有されます。このようなプロセスが多数存在すると、パフォーマンスおよび拡張性に重大な問題が発生し、共有サーバー・プロセスがデッドロック状態となる可能性があります。そのため、waitオプションを指定したデキュー・リクエストを適用する場合は、専用のサーバー・プロセスを使用することをお薦めします。この制限は、強制ではありません。




	
関連項目:

waitオプションの詳細は、『Oracle Database PL/SQLパッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』のDEQUEUE_OPTIONS_T型に関する項を参照してください。














永続メッセージの基本的なチューニングのヒント

Oracle Streams Advanced Queuing表のレイアウトは、他のデータベース表および索引のレイアウトと同様です。




	
関連項目:

チューニングの推奨事項は、『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。








メモリー要件

非RACデータベースで最適なマルチ・コンシューマ・デキュー・パフォーマンスを実現するには、ストリーム・プール・サイズを最低20MBにする必要があります。永続キューイング・デキュー操作は、特に同時処理の場合、パフォーマンスを最適化するためにストリーム・プールを使用します。ただし、これは要件ではなく、コードが自動的に最適度の低いコード・パスに切り替わります。





格納パラメータの使用方法

格納パラメータを指定するには、キュー表の作成時にstorage_clauseパラメータを使用します。格納パラメータは、キュー表で作成される他のIOTおよび表に継承されます。キュー表の表領域には、そのキュー表に関連付けられたすべてのオブジェクトのデータを処理できるだけの空き領域が必要です。保存を指定すると、履歴表およびキュー表が相当な大きさになる可能性があります。

自動セグメント領域管理(ASSM)を使用することをお薦めします。使用しない場合、initrans、空きリストおよび空きリスト・グループを高度な同時処理のAQパフォーマンスにチューニングする必要があります。

PCTFREEを増やすと、キュー表/IOTブロック内のメッセージの数を削減できます。これにより、同時処理の際のブロック・レベルの競合が減ります。

キュー表の作成時に指定される格納パラメータは、キュー表、IOTおよび索引で共有されます。これは、DBMS_REDEFINTIONを使用してオンライン再定義で個別に変更できます。





I/Oの構成

Oracle Streams Advanced Queuingでは、I/Oが非常に頻繁に行われるため、通常、あらゆるボトルネックが解消されるよう、I/Oをチューニングする必要があります。




	
関連項目:

『Oracle Databaseパフォーマンス・チューニング・ガイド』のI/O構成および設計に関する項を参照してください。











単一のキュー表でのエンキュー・プロセスとデキュー・プロセスの同時実行

メッセージを一定のフローで処理する環境では、エンキュー・プロセスとデキュー・プロセスの両方を同時に実行する必要が生じる場合があります。キュー表とキューが1つずつしか存在しないメッセージ配信システムの場合、すべてのプロセスが同じセグメントを同時に処理する必要があります。これでは適切なパフォーマンス・レベルで、多数のメッセージを配信することはできません。

最適な同時プロセス数は、システム・リソースの可用性によって異なります。たとえば、CPUを4つ持つシステムでは、2つの同時エンキュー・プロセスおよび2つの同時デキュー・プロセスから始めるのが妥当です。必要な数のメッセージを配信できないシステムでは、プロセス数を増やすのではなく、複数のサブスクライバを使用して、ロード・バランシングを実行します。

キューのエンキューおよびデキュー率をチューニングすると、通常、キュー・サイズを小さく制限できます。大幅に拡大および縮小するキューには索引およびIOTがあり、バランスに欠けるため、パフォーマンスに影響します。

マルチ・コンシューマ・キューでは、プロセス数を増やすのではなく、ロード・バランシングの複数のサブスクライバを使用して競合を減らします。水平拡張性を実現するには、複数のキュー表を使用します。





単一のキュー表でのエンキュー・プロセスとデキュー・プロセスのシリアル実行

エンキュー・プロセスとデキュー・プロセスをシリアルに実行すると、同一のデータ・セグメントにおける競合が、同時プロセスの場合よりも少なくなります。ただし、システムからのメッセージ配信にかかる合計時間は、両プロセスを同時実行する場合よりも長くなります。プロセス数を増加させることは、エンキュー・プロセスおよびデキュー・プロセスの両方に効果的です。特にシングル・コンシューマ・キューでプロセス数を増加すると、メッセージのスループット率はデキュー元よりエンキュー元で高くなる場合があります。マルチ・コンシューマ・キューのデキュー・プロセスはさらに拡張されます。





キュー表の索引の作成

キュー表の索引を作成することは、次の操作を行う上で有効です。

	
相関識別子を使用したデキュー

基になるキュー表AQ$_QueueTableNameの列corr_idの索引を作成すると、デキューが迅速に処理されます。


	
条件を使用したデキュー

これは、基になるキュー表で、SELECTのwhere句に対する条件の追加に相当します。QueueTableNameの索引を作成すると、このSELECT文のパフォーマンスが向上します。








その他のヒント

	
統計が収集済で、メッセージ取得の最適な問合せ計画が選択されていることを確認してください。デフォルトでは、キュー表は統計の自動収集からロックされています。統計を代理キュー・メッセージ・ロードで収集して、ロックすることをお薦めします。


	
キュー表索引およびIOTは、AQバックグラウンド・プロセスで自動的に結合されます。ただし、必要に応じて監視および結合を続ける必要があります。10.2の自動セグメント領域管理(ASSM)のオンライン縮小操作は、同様の目的で使用します。バランスの取れた索引は、キュー・モニターCPUの使用を削減し、エンキュー・デキューのパフォーマンスを最適化します。


	
バックグラウンド・タスクを実行できるよう、十分なキュー・モニター・プロセスが実行されていることを確認してください。キュー・モニターは、他の重大なバックグラウンド・アクティビティのためにも実行されている必要があります。複数のqmnプロセスが負荷を分担するため、十分な数があることを確認してください。これらは自動的にチューニングされますが、必要に応じて最小数に強制変更できます。


	
待機時間のあるデキューは、専用サーバー・プロセスでのみ使用することをお薦めします。共有サーバー環境では、(待機時間を含めた)コールの期間中、共有サーバー・プロセスがデキュー操作にのみ占有されます。このようなプロセスが多数存在すると、パフォーマンスおよび拡張性に重大な問題が発生し、共有サーバー・プロセスがデッドロック状態となる可能性があります。


	
デキュー・トランザクションを長時間実行するとキューのデキュー競合を悪化させるため、避ける必要があります。


	
1つのトランザクションへのマルチ・コンシューマ・キューの複数のデキュー操作のバッチ処理は、最適なスループットを提供します。


	
メッセージの優先順位を使用していない場合、NEXTをナビゲーション・モードとして使用してください。提供されるセマンティクスは同様ですが、パフォーマンスが向上します。


	
BROWSEモードのデキューの次がREMOVEの場合、REMOVE_NODATAデキュー・モードを使用してください。











伝播のチューニングのヒント

伝播は、リモート(またはローカル)・キュー表に対して追加のINSERTを行う特殊なデキュー操作です。単一スケジュールからの伝播は、複数のジョブ・キュー・プロセスにパラレル化されません。かわりに、ロード・バランシングされます。拡張性を向上させるには、システム・リソース(CPU)の可用性に応じて伝播スケジュールの数を設定します。

トランザクションキュー表からの伝播率と非トランザクション(デフォルト)キュー表からの伝播率は、多少異なります。これは、非トランザクション・キューのバッチ処理サイズはOracle Streams Advanced Queuingが決定するのに対して、トランザクション・キューのバッチ・サイズは主にユーザー・アプリケーションが決定するためです。

伝播の最適化はバッチで行われます。リモート・キューが異なるデータベースに存在する場合、Oracle Streams Advanced Queuingは、2フェーズ・コミットの必要性を回避するための順序アルゴリズムを使用します。メッセージが同じ宛先の複数のキューに送信される必要がある場合は、複数回送信されます。メッセージが宛先の同じキュー内のマルチ・コンシューマに送信される必要がある場合、1回のみ送信されます。






バッファ済メッセージのチューニング

Oracle Real Application Clusters環境におけるバッファ済メッセージ操作が最も高速となるのは、キューのOWNER_INSTANCEを対象とする場合です。





パフォーマンス・ビュー

Oracleでは、システム・パフォーマンスの監視およびトラブルシューティングのためのビューを提供します。

	
(G)V$PERSISTENT_QUEUES: インスタンスにあるすべてのアクティブな永続キュー


	
(G)V$PERSISTENT_SUBSCRIBERS: インスタンスにある永続キューのすべてのアクティブなサブスクライバ


	
(G)V$PERSISTENT_PUBLISHERS: インスタンスにある永続キューのすべてのアクティブなパブリッシャ


	
(G)V$BUFFERED_QUEUES: インスタンスにあるすべてのバッファ済キュー


	
(G)V$BUFFERED_SUBSCRIBERS: インスタンスにあるすべてのバッファ済キューのサブスクライバ


	
(G)V$BUFFERED_PUBLISHERS: インスタンスにあるすべてのバッファ済パブリッシャ


	
(G)V$PERSISTENT_QMN_CACHE: 永続キューのバックグラウンド・タスクのパフォーマンス統計




これらのビューは、自動ワークロード・リポジトリ(AWR)と統合されます。ユーザーは、2つのAWRスナップショットを元にレポートを生成し、エンキュー率、デキュー率およびその他のキュー/サブスクライバ別の統計を計算できます。












15 Oracle JMSの共有インタフェース

この章では、Oracle Streams Advanced Queuing(AQ)に対するJava Message Service(JMS)操作インタフェース(共有インタフェース)を説明します。

内容は次のとおりです。

	
Oracle Streams Advanced Queuing JMS操作インタフェース: 共有インタフェース


	
JMSメッセージ・プロパティの指定


	
MessageProducerが送信するすべてのメッセージに対するデフォルトのTimeToLiveの設定


	
MessageProducerが送信するすべてのメッセージに対するデフォルトの優先順位の設定


	
AQjmsエージェントの作成


	
メッセージの同期受信


	
メッセージの受信に対するナビゲーション・モードの指定


	
メッセージの非同期受信


	
メッセージIDの取得


	
JMSメッセージ・プロパティの取得


	
クローズおよびシャットダウン


	
トラブルシューティング






Oracle Streams Advanced Queuing JMS操作インタフェース: 共有インタフェース

この項では、JMS操作のためのOracle Streams Advanced Queuing共有インタフェースを説明します。

この項の内容は次のとおりです。

	
JMSコネクションの起動


	
JMSコネクションの取得


	
セッションにおけるすべての操作のコミット


	
セッションにおけるすべての操作のロールバック


	
セッションからのJDBCコネクションの取得


	
JMSコネクションからのOracleOCIConnectionPoolの取得


	
BytesMessageの作成


	
MapMessageの作成


	
StreamMessageの作成


	
ObjectMessageの作成


	
TextMessageの作成


	
JMSメッセージの作成


	
AdtMessageの作成


	
JMS相関識別子の設定






JMSコネクションの起動


public void start()
          throws JMSException


AQjmsConnection.start()は、メッセージ受信用のJMSコネクションを起動します。






JMSコネクションの取得


public oracle.jms.AQjmsConnection getJmsConnection()
                                            throws JMSException


AQjmsSession.getJmsConnection()は、セッションからJMSコネクションを取得します。






セッションにおけるすべての操作のコミット


public void commit()
           throws JMSException


AQjmsSession.commit()は、セッションで実行されているすべてのJMSおよびSQL操作をコミットします。






セッションにおけるすべての操作のロールバック


public void rollback()
              throws JMSException


AQjmsSession.rollback()は、セッションで実行されているすべてのJMSおよびSQL操作を終了します。






セッションからのJDBCコネクションの取得


public java.sql.Connection getDBConnection()
                                    throws JMSException


AQjmsSession.getDBConnection()は、JMSセッションから基礎となるJDBCコネクションを取得します。JDBCコネクションは、JMS操作が実行される同一のトランザクションの一部としてSQL操作を実行するために使用される場合があります。


例15-1 JMSセッションからの基礎となるJDBCコネクションの取得


java.sql.Connection db_conn;
QueueSession     jms_sess;
db_conn = ((AQjmsSession)jms_sess).getDBConnection();








JMSコネクションからのOracleOCIConnectionPoolの取得


public oracle.jdbc.pool.OracleOCIConnectionPool getOCIConnectionPool()


AQjmsConnection.getOCIConnectionPool()は、JMSコネクションから基礎となるOracleOCIConnectionPoolを取得します。OracleOCIConnectionPoolインスタンスの設定は、コネクションの使用状況(ユーザーが既存のコネクションを使用して確立するセッション数など)に応じてユーザーがチューニングできます。ただし、JMSコネクションが使用しているOracleOCIConnectionPoolインスタンスはクローズしないでください。


例15-2 JMSコネクションからの基礎となるOracleOCIConnectionPoolの取得


oracle.jdbc.pool.OracleOCIConnectionPool cpool;
QueueConnection jms_conn;
cpool = ((AQjmsConnection)jms_conn).getOCIConnectionPool();








BytesMessageの作成


public javax.jms.BytesMessage createBytesMessage()
                                          throws JMSException


AQjmsSession.createBytesMessage()は、Bytesメッセージを作成します。これを使用できるのは、宛先キュー/トピックを含むキュー表がペイロード型SYS.AQ$_JMS_BYTE_MESSAGEまたはAQ$_JMS_MESSAGEで作成された場合のみです。






MapMessageの作成


public javax.jms.MapMessage createMapMessage()
                                      throws JMSException


AQjmsSession.createMapMessage()は、Mapメッセージを作成します。これを使用できるのは、宛先キュー/トピックを含むキュー表がペイロード型SYS.AQ$_JMS_MAP_MESSAGEまたはAQ$_JMS_MESSAGEで作成された場合のみです。






StreamMessageの作成


public javax.jms.StreamMessage createStreamMessage()
                                            throws JMSException


AQjmsSession.createStreamMessage()は、StreamMessageを作成します。これを使用できるのは、宛先キュー/トピックを含むキュー表がペイロード型SYS.AQ$_JMS_STREAM_MESSAGEまたはAQ$_JMS_MESSAGEで作成された場合のみです。






ObjectMessageの作成


public javax.jms.ObjectMessage createObjectMessage(java.io.Serializable object)
                                            throws JMSException


AQjmsSession.createObjectMessage()は、Objectメッセージを作成します。これを使用できるのは、宛先キュー/トピックを含むキュー表がペイロード型SYS.AQ$_JMS_OBJECT_MESSAGEまたはAQ$_JMS_MESSAGEで作成された場合のみです。






TextMessageの作成


public javax.jms.TextMessage createTextMessage()
                                        throws JMSException


AQjmsSession.createTextMessage()は、Textメッセージを作成します。これを使用できるのは、宛先キュー/トピックを含むキュー表がペイロード型SYS.AQ$_JMS_TEXT_MESSAGEまたはAQ$_JMS_MESSAGEで作成された場合のみです。






JMSメッセージの作成


public javax.jms.Message createMessage()
                                throws JMSException


AQjmsSession.createMessage()は、JMSメッセージを作成します。AQ$_JMS_MESSAGEメッセージを使用して、様々な型のメッセージを構成できます。メッセージ型は、次のいずれかである必要があります。

	
DBMS_AQ.JMS_TEXT_MESSAGE


	
DBMS_AQ.JMS_OBJECT_MESSAGE


	
DBMS_AQ.JMS_MAP_MESSAGE


	
DBMS_AQ.JMS_BYTES_MESSAGE


	
DBMS_AQ.JMS_STREAM_MESSAGE




このユーザー定義型を使用して、ヘッダーのみのJMSメッセージを作成することもできます。






AdtMessageの作成


public oracle.jms.AdtMessage createAdtMessage()
                                       throws JMSException


AQjmsSession.createAdtMessage()は、AdtMessageを作成します。これを使用できるのは、宛先キュー/トピックを含むキュー表がペイロード型Oracle ADTで作成された場合のみです。AdtMessageには、CustomDatumインタフェースを実装するオブジェクトが移入される必要があります。このオブジェクトは、キュー/トピックのペイロードとして定義されたSQL ADTのJavaマッピングである必要があります。SQL ADT型に対応するJavaクラスは、Jpublisherツールを使用して生成できます。






JMS相関識別子の設定


public void setJMSCorrelationID(java.lang.String correlationID)
                         throws JMSException


AQjmsMessage.setJMSCorrelationID()は、メッセージの相関識別子を指定します。








JMSメッセージ・プロパティの指定

JMSで始まるプロパティ名は、プロバイダ固有です。ユーザー定義のプロパティは、JMSで始めることができません。

次のプロバイダのプロパティは、Text、Stream、Object、BytesまたはMapMessageを使用するクライアントが設定できます。

	
JMSXAppID(String)


	
JMSXGroupID(String)


	
JMSXGroupSeq(Int)


	
JMS_OracleExcpQ(String)

このメッセージ・プロパティでは例外キューを指定します。


	
JMS_OracleDelay(int)

このメッセージ・プロパティではメッセージの遅延秒数を指定します。




次のプロパティは、AdtMessageに対して設定できます。

	
JMS_OracleExcpQ(String)

このメッセージ・プロパティでは、例外キューをschema.queue_nameとして指定します。


	
JMS_OracleDelay(int)

このメッセージ・プロパティではメッセージの遅延秒数を指定します。




この項の内容は次のとおりです。

	
Booleanメッセージ・プロパティの設定


	
Stringメッセージ・プロパティの設定


	
Integerメッセージ・プロパティの設定


	
Doubleメッセージ・プロパティの設定


	
Floatメッセージ・プロパティの設定


	
Byteメッセージ・プロパティの設定


	
Longメッセージ・プロパティの設定


	
Shortメッセージ・プロパティの設定


	
Objectメッセージ・プロパティの取得






Booleanメッセージ・プロパティの設定


public void setBooleanProperty(java.lang.String name,
                               boolean value)
                        throws JMSException


AQjmsMessage.setBooleanProperty()は、メッセージ・プロパティをBooleanとして指定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Booleanプロパティの名前
	value	メッセージに設定するBooleanプロパティの値










Stringメッセージ・プロパティの設定


public void setStringProperty(java.lang.String name,
                              java.lang.String value)
                       throws JMSException


AQjmsMessage.setStringProperty()は、メッセージ・プロパティをStringとして指定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Stringプロパティの名前
	value	メッセージに設定するStringプロパティの値










Integerメッセージ・プロパティの設定


public void setIntProperty(java.lang.String name,
                           int value)
                    throws JMSException


AQjmsMessage.setIntProperty()は、メッセージ・プロパティをIntegerとして指定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Integerプロパティの名前
	value	メッセージに設定するIntegerプロパティの値










Doubleメッセージ・プロパティの設定


public void setDoubleProperty(java.lang.String name,
                              double value)
                       throws JMSException


AQjmsMessage.setDoubleProperty()は、メッセージ・プロパティをDoubleとして指定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Doubleプロパティの名前
	value	メッセージに設定するDoubleプロパティの値










Floatメッセージ・プロパティの設定


public void setFloatProperty(java.lang.String name,
                             float value)
                      throws JMSException


AQjmsMessage.setFloatProperty()は、メッセージ・プロパティをFloatとして指定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Floatプロパティの名前
	value	メッセージに設定するFloatプロパティの値










Byteメッセージ・プロパティの設定


public void setByteProperty(java.lang.String name,
                            byte value)
                     throws JMSException


AQjmsMessage.setByteProperty()は、メッセージ・プロパティをByteとして指定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Byteプロパティの名前
	value	メッセージに設定するByteプロパティの値










Longメッセージ・プロパティの設定


public void setLongProperty(java.lang.String name,
                            long value)
                     throws JMSException


AQjmsMessage.setLongProperty()は、メッセージ・プロパティをLongとして指定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Longプロパティの名前
	value	メッセージに設定するLongプロパティの値










Shortメッセージ・プロパティの設定


public void setShortProperty(java.lang.String name,
                             short value)
                      throws JMSException


AQjmsMessage.setShortProperty()は、メッセージ・プロパティをShortとして指定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Shortプロパティの名前
	value	メッセージに設定するShortプロパティの値










Objectメッセージ・プロパティの設定


public void setObjectProperty(java.lang.String name,
                              java.lang.Object value)
                       throws JMSException


AQjmsMessage.setObjectProperty()は、メッセージ・プロパティをObjectとして指定します。オブジェクト化されたプリミティブ値(Boolean、Byte、Short、Integer、Long、Float、DoubleおよびString)のみサポートされています。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	JavaのObjectプロパティの名前
	value	メッセージに設定するJavaのObjectプロパティの値












MessageProducerが送信するすべてのメッセージに対するデフォルトのTimeToLiveの設定


public void setTimeToLive(long timeToLive)
                   throws JMSException


このメソッドは、MessageProducerが送信するすべてのメッセージに対するデフォルトのTimeToLiveを設定します。メッセージの遅延が発生した後に計算されます。このメソッドには、次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	timeToLive	ミリ秒で指定されるメッセージのTime-To-Live(ゼロは無制限)







例15-3 MessageProducerが送信するすべてのメッセージに対するデフォルトのTimeToLiveの設定


/* Set default timeToLive value to 100000 milliseconds for all messages sent by the QueueSender*/
QueueSender sender;
sender.setTimeToLive(100000);








MessageProducerが送信するすべてのメッセージに対するデフォルトの優先順位の設定


public void setPriority(int priority)
                 throws JMSException


このメソッドは、MessageProducerが送信するすべてのメッセージに対するデフォルトのPriorityを設定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	priority	このMessageProducerのメッセージの優先順位。デフォルトは4です。






優先順位には、どの整数値でも指定できます。数値が小さいほど高い優先度を示します。優先順位がsend()操作時に明示的に指定されている場合は、このメソッドで設定されたデフォルト値をオーバーライドします。


例15-4 QueueSenderが送信するすべてのメッセージに対するデフォルトの優先順位の設定


/* Set default priority value to 2 for all messages sent by the QueueSender*/
QueueSender sender;
sender.setPriority(2);





例15-5 TopicPublisherが送信するすべてのメッセージに対するデフォルトの優先順位の設定


/* Set default priority value to 2 for all messages sent by the TopicPublisher*/
TopicPublisher publisher;
publisher.setPriority(1);








AQjmsエージェントの作成


public void createAQAgent(java.lang.String agent_name,
                          boolean enable_http,
                   throws JMSException


このメソッドはAQjmsAgentを作成します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	agent_name	AQエージェントの名前。
	enable_http	TRUEに設定すると、このエージェントはHTTP経由でAQにアクセスできます。










メッセージの同期受信

タイムアウトを指定するか、待機なしで、メッセージを同期受信できます。また、変換を使用してメッセージを受信することもできます。

	
タイムアウト指定でのメッセージ・コンシューマの使用


	
待機なしでのメッセージ・コンシューマの使用


	
変換による宛先からのメッセージの受信






タイムアウト指定でのメッセージ・コンシューマの使用


public javax.jms.Message receive(long timeout)
                          throws JMSException


このメソッドは、タイムアウトを指定し、メッセージ・コンシューマを使用してメッセージを受信します。


	パラメータ	説明
	timeout	タイムアウト値(ミリ秒単位)







例15-6 タイムアウト指定でのメッセージ・コンシューマの使用


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              t_sess    = null;
TopicSession              jms_sess;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;

/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
   "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
   "WS", "Shipped_Orders_Topic");

/* create a subscriber, specifying the correct CustomDatumFactory  and
selector */
subscriber1 = jms_sess.createDurableSubscriber(
   shipped_orders, 'WesternShipping', 
   " priority > 1 and tab.user_data.region like 'WESTERN %'",
   false, AQjmsAgent.getFactory());
/* receive, blocking for 30 seconds if there were no messages */
Message = subscriber.receive(30000);





例15-7 JMS: メッセージが届くまでブロック


public BolOrder get_new_order1(QueueSession jms_session)
 {
   Queue            queue;
   QueueReceiver    qrec;
   ObjectMessage    obj_message;
   BolCustomer      customer;
   BolOrder         new_order = null;
   String           state;

   try
   {
   /* get a handle to the new_orders queue */
    queue = ((AQjmsSession) jms_session).getQueue("OE", "OE_neworders_que");
    qrec = jms_session.createReceiver(queue);

    /* wait for a message to show up in the queue */
    obj_message = (ObjectMessage)qrec.receive();
    new_order = (BolOrder)obj_message.getObject();
    customer = new_order.getCustomer();
    state    = customer.getState();
    System.out.println("Order:  for customer " + customer.getName()); 
   }
  catch (JMSException ex)
   {
     System.out.println("Exception: " + ex);
   }
   return new_order;
 }








待機なしでのメッセージ・コンシューマの使用


public javax.jms.Message receiveNoWait()
                                throws JMSException


このメソッドは、待機なしで、メッセージ・コンシューマを使用してメッセージを受信します。


例15-8 JMS: メッセージを非ブロック


public BolOrder poll_new_order3(QueueSession jms_session)
 {
   Queue            queue;
   QueueReceiver    qrec;
   ObjectMessage    obj_message;
   BolCustomer      customer;
   BolOrder         new_order = null;
   String           state;

   try
   {
    /* get a handle to the new_orders queue */
    queue = ((AQjmsSession) jms_session).getQueue("OE", "OE_neworders_que");
    qrec = jms_session.createReceiver(queue);

    /* check for a message to show in the queue */
    obj_message = (ObjectMessage)qrec.receiveNoWait();
    new_order = (BolOrder)obj_message.getObject();
    customer = new_order.getCustomer();
    state    = customer.getState();

    System.out.println("Order:  for customer " + customer.getName()); 
   }
   catch (JMSException ex)
   {
     System.out.println("Exception: " + ex);
   }
   return new_order;
 }








変換による宛先からのメッセージの受信

キューまたはトピックからメッセージを受信するときに変換を適用できます。メッセージを変換してから、JMSアプリケーションに戻します。

変換は、AqjmsQueueReceiver、AQjmsTopicSubscriberまたはAQjmsTopicReceiverのsetTransformation()インタフェースを使用して指定できます。


例15-9 JMS: 変換による宛先からのメッセージの受信

Western Shippingアプリケーションが、OE_bookedorders_topicからメッセージを取得すると仮定します。これは、変換OE2WSがメッセージをOracleオブジェクト型WS_orderとして取得するよう指定します。WSOrder JavaクラスがJPublisherによって生成され、Oracleオブジェクト型WS.WS_orderにマップされると仮定します。


public AQjmsAdtMessage retrieve_bookedorders(TopicSession jms_session)
  AQjmsTopicReceiver  receiver;
  Topic               topic;
  Message             msg = null;

  try
  {
    /* get a handle to the OE_bookedorders_topic */
    topic = ((AQjmsSession)jms_session).getTopic("OE", "OE_bookedorders_topic");

    /* Create a receiver for WShip */
    receiver = ((AQjmsSession)jms_session).createTopicReceiver(
       topic, "WShip, null, WSOrder.getFactory());

    /* set the transformation in the publisher */
    receiver.setTransformation("OE2WS");
    msg = receiver.receive(10);
  }
  catch (JMSException ex)
  {
     System.out.println("Exception :", ex);
  }
       return (AQjmsAdtMessage)msg;
}










メッセージの受信に対するナビゲーション・モードの指定


public void setNavigationMode(int mode)
                       throws JMSException


このメソッドは、メッセージの受信に対するナビゲーション・モードを指定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	mode	ナビゲーション・モードの新規値







例15-10 メッセージの受信に対するナビゲーション・モードの指定


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              t_sess    = null;
TopicSession              jms_sess;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;

/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
   "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic("WS", "Shipped_Orders_Topic");

/* create a subscriber, specifying the correct CustomDatumFactory and selector */
subscriber1 = jms_sess.createDurableSubscriber(
   shipped_orders, 'WesternShipping', 
   "priority > 1 and tab.user_data.region like 'WESTERN %'", false,
   AQjmsAgent.getFactory());
subscriber1.setNavigationMode(AQjmsConstants.NAVIGATION_FIRST_MESSAGE);

/* get message for the subscriber, returning immediately if there was nomessage */
Message = subscriber.receive();








メッセージの非同期受信

メッセージを非同期に受信するには、次の2つの方法があります。

	
メッセージ・コンシューマに対するメッセージ・リスナーの指定


	
セッションに対するメッセージ・リスナーの指定






メッセージ・コンシューマに対するメッセージ・リスナーの指定


public void setMessageListener(javax.jms.MessageListener myListener)
                        throws JMSException


このメソッドは、メッセージ・コンシューマに対してメッセージ・リスナーを指定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	myListener	コンシューマに対してメッセージ・リスナーを設定します。







例15-11 メッセージ・コンシューマに対するメッセージ・リスナーの指定


TopicConnectionFactory    tc_fact   = null;
TopicConnection           t_conn    = null;
TopicSession              t_sess    = null;
TopicSession              jms_sess;
Topic                     shipped_orders;
int                       myport = 5521;
MessageListener           mLis = null;

/* create connection and session */
tc_fact = AQjmsFactory.getTopicConnectionFactory(
   "MYHOSTNAME", "MYSID", myport, "oci8");
t_conn = tc_fact.createTopicConnection("jmstopic", "jmstopic");
jms_sess = t_conn.createTopicSession(true, Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);
shipped_orders = ((AQjmsSession )jms_sess).getTopic(
    "WS", "Shipped_Orders_Topic");

/* create a subscriber, specifying the correct CustomDatumFactory and selector */
subscriber1 = jms_sess.createDurableSubscriber(
   shipped_orders, 'WesternShipping',
   "priority > 1 and tab.user_data.region like 'WESTERN %'",
   false, AQjmsAgent.getFactory());
mLis = new myListener(jms_sess, "foo");

/* get message for the subscriber, returning immediately if there was nomessage */
subscriber.setMessageListener(mLis);
The definition of the myListener class
import oracle.AQ.*;
import oracle.jms.*;
import javax.jms.*;
import java.lang.*;
import java.util.*;
public class myListener implements MessageListener
{
   TopicSession   mySess;
   String         myName;
   /* constructor */
   myListener(TopicSession t_sess, String t_name)
   {
      mySess = t_sess;
      myName = t_name;
   }
   public onMessage(Message m)
   {
      System.out.println("Retrieved message with correlation: " ||
m.getJMSCorrelationID());
      try{
        /* commit the dequeue */
        mySession.commit();
      } catch (java.sql.SQLException e)
      {System.out.println("SQL Exception on commit"); }
   }
}








セッションに対するメッセージ・リスナーの指定


public void setMessageListener(javax.jms.MessageListener listener)
                        throws JMSException


このメソッドは、セッションに対してメッセージ・リスナーを指定します。


	パラメータ	説明
	listener	このセッションに関連付けするメッセージ・リスナー












メッセージIDの取得

この項の内容は次のとおりです。

	
相関識別子の取得


	
メッセージ識別子の取得






相関識別子の取得


public java.lang.String getJMSCorrelationID()
          throws JMSException


AQjmsMessage.getJMSCorrelationID()は、メッセージの相関識別子を取得します。






メッセージ識別子の取得


public byte[] getJMSCorrelationIDAsBytes()
          throws JMSException


AQjmsMessage.getJMSMessageID()は、メッセージのメッセージ識別子をバイトまたは文字列として取得します。








JMSメッセージ・プロパティ

この項の内容は次のとおりです。

	
Booleanメッセージ・プロパティの取得


	
Stringメッセージ・プロパティの取得


	
Integerメッセージ・プロパティの取得


	
Doubleメッセージ・プロパティの取得


	
Floatメッセージ・プロパティの取得


	
Byteメッセージ・プロパティの取得


	
Longメッセージ・プロパティの取得


	
Shortメッセージ・プロパティの取得


	
Objectメッセージ・プロパティの取得






Booleanメッセージ・プロパティの取得


public boolean getBooleanProperty(java.lang.String name)
          throws JMSException


AQjmsMessage.getBooleanProperty()は、メッセージ・プロパティをBooleanとして取得します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Booleanプロパティの名前










Stringメッセージ・プロパティの取得


public java.lang.String getStringProperty(java.lang.String name)
          throws JMSException


AQjmsMessage.getStringProperty()は、メッセージ・プロパティをStringとして取得します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Stringプロパティの名前










Integerメッセージ・プロパティの取得


public int getIntProperty(java.lang.String name)
          throws JMSException


AQjmsMessage.getIntProperty()は、メッセージ・プロパティをIntegerとして取得します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Integerプロパティの名前










Doubleメッセージ・プロパティの取得


public double getDoubleProperty(java.lang.String name)
                         throws JMSException


AQjmsMessage.getDoubleProperty()は、メッセージ・プロパティをDoubleとして取得します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Doubleプロパティの名前










Floatメッセージ・プロパティの取得


public float getFloatProperty(java.lang.String name)
          throws JMSException


AQjmsMessage.getFloatProperty()は、メッセージ・プロパティをFloatとして取得します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Floatプロパティの名前










Byteメッセージ・プロパティの取得


public byte getByteProperty(java.lang.String name)
          throws JMSException


AQjmsMessage.getByteProperty()は、メッセージ・プロパティをByteとして取得します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Byteプロパティの名前










Longメッセージ・プロパティの取得


public long getLongProperty(java.lang.String name)
          throws JMSException


AQjmsMessage.getLongProperty()は、メッセージ・プロパティをLongとして取得します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Longプロパティの名前










Shortメッセージ・プロパティの取得


public short getShortProperty(java.lang.String name)
                       throws JMSException


AQjmsMessage.getShortProperty()は、メッセージ・プロパティをShortとして取得します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Shortプロパティの名前










Objectメッセージ・プロパティの取得


public java.lang.Object getObjectProperty(java.lang.String name)
                                   throws JMSException


AQjmsMessage.getObjectProperty()は、メッセージ・プロパティをObjectとして取得します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	name	Objectプロパティの名前







例15-12 Objectメッセージ・プロパティの取得


TextMessage message;
message.getObjectProperty("empid", new Integer(1000);










クローズおよびシャットダウン

この項の内容は次のとおりです。

	
MessageProducerのクローズ


	
メッセージ・コンシューマのクローズ


	
JMSコネクションの停止


	
JMSセッションのクローズ


	
JMSコネクションのクローズ






MessageProducerのクローズ


public void close()
           throws JMSException


AQjmsProducer.close()はMessageProducerをクローズします。






メッセージ・コンシューマのクローズ


public void close()
           throws JMSException


AQjmsConsumer.close()は、メッセージ・コンシューマをクローズします。






JMSコネクションの停止


public void stop()
          throws JMSException


AQjmsConnection.stop()はJMSコネクションを停止します。






JMSセッションのクローズ


public void close()
           throws JMSException


AQjmsSession.close()はJMSセッションをクローズします。






JMSコネクションのクローズ


public void close()
          throws JMSException


AQjmsConnection.close()はJMSコネクションをクローズし、コネクションのために割り当てられているすべてのリソースを解放します。通常、JMSのプロバイダは重要なリソースをコネクションのためにJVMの外部に割り当てるため、クライアントはこれらのリソースが必要ない場合はクローズする必要があります。ガベージ・コレクションによる最終的なリソースの解放を待つ必要はありません。








トラブルシューティング

この項の内容は次のとおりです。

	
JMSエラー・コードの取得


	
JMSエラー番号の取得


	
JMS例外にリンクされた例外の取得


	
JMS例外のスタック・トレースの出力


	
例外リスナーの設定


	
例外リスナーの取得






JMSエラー・コードの取得


public java.lang.String getErrorCode()


AQjmsException.getErrorCode()は、JMS例外のエラー・コードを取得します。






JMSエラー番号の取得


public int getErrorNumber()


AQjmsException.getErrorNumber()は、JMS例外のエラー番号を取得します。




	
注意:

このメソッドは今後のリリースでは使用されなくなります。かわりに、getErrorCode()を使用してください。












JMS例外にリンクされた例外の取得


public java.lang.String getLinkString()


AQjmsException.getLinkString()は、JMS例外にリンクされた例外を取得します。一般に、この例外にはデータベースで発行されるSQL例外が含まれます。






JMS例外のスタック・トレースの出力


public void printStackTrace(java.io.PrintStream s)


AQjmsException.printStackTrace()は、JMS例外のスタック・トレースを出力します。






例外リスナーの設定


public void setExceptionListener(javax.jms.ExceptionListener listener)
                          throws JMSException


AQjmsConnection.setExceptionListener()は、コネクション用の例外リスナーを指定します。次のパラメータがあります。


	パラメータ	説明
	listener	例外リスナー






例外リスナーの登録が完了している場合は、コネクションに重大な問題が検出されると通知されます。これは、リスナーのonException()メソッドをコールして、問題を説明するJMS例外を渡すことによって実行されます。これによって、問題がJMSクライアントに非同期に通知されます。メッセージを処理するのみのコネクションもあるため、コネクションが失敗したことを知るための他の方法がありません。


例15-13 コネクション用の例外リスナーの指定


//register an exception listener
Connection jms_connection;
jms_connection.setExceptionListener(
    new ExceptionListener() {
        public void onException (JMSException jmsException) {
            System.out.println("JMS-EXCEPTION: " + jmsException.toString());
        }
    };
  );








例外リスナーの取得


public javax.jms.ExceptionListener getExceptionListener()
                                                 throws JMSException


AQjmsConnection.getExceptionListener()は、コネクション用の例外リスナーを取得します。


例15-14 コネクション用の例外リスナーの取得


//Get the exception listener
Connection jms_connection;
ExceptionListener el = jms_connection.getExceptionListener();













